
シグマＴＥＣＨ

生徒・保護者の声



 

 

スクールＦＣ用語集 

受験体験記の文中にたびたび出てくる、「スクールＦＣ独自の学習法

や、ノート法の用語」を紹介いたします。スクールＦＣの指導の重

要な柱であり、受験学年になると、すべてのクラスでこれらのノー

ト・学習法を活用して子どもたちを伸ばしていきます。 

 

復習ノート(算数) 
 
合格を勝ち取るための学習のポイントは「できなかったことをできる

ようにする」こと。その学習サイクルの軸となるのが、ＦＣの「復習ノ

ート」です。このノートは、自分だけのオリジナル問題集として、分野

ごとの弱点対策や小６秋以降の総仕上げに大活躍します。復習ノート

の作成と反復によって身につくのは「失敗から学んだ経験を次に活か

す」という力です。この力は中学受験のみならず様々な試験対策で 

大きな武器となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青コメントノート(国語) 
 

国語の長文読解力を上げるためのノートです。間違えてしまった読解

の問題に対して、 

①誤答の原因(なぜその答にしてしまったのか) 

②正解への道筋(どういうプロセスで考えれば正解に辿りつけたのか) 

③自分に向けての教訓(次に活かすべく、間違いを一般化する) 

これらの視点で、コメントを書いていきます。 

自分の×に向き合い、自分を成長させるために必要な事を考えて言葉

にする、きわめて本質的な取り組みです。読解が得意な子はもちろん、 

苦手な子をも数多く伸ばしてきた学習法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ｑ＆Ａノート(理科・社会) 
 
覚えきれていない知識を集め、自分だけのオリジナル問題集を作成し

ていくのが「Ｑ＆Ａノート」です。問題集やテストで間違えた問題や

定着していなかった知識を自分のものにすることを目的としています。 

日々作成することで、自分の弱点や苦手が集まったオリジナルの問題

集ができていきます。卒業生が口をそろえていうのが、「Ｑ＆Ａノート

は宝物！」という言葉。ＦＣの受験生なら必ず作るノートです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇×チェック・×解き(全教科) 
 
「どの問題ができて、どの問題ができなかったのか」を問題集やテス

ト等に〇×の記録を残しておく仕組みが「〇×チェック」です。そし

て、間違えた問題(✕がついた問題)をそのままにせず、解きなおす仕組

みが「×解き」です。テストや入試前などは、「過去に×がついた問題」

を解き直しすることが非常に有効です。他にも「〇が２回つくことを

目標にする」など様々な活用の仕方があり、一生ものの学習法が身に

つきます。※上の「Ｑ＆Ａノート」では、たくさんの〇×チェックがつ

いており、何周も反復していることがわかります。 

 

自学室 

 
創立以来のＦＣの大きな特長は「自学室」です。受験学年ともなると、

授業時間と同等の時間を自学室で過ごすのが伝統になっています。 

平日は満席になることも珍しくありません。質問や相談などにも自学

室監督のスタッフが対応いたします。 
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進学先：慶應中等部 

 

息子は幼稚園の年長から花まるに通い始め、Think!Think!、スクールＦＣと、７

年間吉祥寺教室でお世話になり、先生方にたくさんほめていただきながら成長しま

した。 

 

◆ＦＣに入って 

3 年生時に受講していた Think!Think!が終わるタイミングで、花まるかＦＣのど

ちらに進むかを決める際、体験授業が楽しかったということもあり、ＦＣの小４総合コ

ースに進みました。 

 

ところが、２月にスタートして１か月足らずで「ＦＣは楽しいからやめないけど、友

達と野球がしたいから、ＦＣには週１回だけ通う」と言い出しました。この頃の息子は、

３年生の終わりに始めた野球に夢中になっていました。 

私は中学受験について詳しくはありませんでしたが、４年生から４教科というイメ

ージはありましたので、息子には受験は難しいかもしれないと思いながら、H先生に

相談をしました。先生の回答は「とりあえず週１日、算数と理科をしっかりやりましょ

う。無理に週２日連れてきたりしないでくださいね。」という、意外で我が家にはあり

がたいものでした。先生のアドバイスのおかげで、４年生は週１日、前向きに通塾す

ることができました。 

 

しかし、４年生が終わる頃には、週１日しか塾に通えない息子が 5 年生になって

3 日も通える訳がないと心配し始めました。しばらくして吉祥寺教室にシグマＴＥＣ

Ｈができるというお知らせがありました。本当に良いタイミングでシグマＴＥＣＨに入

れなければ、息子は受験をあきらめていたと思います。 

 

◆５年生からシグマＴＥＣＨへ 

 シグマＴＥＣＨに入れたため、６年生まで通塾授業１日、自宅でオンライン授業２

日のペースで受講でき、本人が好きな野球も６年生の９月頃まで続けることができ

ました。 

しかし、５年生になると急に課題が増え、毎月テストも行われるようになりました。

初めの頃は息子も私も要領を得ず、復習や✕解きもできず、課題を終わらせるのに

精一杯で月例テストを迎えていました。 

その初めてのテストのとき、息子は「宿題が終わっただけで、テストの勉強も何も

できていないのにテストなんか受けたくない！」と泣いて寝室から出てきませんでし

た。 

「今回は初めてだし、これから勉強の仕方を考えよう」と何とかなだめてテストは

受けましたが、息子とスケジュールを考えて軌道に乗るまでに３か月くらいかかりま

した。 

 

その後、要領を得て、ほっとした頃から算数が難しくなり、H 先生に相談させてい

ただくことが多くなりました。Comiru や面談で都度ご対応頂き、特に５年生の終わ

り頃頂いた「予習シリーズの例題類題をすべて解きなおす」というアドバイスには息

子本人も納得して取り組み、その後の算数が楽しくなるきっかけになったように思い

ました。 

それまでは、算数の課題に取り組むことにやや後ろ向きでしたが、ある程度の量

の問題に取り組むことでわかる問題が増え、楽しくなってくることを体得したように

見えました。その後も算数で立ち止まると、同じように乗り越えていきました。 

  

 
Ａさん保護者さま「今の息子にあった受験」 
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志望校については、見学や体験授業に行った学校のなかから、本人が気に入っ

た学校を第一志望に考えていました。 

学校の雰囲気も良く模試の判定も届いていたので安心していましたが、６年生

の夏期講習が終わる頃に本人が「第一志望は慶應に変えて、慶應で野球をやりた

い」と言い出しました。 

息子の偏差値はまったく届いていなかったため、H 先生にこれからでも目指せる

のかを相談しました。「慶應を目指すことで本人のモチベーションが上がるなら、い

いことだと思います」と言っていただいたので、志望校を慶應中等部に変更しまし

た。 

まもなく過去問対策が始まりました。慶應中等部の一次試験の合格ラインは８割

以上と高得点勝負だと聞いていましたが、初めて過去問を解いたとき、算数に関し

ては時間を延長しても半分しか得点できませんでした。 

 

しかし、息子は４科目解き終わって「慶應の問題っておもしろい！」と言っていまし

た。慶應の問題を解いたあとはいつも「今回もおもしろい問題あったよ、みてみて」

と私に教えてくれました。合格ラインまで点数を上げるのは大変だけれども、息子と

問題の相性はいいかもしれないと感じました。 

とにかく算数を上げようと、算数に力を入れて学習していました。そのなかで、塾

がない日でも質問ができる夜テックはとてもありがたかったです。多いときは毎日

のように質問し、その度に対応してくださる先生が、質問しに来たことをほめてくだ

さったので、息子は質問することにまったく抵抗がなくなったと思います。 

 

ほかにも息子は歴史が好きで、社会の授業前動画を毎週楽しみにしていました。

動画を観て、授業を受けてくると大半の内容は頭に入っているようで、さらに社会が

好きになったようでしたので、6年生の後半は息抜きに社会に取り組んでいました。 

  

冬休みから直前期まで、慶應の過去問を含め、いままで以上に頻出分野の算数

を解いていました。受験前に疲労がたまりすぎないように公園で野球をしたり、慶應

の二次試験の体育実技の練習をしたりしてリフレッシュして、睡眠時間も長めにとっ

ていました。 

 

◆受験が始まる 

冬期講習が終わり、１月校が始まりました。 

１校目は地方校の首都圏入試でした。会場が慶應ということで会場慣れのため

に受験しました。息子もいつも通りで、模試に行く感覚で受験できたようでした。 

２校目は埼玉校でした。見学に行っていませんでしたが、自宅からも通学できる

立地で、息子が楽しく過ごせそうな学校という印象だったので、２月校がすべて不

合格だった場合は、こちらに進学しようと考えていました。 

こちらは１月１０日と１２日特待試験に出願していましたが、１０日の試験を終えて

合格をいただいた息子は「疲れちゃったから、１２日は受験しない」と言いました。無

理をさせて体調を崩したらいけないと思い、１２日は受験しないことにしましたが、い

つも通りに見えたけれど、１０日の試験は緊張していたんだなと思いました。 

同時に、埼玉校１日で疲れてしまい、２月受験が乗り切れるのかと不安に感じま

した。 

 

２月１日、その不安が的中しました。 

２月１日の午前は中央大学附属中学校を受験しました。こちらは問題の相性もよ

く、本人もここの合格が出たら２月２日はどこも受験せずに３日の慶應に備えると言

っていました。 

しかし朝、学校に向けて歩いている途中、「気持ち悪いかも…」と息子が言い出

したので、急遽近くの公園に入り、持っていた手袋を丸めて主人とキャッチボールを

しました。毎日のようにしていたキャッチボールで気持ちがほぐれたようで、「もう平

気！」と言って学校に入っていきました。 
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試験終了後、待ち合わせ場所に来た息子の顔色は悪く、疲れ切っていました。 

「どうした？」と聞くと、「教室が暑くて気持ちが悪くなっちゃって・・・午後の受験はい

けない」それを聞いて不安になりましたが、とりあえず午後受験できるようにして可

能性を増やさなければと思い、お昼を食べて休憩しました。 

そこでなんとか励まして、午後受験に向かいました。午後受験を終えた息子は

「理科が全然できなかったから、不合格だよ。でもスッキリした」と言い、受験前より

も晴れやかな顔をしていました。それを見て、結果はどうであれ受験できて良かった

と思いました。 

午後校はその日のうちに結果が出て、息子が言った通り不合格でしたが、翌朝

出た中央の結果が合格でした。第一志望校以外ではありますが、本人が気に入っ

ている学校から頂く合格のありがたさを、本当に感じました。 

親としてはこれで中央に進学できるからと、一息つける気分になりましたが、息子

はここでスイッチが入り、絶対慶應に合格すると言って２月２日はＦＣの自学室に行

き、夜まで先生に慶應対策をしていただきました。 

２月３日、１日の反省をいかしてボールを持参し、途中の公園でキャッチボールを

してから受験に向かいました。 

 

受験を終えて、息子が出てくるのを待っていると、たくさんの保護者の列に埋もれ

て姿は見えず、人の隙間から息子の帽子がちらっと見えました。それを見て、3 年間

本当によく頑張って成長したと思った息子はまだこんなに小さかったのかと実感し

ました。 

そして、私たちのところに戻ってきたとき、いままで受験校のなかで一番いい表情

で、「すごくできたかも！ ＦＣに電話する！」と言って H 先生に手応えを報告していま

した。 

 

息子の感触通り、翌日の発表で一次試験の合格がわかりました。合格がわかる

とすぐに翌日の二次試験にある面接の練習をＦＣの本部で対応して頂きました。 

練習させていただいたことで親子ともに自信を持って二次試験に臨めたと思い

ます。 

実際の面接では息子がとても落ち着いて、息子らしく堂々としていたので、とても

頼もしく感じました。 

 

試験を終えたときは家族で団結してやりきったと清々しい気持ちで帰宅しました。 

さらに翌日２月６日合格を頂くことができ、我が家の受験は終わりました。 

その日は信じられない気持ちで涙も出ませんでしたが、数日経って、２月３日に息

子が解いた慶應の算数の冊子を開いたとき、たくさんの書き込みやケアレスミスを

しないためにつけた印があり、「本当に合格したい！」と全力で解いたことが感じら

れ、初めて涙が出ました。 

 

◆最後に 

受験を終えるまでに感じたことがあります。息子には息子にあった取り組み方が

ある、息子に無理をさせすぎたり、精神年齢や環境の違う他の子の例をあてはめよ

うとしたりしても意味がないということでした。 

 

息子は５年生からテストの結果に一喜一憂して泣いたり怒ったりしていたので、

そのたびに「点数はいいから、直しを丁寧にやろう」と声をかけ、切り替えてくれると

いいのにと思っていましたが、結局直前期まで一喜一憂していました。 

本人も悔しくて何を言っても泣くのだから、とりあえず泣かせて落ち着いてから話

をするようにしました。 
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ほかにも、算数の問題を解いているときにいつも歌いながら解いていたので、そ

れをやめるように言った時期もありましたが、気分良く解いているというふうに理解

して、そのままにしておきました。 

他の子は１１時まで勉強しているらしいとか、子ども自身でテレビやゲームをやめ

る決心をしたらしいなどと聞くと、息子にもそんな日が来るのかもと期待したことも

ありましたが、我が家には来ませんでした。 

子どもを変えるよりも、いまの時点の息子が取り組みやすいようにサポートした方

がいいと、6 年生になってから思うようになり、すこし肩の力を抜くことができたよう

に思います。 

 

勉強に向かえる時間もリフレッシュ方法もその子によって違うと思います。 

これを実現できたのもシグマＴＥＣＨで柔軟なスタイルで受験できたこと、先生方

にきめ細やかにご対応いただけたおかげです。 

親子ともにお世話になり成長できたと思います。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

進学先：慶應中等部 

 

僕は６年生になったときにすぐに大きな壁にぶつかりました。それは模試の結果で

す。４月、初めての合不合判定テストの結果が出たときでした。 

他の人から見ると最初にしてはいい方だと言われていましたが、自分的には偏差

値が１０も落ちてショックでした。 

 

そんな僕に転機がやってきたのが、２０２３年８月２３日夏の甲子園で決勝戦が行

われ、慶應高校が優勝したときでした。 

僕は野球がとても好きで、さらに慶應高校の活動の指針である「エンジョイベース

ボール」にも惹かれて慶應高校に行きたいと思うようになっていました。そして母に

そのことを言ってみると母は頷き賛成してくれて、第一志望校は慶應中等部に変更

しました。 

 

しかし、模試の結果や難しい問題に一喜一憂しよく母に「点数に振り回されない

でやるべきことをやるだけだよ」と言われていたのに、それでも一喜一憂してしまう

というのを永遠に繰り返し１月までやっていました。 

 

夏期講習後もとても大変で、慶應の過去問をやってもなかなか点数が取れず、あ

きらめかけた日もたくさんありましたが、慶応に行きたいという強い気持ちは変わり

ませんでした。 

いままでと同じでは合格できないと、算数は慶應の過去問を３０年分くらい解いた

り、傾向に合わせて繰り返し演習したりしましたが、模試の合格判定は最後まで

80%に届かないまま最後の模試を終えました。 

 
Ａさん「意識が変わった特別な日からの日常」 
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正直な気持ち「このままだったら慶應は合格できない」と思いました。追い打ちを

かけるように冬期講習では苦手な理科など難しい問題をやり不安になりましたが、

その不安を吹き飛ばすためにはできるようにならなければと思い、冬期講習の始ま

る前の９時半から自学室を使い、苦手な分野の勉強を繰り返しして冬期講習後の

佐久長聖受験に臨みました。 

 

このときはまだあまり入試という実感がなかったためリラックスしてできましたが、

息つく暇もなく埼玉入試のため前乗りのホテルに行きました。 

そして埼玉の開智中の入試から帰ってきたときは独特の緊張感で疲れてしまい、

その翌々日受験予定だった埼玉入試は受験せずに、家で開智中の合格発表を見

ました。 

そのときはひとりで勝手に合格発表を見てしまい、すぐに近くにいた母と喜び合

い、トイレに入っていた父がポカンとしていた姿がおもしろく大笑いしてしまいまし

た。 

 

そして運命の東京入試が始まります。２月１日午前は中央大学附属中学校を受験

しましたが、この入試で疲れ切ってしまい、午後の東京農業大学一中では集中でき

ず不合格でした。「これが入試の怖さなんだ」と改めて実感しました。しかし第二志

望の中央大附属中学校に合格できたので、２月２日はＦＣで H 先生と翌日の慶應

中等部対策に時間を割けました。カメラ越しではなく直接先生や同じクラスの子に

も会えて緊張が少しほぐれました。 

 

そして翌日、大本命・慶應中等部の受験が始まりました。そのときはいままでとは

比べものにならないぐらいの緊張感で頭がクラクラしましたが深呼吸をして気持ち

を落ち着かせ試験に挑みました。 

 いままでとは比べものにならないくらいどの教科も自信があってつい H 先生に

「受かったかもしれないです！」と電話してしまい、そのあとに冷静になって考えた

ら、これで落ちていたらどうしようという気持ちになってしまいました（笑） 

そんな気持ちを抱えながら２月４日午後３時、合否を見るときは手が震え躊躇しま

したが、思い切ってボタンを押すと目の前には桜の背景が見え、家族みんなで抱き

合い喜びました。 

 

そして大急ぎで御茶ノ水のＦＣ本部に向かい、二次試験の面接の練習をして翌日

の試験に臨みました。二次試験の結果が出る２月６日、二度目の桜色を目にし、涙

を浮かべながら激しく喜びました。 

 

こうして僕の激動の受験は幕を閉じました。その桜色の風景はたくさんの涙と努力

が集まってできたもの。そのひとかけらでもかけたら僕は合格できなかったと思いま

す。 

「努力は大切」よく耳にするこの言葉、それを身をもって体感できた年だったと僕

は思います。 
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進学先：聖光学院 

 

〈入塾まで〉 

息子は新４年生から大手塾で中学受験勉強を始めました。 

もともと自宅での勉強には苦労していましたが、秋以降は家での取り組みがどん

どん悪化してしまいました。親もいろいろ考えて、飴作戦、鞭作戦、放置作戦などあ

らゆることを試してみましたが、残念ながら状況を変えることはできませんでした。

「馬を水辺に連れて行くことはできても、水を飲ませることはできない」ということを

嫌というほど痛感しました。 

 

成績に関しては、その時点では思ったほど下がっていなかったものの、仮にこの調

子で続けて、行きたい学校に合格できたとしても、これが息子の人生においてプラ

スになるのだろうかと疑問を持つようになりました。 

何度話し合っても本人の姿勢は変わらず、親も疲れてしまい、もう中学受験はやめ

ようと本気で考えていました。 

ところが息子は中学受験をやめることは嫌がりました。考えた末、せめて環境は変

えた方がいいと思い、転塾先を探し始めました。 

そして以前見た東洋経済オンラインの記事を思い出し、新５年生になる頃にだめ

もとで「まだ空きはありますか？」とシグマＴＥＣＨに問い合わせをし、そうこうするう

ちに息子はシグマＴＥＣＨ生になりました。 

 

 

 

 

〈何を大事にするのか〉 

転塾を機に、親として何を大事にするのかを改めて考えました。 

それは、受験が終わったその先につながる経験をしてもらうことと、「学ぶことは楽

しい」という気持ちを持ち続けてもらうことです。 

 

息子は地道にやるべきことと向き合うのは苦手でしたが、ごみでも夢中になって遊

んでしまうくらい発想力が豊かで、何か新しいことを知ったり発見したりするのが大

好きで、ネガティブなことはすぐ忘れ、毎日楽しそうでした。 

そうしたのびのびとしたところは、これからもぜひ大切にしたいと考えていました。

行きたい学校に合格したとしても、中学受験の勉強で燃えつきて目が死んでしまっ

ては意味がありません。 

それを考えると、合格だけを目的に受験勉強をさせるのではなく、もう少し長い目

での成長を大切にして、学ぶ姿勢やノートの取り方から教えてくれたり、日曜探究

講座で好奇心を刺激してくれたりするシグマＴＥＣＨは、息子にぴったりだと思いま

した。 

 

〈入塾後の様子〉 

シグマＴＥＣＨに行って息子が劇的に変わったかというとそんなことはありません。 

最低限の約束と言われたステップ１が終わらないことも多かったです。嫌いな漢

字の勉強でだらだらして、２時間過ぎてしまうこともよくありました。ノートも解読不

能で、丸つけも✕解きもなかなかできませんでした。それでも、親以外に先生方も

みてくださっていると思うと、以前より気が楽になりました。 

できもしないことを求め過ぎてもお互いのためにならなかったので、どうしても課

題と向き合えないのがいまの息子であり、どうにもできないということを一定受け入

れるよう心がけました。 

そして、小学生の間は無理でも、いつか先生に言われたことを思い出して活かして

くれるなら、それもよい経験になるだろう、と気長に考えるようにしました。 

 
B さん保護者さま「価値基準次第で見えてくる『幸せな受験』」 
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結局無理やり水を飲ませることはできないので、親にできる範囲で環境を整え、

本人が水を飲むのを待つしかありませんでした。 

 

〈息子の成長〉 

先生方にも言い続けていただいたことが花開いたのか、６年生の後半くらいから

だんだん丸つけができるようになりました。仕事もしながら解読不能なノートの丸つ

けまで面倒を見るのは、夫婦ともども発狂しそうだったので、これは助かりました。 

また、最後の方は自分から先生にやるべき課題を相談したり、アドバイスをメモし

たりして、目標のために自ら努力する姿勢が見られました。 

この成長はうれしかったです。 

 

合格の可能性がほぼなかった憧れ校も最後まであきらめずに、テストのあと「力

は出し切れたと思う」と清々しい顔で言っているのを見て、結果がどうあれ本当によ

かったと思いました。 

 

〈志望校の設定〉 

我が家は本人の強い希望により、第一志望は無謀でも最後まで変えませんでし

た。その代わりに、他にも行きたいと思う学校をいろいろな偏差値帯でたくさん見つ

けるようにしました。 

受験する学校のどこに通うことになっても、子どもが楽しく学校生活を送る姿が想

像できたときに、受験は半分終わったように感じました。志望校の設定はそのくらい

大事だと思います。 

第一志望の学校で力を出し切れたのは、その前にかなり気に入っている学校の合

格をいただけていたことも関係あると思います。 

 

 

親が気に入っていても、本人がそれほど強い思いがなく、かつ対策の大変そうな

学校は、早い段階であきらめました。 

日頃の課題もなかなか取り組めない息子の場合、プラスαの対策はかなり絞らな

いと厳しいなと思ったからです。 

また私が一番好きだった学校を早々に候補から外したことで、結果的に志望校に

ついてわりと冷静に考えられるという副産物もついてきました。 

 

〈やっておけばよかったこと〉  

学校見学です。現地に行ったのは20校以上、web説明会も含めると約30校と、

それなりにがんばって情報収集しました。 

しかしながら、なかにはコロナ禍の影響もあり、直前まで見学できなかった学校も

ありました。 

実際に見たら息子には合わないと感じ、１２月に入ってからあわてて同じ日程で受

けられる学校を探し、予定していた受験校を思い切って変えました。 

学校説明会の動画を見たり、敷地内見学をさせていただいたりはしましたが、校

内に入るのは受験当日が初めてになってしまいました。 

調べてみたら非常に魅力的で、その学校に進学する可能性もあったので、事前に

文化祭やリアルの説明会に行けなかったことは悔いが残りました。 

2 日以降の学校は特に、チャレンジ版と安全版それぞれ、何パターンか考えておい

た方がよかったなと思いました。 

 

〈やっておいてよかったこと〉 

最も息子に効果があったのは、対面自学でした。 

対面自学がなかったら、直前期でも家ではほとんど何もできなかったと思います。

仮に対面自学で進みが悪い日があっても、家にいてだらだらされるより親子の精神

衛生上はずっとよかったです。 
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また、結果ではなくプロセスを見るよう心がけたのも、よかったと思います。息子の

場合、ノートに日付を書けることはほぼなかったので、日付を書いただけでも半分

からかいつつも褒めの対象でした。 

テストの点は下がっても、基本問題でのミスが減ったなどがあれば、そこも認めて

あげたいところです。そうやってなるべくいいところを見つけることで親のストレスも

多少減りました。 

 

〈最後に〉 

入塾前から、花まる学習会は目先の学力よりも、人生を豊かにすることを考えた教

育をしている学習塾だと認識していました。 

その花まるグループの塾らしく、シグマＴＥＣＨは子どもをこの先の人生もある一人

の人間として見てくれる温かさのある塾だと思います。 

ときどきガイダンスを一緒に聞いたり、自学ノートを見たりすると、本質的なことを

おっしゃっているなあと思うことが多々ありました。 

中学受験というハードなイベントがあっても、親も子もメンタルを病むことなく、燃え

尽きとも無縁だったのは、この環境のおかげでもあります。 

 

最後まで温かく熱心にサポートをしてくださった先生方、本当にありがとうござい

ました。 

仮に第一志望の合格がなかったとしても、シグマＴＥＣＨに通うことができてよかっ

たなと思う気持ちに変わりはありません。 

また、息子と一緒に勉強したり、おしゃべりしたりして、通塾生活を支えてくれた仲

間たちにも感謝です。 

これから受験されるみなさまも、それぞれにとって幸せな受験ができるよう、心から

祈っています。 

 

 

 

 

 

進学先：聖光学院 

 

最初に悩んだのは、中学受験をするかしないかということでした。 

小学校は公立で、小さい頃から勉強はしっかりやっていたので周りの子より勉強は

得意で好きでしたが、中学受験するか考えたのは３年生のときだったので判断に

迷いました。 

考えた末、楽あれば苦あり、苦あれば楽ありと考えて、中学受験をすることにしまし

た。 

 

しかし３年生のときに通信教育の中学受験のコースをやってみて、自分がちっとも

計画的でなく、一人で勉強できるタイプでないことに気づいたため、4 年生から大

手塾に入塾しました。 

ずっと上位クラスをキープしていたものの、時間が経つにつれて課題を一人でこ

なすことが難しくなり、自学室のある塾への転塾を考えるようになりました。 

 

ＴＥＣＨの体験授業を受けてみると初対面の N くんがいろいろ教えてくれて、先生

も生徒も優しく、苦手な先生もいなくて授業はおもしろかったです。 

何よりも日曜探究や軽食タイムが一番の魅力だったので、ＴＥＣＨに入ることを決

めました。 

ＴＥＣＨは授業の日数も授業時間も少なく、課題も最低限に絞られていたので、ど

んどん内容を吸収することができました。朝夜テックにしっかりやったことが大きな

ポイントだったと思います。 

 

 Bさん「自学室に通う僕」 
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志望校選びの際は、文化祭やオープンキャンパスは COVID-19の余波でなかな

か見に行けませんでしたが、合計２０校程度の学校に行くことができました。 

聖光学院を第一志望にしたのは、食堂でソフトクリームを一年中自分で作って食

べられて、文化祭がたのしく、何よりも自分の趣味の公認団体の出し物にひかれた

からでした。 

  

僕が入試を終わったいまだからこそ言えることは、初めの時期（４年生）にしっかり

文字を丁寧に書いておくことが大事だということです。 

でないとあとで取り返すのに倍以上の時間がかかります。大体の学校で漢字は

出るので、丁寧に書くということに加えて、だらだらやらない方が良いでしょう。 

なぜなら（これはどの教科でも言えることですが）頭に入らないからです。 

最初の方は次の授業やテストのために勉強してしまいがちですが、その勉強は入

試のためにしているので、短期記憶で覚えないようにした方が良いでしょう。 

課題が一気に増えるときや時間がないときは、中途半端に全部やるのではなくて、

一つずつ確実にやっていった方が絶対に覚えます。 

  

しかし集中できないときは必ずあります。長時間やっていると疲れます。 

そんなときは、時間を決めて自分の好きなことをやると良いと思います。 

僕は折り紙を折ったり本を読んだりしました。 

そして６年生の 12月（残り 3か月）に入るとコアプラス社会をひたすらやり、基礎

で落とすことがなくなってきました。 

 

志望校対策はこの頃から試験前日まで、毎日数時間ほどやりました。 

ここで M 先生が「勉強は死ぬ気でやっても死なないから」とおっしゃり、その通りだ

と思ってそれをモットーにしました。 

１月はほとんど毎日自学室に行きました。 

  

１月の埼玉受験での前泊はしませんでした。 

栄東では模試のようなほどよい緊張で、自分の力を出し切れました。 

 

みなさんも緊張したら模試だと思って、緊張しなかったら落ちるかもしれない本番

であることを意識して、適度な緊張を保つことをお勧めします。 

また、１月校は受験者が多いため、駅やバス停などは混みます。 

足が疲れるので、対策をお勧めします。過去問で合格最低点を取れたことによる

安心感はとてつもなく大きいですので、過去問を解くときは集中できる環境を作る

と良いです。 

試験は朝早くて、眠りそうになることがあるので、寝ないためにということに加えて、

頭を起こすために、試験開始の２時間前には起きて、移動中は本を読んでみてくだ

さい。（なぜ２時間なのかというと人間の脳が完全に起きるのが、約２時間であるか

らです。） 

 

１月校の結果はどちらも合格していました。 

相性が悪い学校も合格できていてうれしかったです。 

 

いよいよ受験本番。 

１日の本郷は比較的相性が良く、合格点をたくさんとっていたので良いスタート

ダッシュを切れました。 

 

最初に良い結果がでると自信となります。その勢いで午後入試ができて良かった

です。 

 

また、本郷の合格発表のときに、一気に受験番号が出てきて驚きました。 

落ちたときの覚悟ができないとショックが大きくなるので、合格発表の形式は先に

調べておくのをお勧めします。 
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結果はどちらも合格していました。 

それにより本命の聖光学院を２日に受けられることになってうれしかったです。 

 

ここで注意です。トイレは行きたくなくても、行くことをお勧めします。 

２日の聖光学院の理科の時間にトイレに行きたくなって集中がしにくかったことが

ありました。 

繰り返しますが一時間弱の試験では途中で行きたくなる可能性が十分にあるので

絶対に行った方がいいです。（トイレは混みます） 

また休み時間に本を読む場合は、すぐに読み終わらない本（同じシリーズは途中で

飽きてしまう危険があるのでダメ）を持っていくといいです。 

  

2日目の試験が終わったあとは、ＴＥＣＨの自学室に行きました。 

そのときに一緒に勉強してきた友達たちに会えて、受験は自分一人で戦うものだ

けど一人じゃなくみんなも戦っているんだと思って最後までがんばることができまし

た。 

 

そのあと浅野を受けたのですが、受験会場でたまたま仲の良い友達に会ったの

で、やる気にもつながりました。 

最後まで全力を出し切れたのは友達のおかげだと思います。 

 

そのあとに中華料理屋さんに行って、初めて本格的な麻婆豆腐を食べました（麻

婆豆腐にしたのは歯が７本抜けていたから）。 

その日は暖かかったので花粉が飛んでいました。 

麻婆豆腐を食べ終わったあと、その場で聖光学院の結果発表を見ました。 

合格していて驚きました。麻婆豆腐のしびれのせいなのか花粉症なのか、涙腺が

緩みそうになりました。 

 受験が終わったいまだからこそ言えることですが、もともと第一志望の聖光学院

は SAPIX オープンや学校別模試でも一回も 20％を超えたことがなく、過去問で

も一回も合格点を超えたことはありませんでした。 

１月に入るまでは最低点を平均 82.5点も下回っていて、本当に厳しいと思ってい

ましたが、合格することができました。 

その理由は冬期講習や入試直前特訓にあったと思います。 

もう 1 か月しかないから何も変えることはできないと思うのでなくて、まだ 1 か月

あるからその間にこの対策をしておこうとして、あきらめずに自分を信じていられた

からこその合格だったと思います。 

数日の講習と直前特訓でしたが、そのあとも自学室に行って勉強を続けていたら、

過去問で合格最低点まで-91 から-25、さらには二週目ではありましたが+4 点

もとれて、もしかしたら合格できるかもと期待してしまいそうになりました（注意！油

断しないように）。 

なので、最後の最後まであきらめずに自信をもって、入試までの一日一日を蔑ろ

にせず大切にしてほしいと思います。 

終わりよければすべてよし、ではありませんが、最後の一日まで君は変われると僕

は思います。 

 

最後に入試全般において言えることですが、特に第一志望の試験を受けるときに

大事なことは、自分の 100％の力を出し切れたと感じられることです。 

誰もが第一志望と必ずご縁があるわけではないです。でも残念な結果になっても、

100％力を出し切れたなら、これ以上やろうにも仕方がなかったと考えられると思

います。 

 

僕はＴＥＣＨが大好きでした。卒業しても、ＴＥＣＨの友達から毎日のようにメッセー

ジが届きます。卒業してもずっと友情は続く、これもＴＥＣＨのいいところです。 

お世話になった先生方、友達たち、本当にありがとうございました。 
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いま読んでいるこの体験記が少しでも役に立てば光栄です。いま受験生の君は

入試が不安ですか？だいじょうぶ がんばる君を卒業生は応援しています。 

 

追伸 

わからなかった難しい言葉は言葉ノートにすぐに書いておきましょう。伸びるチャン

スです。 

例 蔑ろ（ないがしろ）  

  前泊（ぜんぱく） 

  光栄（こうえい） 

  麻婆豆腐（まーぼーどうふ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進学先：女子学院 

 

以下 2点について箇条書きにて書かせていただきます。 

 

受験生活のなかで良かったこと 

・学校をたくさん見た（男女別学、共学、伝統校、新興校、HP、説明会、文化祭、口

コミ等）ことによって、学校の価値観と、自身が求める価値観とが一致しているかど

うかを確認できたこと。 

 

・4年生からの受験前半で走らせなかったことにより、6年生で走る気力と 

伸びしろが残っていたこと。 

 

・弱かった算数について、I先生に市販の教材を紹介していただき、 

夏休み期間に徹底的にやり込んだこと。 

 

・成績が伸びず家庭では女子学院を断念する決断をしたあとに、I先生に 

客観的な意見を伺ったところ、先生の見立てが我が家の見立てと異なり、 

結果的に断念せず挑戦することになったこと。 

 

・学校別模試を必ず受け、6年生後半は学校別対策を中心に勉強を行ったこと。 

 

 

 

 

 
C さん保護者さま(父)「中学受験について」 
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・試験当日の Zoom応援により、緊張で固まっていた娘の口から 

「日常に戻った！」という言葉が聞け、表情が明るくなり足取りも軽く 

力強くなって試験に臨めたこと。 

 

 

中学受験において大事だと思ったこと 

・算数。中学受験は算数で決まると言われることがあるが、実際に算数の成績が 

良くなると総合成績も伸びてきた。 

 

・自学室の活用。自宅で過去問をやったときより点数が良いということが 

何度もあった。 

 

・先生との相談。自分自身で熟慮して決断したときでも、数多くの生徒を 

見てきた先生に意見を伺うと、目から鱗で結論が変わることが度々あった。 

 

・通うことができる前受け校。心強いお守りとなった。 

 

・募集要項の読み込みと一覧表の作成。 

通知表が必要だったり、速達指定があったり、入学金の期限があったり、 

学校ごとに異なるため、入念な準備が大切。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進学先：女子学院 

 

２月２日午前９時。 

娘を２日目受験の学校へ送り出した主人と私は、近所のファミリーレストランに入

りました。 

１日に受けた女子学院の結果を待ちながら時間を潰す３時間。 

受験のスケジュールに関してもはや擦り合わせる事項はなく、どちらともなく話し始

めたのは 3年間の受験生活の振り返りでした。 

 

サボることなく地道に勉強を続ける姿。 

女子学院に志望校を決定するまで何度となく葛藤を繰り返す姿。成績が振るわず

悔しい思いに涙する姿。 

娘は私たちにさまざまな姿を見せてくれましたが、常に娘のなかにあったものは、

絶え間ない努力と粘り強さ、自力で乗り越えるたくましさ、揺るぎない強さでした。 

 

思い出されるエピソードを語りながら主人と私が出した中学受験の結論、まずは

成長する姿を見せてくれた娘への誇りと感謝の気持ち、そしてなによりも、ここまで

受験をやり遂げた娘は、今後どのような困難に遭おうとも、苦しい立場に置かれよ

うとも、自ら考え行動できる力を身に付けたという確信でした。 

それは、中学受験という選択が間違いではなかったという肯定感にもつながるも

のでした。 

 

 

 
Cさん保護者さま(母)「中学受験を通して何を学んだのか」 
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熱い思いをぶちまけあった我々は、娘がどの学校に進学したとしてもこの思いは変

わらないことを確認し合い、試験の終わる娘を迎えに行きました。 

結果的に、運よく志望した学校から合格を頂くことができましたが、娘という人間

の本質を目の当たりにできたこと、それは何物にも代えがたい気づきであり学びだ

ったと感じています。 

 

最後に、娘に関わってくださったシグマＴＥＣＨすべての先生方に心から感謝申し

上げます。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

進学先：女子学院 

 

私はこの受験を通して学んだことがありました。それは先生や家族、友人との「絆」

です。 

 

私は夏休み前に一度、第一志望校の合格判定が 30％になったことがあります。

夏休みに頑張って勉強し、夏休み後にもう一度模試を受けてみても判定は 45％。

家族で話し合った結果、女子学院は諦めようという決断をしました。 

私自身その決断はとても悔しいもので、できればしたくありませんでした。 

そんなとき先生が「まだ諦めるのはもったいない」と言ってくれました。 

いまでも鮮明に覚えています。先生はどんなときでも私の意見を尊重してくれる頼

もしい存在でした。 

 

また、私の両親は生活面をサポートしてくれました。 

 

外食や旅行が好きで受験の前はよく行っていましたが、６年生の後期からは一切な

くなり私のスケジュールを第一に考えてくれました。 

食事は毎回母が手作りしてくれました。母の手作り料理は安心感がありました。 

そして最後の１か月は試験本番の開始８時半に合わせて、毎日５時半に起こしてく

れました。 

両親の受験期の言動すべてから、私のことを最優先に考えてくれているのだと感

じることができました。 

 

 

 Cさん「絆」 
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そして塾の友達がいてくれたからこそ、一緒に勉強を頑張ることができました。 

試験２日前の激励会が終わったあと、「頑張ろうね！！」と励まし合うこともできまし

た。 

友達は受験勉強において私の支えとなってくれたと思います。 

 

私のためにたくさんの人が関わってくれた受験でした。 

 

合格発表の瞬間は怖くてたまりませんでした。落ちていたらどうしよう、落ちている

かもしれない。 

そんな思いが私のなかを駆け巡っていましたが、いまでは大切な思い出のひとつ

です。 

 

本当にシグマＴＥＣＨで良かったです。 

私の受験を支えてくれた人たち、本当にありがとうございました。 

これからも自分の目標に向かって人との絆を大切にしながら、全力で取り組んで

いきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

進学先：雙葉 

 

娘が４年生になり、中学受験勉強を開始するにあたって、親として「娘らしさを守る

こと」、「子どもらしさを奪わないこと」を心に決めました。 

それは、私が娘より一生懸命にならない自制でもありました。 

 

娘はシグマＴＥＣＨに通いだした当初より、勉強（課題）を自ら行い完結させてくれ

たので、大変に思うことはありませんでした。 

娘は勉強以外に興味を引かれることがたくさんあり、与えられた時間で課題とや

りたいことの帳尻をうまく合わせていました。 

課題はステップ１のみをきっちりと完結させるも、余力はやりたいことにあて、親と

しては勉強に向けて欲しいと思いつつも、無理強いはせず、いつか本気になってく

れればと見守ることにしました。 

 

そして、６年生になり周りは本格的に中学受験に集中し始めているなか、学校行

事に全力で取り組むマイペースな娘の姿がありました。 

学校の代表となり全校集会の台本を作成し、２学期には運動会の応援団、学習

発表会（劇）の場面監督として朝練に参加し、「いま、一番学校楽しい！」が日々更

新されていきました。 

受験勉強とやりたいことをどちらも頑張るためにはどうすれば良いかを何度も話

し合い、また、ときには、「好きなことをやりたいなら、志望校を変更するべきで欲張

りすぎる。」と言い合いになったこともありました。（娘はどれも譲りませんでした。） 

１１月末にヴァイオリン発表会出演を終え、ようやく勉強に打ち込めるようになった

のは、１２月になってからです。遅いです…不安でいっぱいでした。  

 
Dさん保護者さま「娘らしい中学受験」 
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冬期講習が始まり、娘が「やりたいことを封印する。」と宣言し、いままでになく本

気で勉強に向き合う姿が見られました。マイペースな娘から「時間がもったいない。」

という言葉が出たときには驚きました。 

 

冬期講習後は、I 先生にもお声掛けをお願いし、“入試当日までしっかりと準備を

して臨むこと”、“後悔しないために”と娘に言い聞かせ、半ば強制的にいままで一

度も利用したことのない自学室に通うことを決めました。 

 

最後の２週間、先生方が娘を合格へつなげようと策を尽くしてくださりました。先

生方のまったく諦めのない心意気がとても心強く、ありがたくて涙がでました。娘も

先生の気持ちに応えようとひたむきに取り組み、たくましい姿でした。 

 

しかし、本番５日前に熱を出し、最後の授業、最後のシグマゼミが受講できず、

「最後なのに…」と、とても辛そうで苦しそうでした。 

娘の心が折れてしまうのではないか…と私もどうにかなりそうなとき、シグマゼミの

先生方が心配して連絡をくださり、本番２日前にお時間をくださいました。 

先生方との最後の授業を終え、自室から出てきた娘の表情は憑き物がとれたか

のようにパッと晴れやかでした。結果はもういい、このまま２月１日を迎えられればそ

れで良いと思えました。 

 

いよいよ迎えた２月１日、最寄り駅から校舎へ向かう際、緊張を必死で隠す私の

傍らで娘が「理科の問題楽しみだな。」と言い驚かされました。 

校舎を前にしたときの高揚感は二人で歩んできた証のようでした。 

すべての合否発表で、久しぶりに娘を抱きしめることもできました。 

二人でたくさんの学校に足を運び、「ここだ」と思える学校にご縁をいただくことが

できて本当によかったです。 

３年間の労いと健闘をたたえると、娘から「一番大変だったのはお母さんで、一番

頑張ったのもお母さん、ありがとう。」と言われてしまいました。 

そんなことは絶対にないのに…喜び、悔しさを分かち合い、お互いを労い合うこと

もできて、一緒に挑んだことを実感しました。 

 

我慢することも多く、どうしてこんなにも困難な道を娘に進ませてしまったのだろう

と思うことが何度もありましたが、「受験してよかった」と言ってくれたことが救いで

す。やりきってくれたのですね。 

 

娘が傷つくのが怖くて不安に押し潰されそうなとき、I 先生が「結果じゃなくて、頑

張ってきた過程を見てあげてください。必ず子どもは進んだ先で輝けます、大丈夫

です。」と言ってくださり、目先の受験でなく、親がしてあげられることは娘の将来を

信じることだと気づかせてくださいました。 

そして、私もチームの一員に入れていただき、一丸となって、娘の将来を信じて駆け

抜けてくださいました。 

先生も相当なプレッシャーなはずのところ、娘だけでなく、親（私）にも寄り添ってく

ださり、最後の最後までフォローし導いてくださいました。 

シグマＴＥＣＨで中学受験ができて本当に良かったと思います。 

 

中学受験があったおかげで、１２歳の娘と、娘の将来にとことん向き合うことがで

きました。１２歳の姿に学ぶことも多く、私を成長させてくれました。親としても強くな

れました。 

 

学校を楽しむこと、日々を楽しむこと、ヴァイオリンを続けること、欲張りな中学受験

だったと思います。周りからいろいろ言われ、「これでいいのか…」とブレそうにもな

ったけれど、娘が夢中になれることを奪わなくて良かった。娘はどのシーンでも素晴

らしく輝いていて、私の守りたかった姿を見せてくれました。 
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そして、家族の絆も強くなりました。 

夫も不安であるところ疲弊する私を支えてくれ、年長の妹も姉を一生懸命に応援

し、家族で駆け抜けた一年でした。 

 

ふわふわしてどこか緊張感の感じられない娘でしたが、最後は本気でよく頑張り

ました。そして、高い目標から逃げることなく、諦めることなく、最後まで挑戦した娘

を誇りに思い、一人の人として尊敬します。 

この経験はこれからの自信となり糧になると信じています。 

 

娘の受験のことが頭から離れることのなかった生活から解放され、１か月近く経ち

ゆったりとした日常を送れるようなったなか、娘との関わりは明らかに減ってしまい

ました。 

中学生となり更に私の手元から離れることを思うと、中学受験は娘と深く関われる

最後のチャンスだったと振り返ります。 

娘の目標にむけて一緒に歩んだ日々はかけがえのない宝物です。 

幸せな日々でした。 

 

先生方、３年間本当にありがとうございました。心よりお礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進学先：雙葉 

 

【シグマＴＥＣＨに入ったきっかけ】 

私がＴＥＣＨに入ったのは４年生のときでした。 

きっかけは、通っていた小３Think！Think！Σ で友達が「ＴＥＣＨの入塾テスト、難

しかったー」と言っていたのを聞き、興味を持ったことです。 

実際に入ってみると、受験勉強とは思えないほど遊び要素がたくさんあって「本気

の楽しさ」を学べました。 

 

 【授業、課題について】 

この３年間、課題が終わらず大変に感じることはありませんでしたが、常にステッ

プ 1 までしか行っておらず、残った時間は自由時間にしていました。 

毎回の授業が楽しかったおかげでとても集中できて苦にもならず、授業の内容が

スラスラと頭に入ってきました。 

いま思うと、少ない勉強量で雙葉中学校へ行くことができたのはＴＥＣＨの楽しい

授業があったからかもしれません。 

1回 1回の授業を大切にできたことが良かったと思います。 

 

 また、６年生の９月からは志望校別シグマゼミが始まり、本格的に過去問に取り

組み始めました。雙葉のゼミは私だけで、マンツーマン授業を受けることができまし

た。 

すると次第に過去問の点が上がっていき、4 科の合計点が合格最低点まであと

数点のところまでいきました。 

 

 Dさん「私らしい中学受験」 
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そんななか、１月の後半に風邪をひきました。 

最後のゼミの授業を受けることができないと思っていたら先生方が別日に時間を

取ってくださり、無事最後の授業を受けることができました。 

感謝の気持ちでいっぱいです。 

 

【勉強法について】 

 私は、自学室や朝夜テックを利用したことがありませんでした。 

なんとなくいやだったからです。しかし、冬期講習後に自学室に行ってみるととても

集中できました。 

また、休み時間に友達と話すことが良い気分転換になりました。自学室はどんど

ん利用していくといいと思います。 

 また、私は暗記科目が苦手でした。その対策として、暗記カードを作成し、毎晩母

と一緒に声に出して取り組みました。 

特に、野菜の生産地は栄東で毎年出るので結果につながったと思います。 

  

役に立った教材は、暗記科目ではカルタです。遊び要素が入っているカルタは、楽

しく暗記する一番の方法だと思います。 

算数では、下剋上算数です。毎日行うことでケアレスミスが少なくなっていきまし

た。 

理科の計算は、思考力問題集です。実践的な問題がたくさんあって初見の問題へ

の対策として良いです。 

国語については、過去問の大問を毎日行うことが一番だと思います。 

 

 

【入試本番】 

 １月受験、２月受験ともにまったく緊張しませんでした。 

いままでの勉強に取り組んできた自分を信じることができたからだと思います。 

勉強していたのは事実なのだから、いまできるのはそれを信じることだけだと思い

ました。 

 雙葉の合格がわかったとき、私は飛び跳ねて喜びました。３年間頑張ってきてよ

かったと思いました。 

 

【最後に】 

 ＴＥＣＨと出会えたことで本気の楽しさを知り、幸せな受験を体験できました。 

本気で頑張ってきて本当に良かったと思います。 

そして私がそう思えるのはＴＥＣＨ、ＦＣの先生方や、ライバルとして３年間ともに頑

張り励ましてくれたＴＥＣＨの仲間たちがいてくれたからです。 

本当にありがとうございました!! 
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進学先：海城 

 

まさに万感の思い。 

海城中学の合格発表を確認した直後、安堵とともに、花まる学習会に参加してか

ら８年間の思い出が目まぐるしく胸中にこみ上げてきました。 

 

3～4年生：最初の難関 

2020 年、新型コロナウイルス感染拡大により、家族で過ごす時間とともに中学

受験の話をする機会が増えた結果、3 年生の秋口から進学塾部門のスクールＦＣ

お茶の水校に通う決意に至りました。 

4 年生ではコロナ禍であったため、原則オンライン受講でしたが、受験勉強がよ

り本格化する５年生からは対面授業を受けたいと考えていました。 

しかし、埼玉の自宅からでは平日の授業にはどうしても間に合わないという問題

にぶつかりました。 

 

そんなとき、６年生も週２日授業が基本のシグマＴＥＣＨで、オンライン＋対面のハ

イブリッド授業の選択が可能になったとの朗報が。 

私たち親子には渡りに船、これしかないとすがる思いで入塾テストを受けました。 

 

いま思えば、このＴＥＣＨの入塾テストが長い中学受験の最初の難関であり、 

スタート地点であったと思います。 

 

 

4～5年生：痛恨の作戦ミス 

「学校見学は４年生から始め、５年生までにはたくさん参加しておこう」 

そんなアドバイスを伺っていたものの、コロナ禍の影響により開催数自体が 

減少していたため、土曜に予定が入ることが多い我が家は思うように参加できて

おりませんでした。 

 

また、たまたま予約が取れた学校説明会に２校ほど参加しましたが、 

本人の感想は「う～ん、校舎がきれいだった」程度で、 

私たち親も「現実味のないこの時期に参加して意味があるのか？」 

「それよりも土日は課題をしっかりやっておくべきでは？」と思ってしまい、 

その後はほとんど参加しなくなってしまいました。 

 

この判断は、あとになってかなり後悔しました。 

６年生になってからというもの、余裕のなかった息子は「とにかく遅れをとらないよ

うに」と、土日は課題やシグマゼミ（日曜講座）などに取り組むことに必死で、もは

や学校見学や説明会に割ける時間が作れなかったからです。 

 

やはり最後に自身のモチベーションを高めるのは 

「どうしてもこの学校に行きたい」という想いの強さだと思います。 

親の感性で「学校見学に意味があるのかな？」と決めつけるのではなく、この時

期にしっかりと学校見学を行い、「なぜこの学校に行きたいのか」の動機付けを作

るべきでした。 

私たち両親が中学受験を経験しておらず、「情報不足・理解不足」からくるフォロ

ーの甘さ、本気度の低さが招いた作戦ミスであったと後悔しています。 

 

 

 

６年生の１２月まで：迫りくる危機 

 
E さん保護者さま(父)「諦めない。家族全員で臨んだ背水の陣」 
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６年生は暗黒の時期でした。 

受験者人数の多い合不合判定テストに変わったとたん、偏差値が低迷。 

いろいろと悩みながらも本人自ら決断した「海城を第一志望にする」という決意は

どこへやら。相変わらずノート法は守らない、課題の抜け漏れ、〇つけミスに 

×解き忘れなど。 

｢夏期講習で伸びる子が多い」という（都合の良い）情報を信じ、夫婦でかなり 

サポートしてきたつもりでしたが、夏期講習が明けても成績は伸びるどころか、さら

に微妙な下降傾向。 

 

結局１２月の最後の合不合判定テストまで偏差値はほぼ変わらず、保護者会で

教えていただいた「平均偏差値＋5が適切なチャレンジ校のレベル」の範囲に 

第一志望が届かないどころか、模試の結果では合格圏に届いていた他の 

志望校でも、過去問を解くと合格最低ラインまで届かない、という危機的状況 

でした。 

 

「海城を受験することすら無謀なのでは？」 

「志望校を全体的に見直さなければいけないのでは？」 

「しかし今更志望校を変更したら過去問対策が間に合わないのでは？」 

「いっそ中学受験を諦めるべきか」とネガティブな考えがめぐり、考えこむ日々が

続きました。 

 

しかしながら、「どんな理由や動機であろうと、息子が自分で決めた目標には挑ま

せてあげたい」「どんな結果になろうとも、ゴールテープは切らせてあげたい」との

思いが勝り、海城に挑み、結果を出すための作戦を立てる決意をいたしました。 

 

６年生の１２月から本番まで：背水の陣。大逆転のための大作戦。 

年末に先生と複数回オンライン面談のお時間をいただき、夫婦で考え抜いた作戦

を一緒に検討いただきました。 

 

まず、2 月の第一志望に挑戦するための絶対条件が「１月埼玉受験で合格を勝

ち取ること。合格がなければその時点で海城への挑戦を諦める」というものでした。 

 

その条件をクリアするための作戦①が「受験校を絞り込む」ことでした。 

通常であれば、１月は埼玉・千葉等で難易度をばらつかせて複数校受験するのか

と思いますが、我が家は通うことになっても満足できる学校として「開智中学校」１

校に絞り、同校を複数回受験することで過去問対策を効率化しました。 

ただこの作戦は、当時の実力を踏まえると、先生からも「最悪全滅もあり得えま

す」と正直にご指摘いただいた、まさに背水の陣でした。 

その作戦①をクリアするため、算・社・理の基礎を徹底的にやり直しました。 

「解けるはず」なのに間違える問題がボロボロ見つかり「もう間に合わないのでは

ないか」との思いが何度も頭をよぎりましたが、徐々に基礎力が向上したのか、

1/10直前には開智中学校の過去問も合格ラインに近づくまでになりました。 

 

そして迎えた開智中学校の 1/10第 1回、1/11特待Ａ、1/12特待Ｂの３連戦。 

３日目が終わるまで合格発表は見ないでほしいと息子が希望していたので、1/12

の帰宅後、一息ついてから恐る恐る息子と二人で携帯から合格発表をのぞき込み

ました。 

1/10第１回、なんと「合格」の文字！ 二人でハイタッチ！ ひとしきり喜んだあとで、

「あ、特待Ａの結果も出てるんだった」と再び二人で携帯をのぞき込むと・・・なんと

こちらも合格ラインぎりぎりでしたが「Ｓ特待生合格」の文字が！ 

さすがに二人とも「うおあお～」と声にならない声が出ました。 

どうしても仕事の休みが取れなかった妻にはメールで報告。 

我が家に、いけるぞ！という風が吹き始めた瞬間でした。 
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埼玉受験を、想定していなかった最高の結果で切り抜けられたので、作戦②を 

発動。 

その内容は、「２月受験校は海城と巣鴨中学校のみに絞り込む」 

「過去問も取り組む課題もすべて海城対策のみとする」ことでした。 

この作戦②を発動した 1/14から 2/1の決戦まで、わずか 2週間ちょっとの 

期間、朝計算・ＡM 過去問・PM×解きと課題・就寝前の一問一答、このルーティー

ンを黙々と続ける息子に、明らかな変化が生じてきたことをよく覚えております。 

特に苦手だった算数で、過去問が合格者平均点に届いていないにもかかわらず、

「今日の問題は難しかったけどおもしろかった」 

「よく読めば解ける問題が多いことに気がついた」と発言が前向きになり、 

次第に、何となくですが、頼もしい雰囲気をまとうように 

なってきていました。 

 

本番直前、それまで毎日自学室に送り出すときに「いま何をすべきなのか、何の 

ためにやっているのか、しっかり考えよう」と問い続けておりましたが、 

この頃になると本人が自ら考え行動するようになり、もう何も言うことがなくなって 

しまっていました。 

その姿は立派な「受験生」でした。 

 

迎えた 2/1海城本番。緊張のあまり胃が痛むのは親ばかりで、当の本人は 

「いやぁ緊張する」というものの、思いのほか落ち着いており、テスト終了後も 

「いやぁどうかなぁ」と言いながらも表情は明るく、その足で自学室に向かいまし

た。 

 

そして 2/2巣鴨中学校。 

正午に海城の発表があるため、少々緊張している様子がうかがえましたが、 

やはり落ち着いており、冗談を飛ばしあうくらいの余裕もありました。 

 

テスト終了後、くだらない話をしながら親子３人で歩き、いよいよ駅前に差し掛かっ

たところで、「見るか。」 

「合格ならこのまま新大久保に資料を受け取りに行く。 

2/3に再チャレンジすることになったら、自学室に行こう。」と、 

決めていた約束を確認したうえで、息子一人が携帯から合格発表を・・・。 

作戦が、実を結んだ瞬間でした。 

 

ＴＥＣＨでの中学受験を振り返って 

息子が通う学校でたった一人の受験生。 

学校の友人に相談できる相手はおらず、６年生になってからは遊ぶ時間もなくな

り、とても孤独で苦しかったと思います。 

しかし、一度も塾をやめたいと言ったことありませんでした。 

 

テストのたびにクラス編成を行い、競争心を高める大手他塾さまの方針は 

否定いたしませんし、過去からの実績に裏打ちされたひとつの教育のかたち 

なのだとは思います。 

 

しかしながら、2/1 の前夜、５年生のときからずっと同じ先生たちと、同じ仲間たち

と、仲良く楽しそうに自学室で勉強し、笑顔すら見せていた息子の姿を校舎の外か

ら見かけたときに、先生が「魔界」とも称する中学受験を最後まで走り抜けることが

できたのは、息子にとって、ＴＥＣＨこそが最良の環境であったからなのだと確信しま

した。 

自己管理が苦手な息子に、「自ら考える」ことが必要なＴＥＣＨは難しいのではと、

正直転塾を検討した時期もございましたが、最後までＴＥＣＨを、先生方を、塾の仲

間を、そして息子を信じ抜いて本当に良かったと思います。 
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花まる学習会、ＦＣ、そしてＴＥＣＨの先生方そして仲間達には、この場を借りて改め

て心より感謝を申し上げます。 

８年間、本当にありがとうございました。 

 

中学受験は、１１歳の息子にとって厳しい試練であったことは間違いありません。し

かし長い人生の転機の一つでしかないことも事実です。 

今回の体験が、今後の困難に立ち向かうため、「メシが食える大人」になるための

糧となることを願ってやみません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進学先：海城 

 

息子が中学受験を言い出したのは、小学２年生の頃。 

「いっぱい勉強しなきゃいけないんだよ、新聞も読まなきゃ。」と言ったら、 

父親の経済新聞をスラスラ読み始め、ビックリした記憶があります。 

 

手遅れにならないようにと、進学向けのＦＣに通うことに。 

お茶の水校舎は電車で小一時間かかるため、オンラインと通塾を選べる 

シグマＴＥＣＨへと進みました。 

 

一番苦労したのは、本人の性格。 

ランドセルのなかから蛇腹折りになった汚いプリントが出てきたり、鉛筆をなくすの

はしょっちゅう。 

なくし物忘れ物が多く、整理整頓が苦手な息子は、ノートの取り方も雑。 

まるつけの雑さ、×解きの甘さが命取りで、なかなか成績が上がらず苦労しました。 

 

いよいよ６年生になろうとするころ、本人は何も言わずでしたが、それまで在籍した

ＳクラスからＴクラスに変わっていたことが分かりました。 

デジタルノートで提出するノートはとても人に見てもらうものではなく、教えていた

だいたノート法守らない、まるつけは適当で、なぜか間違っている問題にマルをつけ

る、×解き忘れるなんてしょっちゅう。 

 

この頃から息子のノートチェックが始まりました。 

 

 
Eさん保護者さま(母)「家族全員で乗り越えた受験」 
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最初は母親の私が。 

「せめて日付、やタイトル・ページ数は記載しなさい」と、毎日同じことを繰り返し、 

勉強の内容より生活指導のようになってしまう毎日。 

何度も声が枯れるくらい怒鳴ってしまい、とうとう主人に丸投げしました。 

主人も危機感を抱き、それからは夜な夜な息子のノートチェックをしてから 

就寝、の日々。 

 

ノートは、せめて先生に見てもらうように直して提出しました。 

まるつけの確認、算数に関しては、ただ答えを写して終わりになってないか確認し、

毎日大変だったと思います。 

ときには仕事で日付を超えて帰ってきて夜の１時２時までかかってしまうことも。 

 

結局、何度言っても我流を貫いたままでしたが、たまにきれいな字を書いてきて、

たまに日付・タイトル・ページ数書いてきて、それは続きませんでしたが、できたとき

はたくさん褒めました。おかしいと思いますが、ありがとうと言葉が出ちゃうほどでし

た。 

 

×解きの甘さは先生にもご指摘いただき、両親から言われたこと以外は、やっと 

本人の心に響き、効果があったと思います。 

 

いよいよ受験が近づき、冬期講習の頃には、本人の緊張が私にも伝わるほどで、

何かできることはないかと模索していました。 

最初に受ける学校は、 嬉しくも出題範囲を教えてくれる学校だったので、出題 

範囲対策ノートを私が作ってみました。 

コウモリの体の構造を書いたら見事に入試に出て、そのときはうれしく思いました。 

 

本人も頑張り、無事に合格をもらえ、あとは第一志望の学校に向けて集中するの

み。 

よくある雑誌の中学受験体験談で見た「合格の秘訣はパパの単語帳です」とい

う記載に、単語帳は自分で作るものでしょう、とかなり引いていた私ですが、考えを

改めました。 

 

何度言っても息子が作らなかった QＡノートは私が作成。 

電車での通塾時間を無駄にしないように、少しでも点数が取れるようにと祈りまし

た。 

 

主人は、子どものノートチェック、スケジュール管理、私は子どもが寝る前 1時間ほ

ど、理科社会の一問一答、両親がガッツリ受験にかかわったパターンかと思います。 

それだけに、第一志望合格は、とても嬉しかったです。 

結果を主人と息子の３人で一緒に確認、発表まで緊張で吐き気すら感じていた私

ですが、いつの間にか治り、一緒に喜びました。 

 

悪口ばかり綴っていますが、何度も怒られて、模試の結果に落胆し、それでも 

勉強を諦めなかった、メンタルの強さは、感服します。 

何よりも好奇心が強く、知識を入れることに貪欲、「勉強って楽しい」、 

根底にあるものが変わらなかったのは、保育園時代から花まる学習会に 

通い培ったもの、ＦＣ、ＴＥＣＨの先生方のおかげだと思います。 

 

加えて、夕飯を家で食べることで、家族と話をすることで、メンタル的にもフィジカ

ル的にも万全の状態を保てたと思っています。 

楽しく幸せな受験を体験できたと思います。 
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合格後、興奮冷めやらぬなか、本人がぽつりと一言。「僕だけの力じゃない…」 

本人が自分の力だけではなく、たくさんの人が助けてくれたことを、本人自身が感

じており、感謝していて、そう思える子どもに育って良かったと思いました。 

健康的な心が育った証です。 

 

日常では、今後もたくさん課題を抱えている息子ですが、たくさんの愛情で 

息子と接していこうと思います。 

ちなみに、年中さんの弟（５歳）も立派に貢献しています。 

コロナ・インフルエンザが大流行しているなかで、クラスでたった一人、しっかりと 

マスクして生活してくれました。 

いまは立派に花まる学習生しています。家族全員で乗り切れた受験です。 

 

同じクラスで仲良くしてくださったＴＥＣＨ生のお友達、楽しく勉強を 

教えてくださった先生、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

進学先：吉祥女子 

 

のんびり歩みを進めていた娘の中学受験が急転直下したのは、６年生の秋でした。 

吉祥女子から１日校を変更し、「女子学院中学校を受けたい」と言い出したので

す。 

 

夏休み以降、娘は吉祥女子・鷗友の過去問ともに合格平均点近くまで解ける 

好調さをみせていました。 

先生方にご尽力いただき、女子学院中対策に着手するもそこからスランプに。 

解けていた吉祥女子の過去問も苦戦するようになりました。 

 

そして年末。娘は憧れを一つ手離しました。「女子学院中学校は回避し吉祥に絞

る」と自分で決めました。 

先生と相談し、こんなに難しい決断を娘自身でしたことを誇らしく思いました。 

そうして１月半ばくらいから調子を取り戻した娘は 1 日目で吉祥女子にご縁をい

ただくことができました。 

 

そもそも、のんびりで手が速くない娘が女子学院中学校や吉祥女子、スピードを

求められる学校に挑戦することになるとは思いもしませんでした。 

そして入塾当時は到底こんな目標を抱けるような状態でもありませんでした。 

 

そんな娘が自分事として受験校を選び、悩み、後は選んだ道だけを見つめてやり

抜いた、その力強い成長にどれほど驚かされたかしれません。 

学年ごとに振り返ってみたいと思います。 

 
Fさん保護者さま「成長を見守れた幸せな時間」 
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４年生 

「生活リズム作り」 

19 時半に寝ていました。夜に勉強どころか起きていることもできませんでした。勉

強できる時間を確保するために、先生にお勧めの本を教えていただき夜に読む。終

わったら感想を伝える…を繰り返し、少しずつ起きていられる生活リズムを作ってい

きました。 

生理現象に抗うのは大変で、成長とともに解決することも多いですが、勉強環境

を整えるべく試行錯誤した時期でした。 

 

「自学自走の定着」 

４年生で一番力を入れました。苦戦しました。 

親が指示してやらせた方がよっぽど効率的に思えました。 

しかし自学自走の力は特に６年生で活きてきます。 

やって良かった！と思えたことの一つです。 

６年生になると息をするように、自然に１日１０時間勉強するようになりました。 

 

「この時間は疲れる頃だから好きな教科の課題にする」 

「×解きが出そうだから早めに着手」自分の状況、体調にあわせて実に効率的に

計画をたてていました。 

これは一生ものの力だと思います。 

先生にも何度も相談しアドバイスをいただきました。 

 

親が１００回言うより先生の１回が効果的でかつ平和。 

私は娘の「困りごと・つまずく原因」を探り出し、先生にご相談、先生から娘にフィ

ードバック、この繰り返しの３ 年間でした。 

 

「朝テック、夜テック」 

平日に毎日質問できるなんて他塾ではありえません。  

最大限に活用したい。「わからないは持ち越させない！」と思っていましたが、 

娘は恥ずかしくてオンラインに入れない・・からのスタートでした。 

担任の先生が入っている曜日をお声がけいただき、入ったら歓待ムード。 

そういった経験を何度か重ねて少しずつＴＥＣＨのスタイルに慣れていきました。 

 

課題量が少ないこの時期。４年生のときに力を入れたのは勉強以前の話ばかり 

ですが、これが本当に大事だったと後に痛感します。 

知識の詰め込みより、勉強の習慣づくり。 

ＴＥＣＨでなければそんな余裕もなく、成し得なかったと思います。 

 

５年生 

「課題の取り組み」 

課題が増える、難しくなる、大きな山場ですが諦めずに試行錯誤。 

１学期は STEP１だけ。２学期は STEP２まで進めるように。 

少しずつ目標をステップアップしていきました。 

量より質。量をこなすのを目標にするとおかしくなります。 

「取り組んだ分を定着させる」を優先にしました。それでも終わらないときには 

先生に優先順位、×解きのタイミングをアドバイスしていただいたり。 

勉強体力をつけていく時期でした。 

牛歩でしたが、３学期には STEP３も着手できるようになりました。 

困ったら、とにかくご相談。 

 

６年生  

見える景色がガラッと変わり悩みの質が変わります。先生方と二人三脚感が増し

た１年でした。 

 



25 
 

 

Ｉ 先生、Ｍ先生には本当にお世話になりました。「説明会には２０校」 

「１月に一つは合格を」よく聞いていたお話が、実感を伴いズシリとのしかかって 

きた時期でもあります。 

受験は n=1の世界ですが、先生方が全員に向けて常々発信している情報は 

絶対だと痛感しました。 

 

「自学室」 

待望の自学室が復活しました。 

「〇曜日の〇時は勉強。リズムを決めると脳がすっと切り替わるようになる」という

先生からのアドバイスをもとに、リズム作りのために学校から強制送還のように自

学室に送りました。 

娘は、本人の希望で６年生の春までピアノ・夏までバレエを続けていました。 

しかしながら、夏期講習のタイミングで受験に集中することとし、自学室の利用も

増えました。 

仲間や先生の目もありますし、眠くても勉強する流れができていきます。 

困りごとを先生にお伝えしておくと自学室に顔を出してくださり、お声がけいただく、

そんな流れで問題点がキャッチボールの様に改善されていきました。 

本当に有難かったです。先生との距離の近さもＴＥＣＨの素晴らしい点の１つでした。 

やがて習い事の代わりに、自学でお友達に会えることがモチベーションになって 

いきました。ＴＥＣＨは素敵な仲間に出会える場所でした。 

受験期、仲間の存在が大きな励みとなっていました。 

 

「受験校選び」 

最終的には候補のなかから過去問の相性で決めました。 

のんびりな娘がどこに辿り着くのか想像もできなかったので「学校の良さは偏差

値ではない。学校ごとの個性を見よう」と呪文のように３年間唱え続けておりました。 

たくさん学校をみたものの、娘が「行きたい」と言った学校はわずかでした。 

直前期に「もっと申し込める学校があれば」と不安になりましたが、どの学校にご

縁があっても娘は楽しんでくれるだろう、と思えたことは救いとなりました。 

 

３年間を通して 

我が家は、勉強の伴走はしませんでした。 

塾にお任せ。オンラインと対面のハイブリット、先生方との距離の近さ、 

唯一無二のＴＥＣＨの特徴を大限に享受させていただいての合格だったと 

思います。 

「塾が作り出す大流を泳がせる」では、娘はついて行けなかったと思います。 

竹が節を刻むように、娘が学年ごとにスクッと健やかな成長をみせてくれたのは、

個々のペースにあわせた手厚い指導をしてくださるＴＥＣＨだったからこそ。 

 

６年生保護者の悩みは沼です。 

４年生、５年生とで築いた先生方への厚い信頼のお陰で、沼に引きずり込まれる

ことなく進むことができました。 

納得いかないときにはコミルや面談で何度もやりとりさせていただきました。 

いつも親身に寄り添ってくださいました。 

特にＩ先生、Ｍ先生には言葉にしがたい感謝の気持ちでいっぱいです。 

大手じゃない・設立間もない、そんなことは些末なこと。 

大事なのは子どもがこんなにも楽しい受験の日々を送ることができたこと。 

ＴＥＣＨはそれを叶えてくれる塾でした。 

児童書しか読んだことがなかった娘が、私も匙を投げるような論説文を読むよう

になり、１０時間寝ていた子が１０時間勉強するようになる。 

３年間で信じられない成長を遂げました。 

それも楽しく。 
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ＴＥＣＨを信じて通った３年間。 

娘が塾に向うときに見せる満面の笑みが好きでした。 

それが見れなくなるのだけが寂しいです。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進学先：吉祥女子 

 

私が受験で一番大変だったことは時間の使い方かなと思います。 

私はよくお母さんにタイム・イズ・マネー（時は金なり）と言われていますが、 

本当にその通りだと思います。 

 

３年生まで１０時間睡眠（１９時半に寝て５時半に起きる）で定着していた私は、睡

眠時間は周りの人よりも長い方で、起きている時間を有効に使うことが大切 

でした。 

自学室では友達もいて集中することができるので、よく使っていました。 

夏前は集中が切れることがよくありましたが、夏期講習が終わったあとは 

マックスで自学室を使っていても集中力がもつようになり、勉強体力がついて 

いることが実感できてうれしかったです。 

 

また、課題などは目標時間を決めてタイマーでカウントダウンをしながら取り組ん

でいました。 

 

第一志望は、もともとは吉祥女子でしたが６年生の１０月に行った学園祭で気に

入り、急遽女子学院中学校に変更しました。 

 

学校別のゼミを受けさせてもらうなどいろいろな対応をしていただきました。 

でも最終的には年末に先生と相談し、とても悩みましたが１日校は吉祥女子に 

することにしました。 

 

 Fさん「私の中学受験」 
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吉祥女子は１日と２日の両方受けることができますが、２日は過去問でもあまりで

きていなかったので、１日はチャレンジの女子学院中学校ではなく吉祥女子を受け

ることにしました。 

２月１日はＱＡノートなどのほかに国語辞典（意味が不安な言葉を調べられるよう

にするため）や、ＴＥＣＨの友達にもらったおかし、カイロなども持っていきました。 

 

私の課題は、最後までテスト内での時間の使い方でしたが、本番では過去問より

も多くの問題を解くことができ（最後まで解ききることができ）、うれしかったです。 

 

発表のときは１時間前から緊張し３０分前からタイマーでカウントダウンを始めまし

た。 

結果は合格でとてもうれしかったですが、もしダメだったときや過去問で点数がと

れないときは、最終的にご縁のあった学校が、自分に合う学校、と思っておけばうま

く切りかえられると思います。 

 

ＴＥＣＨの先生や友達、家族などＴＥＣＨに行くのが毎回とても楽しかったです。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進学先：早稲田実業 

 

花まる学習会に年中からお世話になり、とても温かいご指導をいただいたので、

受験を考えた際、慣れているスクールＦＣにお世話になろうと当初は思っておりまし

た。 

ただ私の受験に対する考えが甘いかもしれないですが、夜遅くまで塾で勉強して 

帰ってくるのは小学生には大変なのではと思っていたので、短時間で効率よく、 

何とか受験勉強できないかと思っておりました。 

 

悩んでいたときにシグマＴＥＣＨの「お家でご飯を食べて難関校を目指す」という

宣伝を見つけ、子どもも家でご飯食べたいということで、こちらの入塾テスト＆ 

説明会に参加しました。 

 

Ｉ先生のお話を聞いて、ここに通わせたいと思い、お茶の水校まで通いました。 

５年生になったら吉祥寺校が開校したので、元々花まるでお世話になった 

吉祥寺校に異動しました。 

  

受験勉強についてですが、４年生のときに私が読むために購入した、マンガの『二

月の勝者 ―絶対合格の教室―』（ビッグコミックス）を娘は何度も熟読してしま

い、受験の怖さをマンガを通して知ってしまったため、４年生のときからちゃんと勉強

しなければ受からないと自分で思っていたようです。 

 

 Gさん保護者さま「出逢いに感謝」 
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自然に勉強に向き合えたのは良かったのですが、テストの点に敏感になりすぎて、

かえって心配してしまうこともありましたので、娘は愛読していましたが、子どもが読

むことをお勧めします、とは言えません。 

  

日々の勉強は１週間の課題を終わらせることに集中し、できなかったところは 

✕解きの繰り返しという、地道なルーティーンと課題の多さに最初は大変そうでし

たが、４年生の終わりには慣れてきたようでした。 

ＴＥＣＨの課題表を軸に６年生まで継続して勉強したこと、ＴＥＣＨを通して自学の

仕方を学べたのが、最大の強みかなと思います。 

 

過去問は秋頃から始めましたが、最初はできないのが当たり前なので、できなく

ても大丈夫、気にすることはないと娘には言い聞かせて、課題を終わらせたあとに

少しずつ取り組んでおりました。 

  

学校選びは娘の性格から共学中心になってしまい、さらに自宅から通学しやすい

範囲で選んだので、候補が少なかったです。 

しかもコロナで４、５年生のときは、ほとんど学校見学ができず、６年生になってや

っと学校見学できるようになったら、土日が授業や模試で忙しくなってしまったの

で、あまり学校を見ることができず終わってしまったのは心残りです。 

 

６年生の最初の模試で第一志望だった明大明治が合格８０％で、急遽モチベー

ションを保つため、本命の明大明治が無事に合格できるように最後まで気を抜か

ないよう、早稲田実業の受験を考えるように勧めました。 

娘は学校見学も行っていないし、ピンと来ないし、何しろ手が届かないと思い込ん

でいたので、かなり拒否していました。ですが、受験までまだ日数もあったので、少

しずつ早稲田実業も考えるように説明会に行き、気持ちを前向きにしていきました。 

 最終的な受験校は、本人も学校のことをよくわからずで、「ここじゃないと」 

というこだわりがあまり生まれませんでした。そのため私が、説明会などで話を聞

くなどして、本人に合うのではないかと思う学校を中心に選びましたが、やはり時間

があったら文化祭などで、学校や生徒の雰囲気を実際見てみるのが一番だと思い

ます。４、５年生のうちに足を運んでみるのがいいと思います。 

 

１月の前受け校は、あえて埼玉受験は考えないで近場の都内で受験できる早稲

田佐賀と佐久長聖に決めました。 

 

早稲田佐賀は、早実を意識して早くから候補に挙げていました。早稲田佐賀がう

まくいってくれれば、早実も自信もって受けられるのではと思っていました。 

もしもうまくいなかったときのことを考えると不安でしたが、なるべく前向きに考え

て準備して当日を迎えました。 

早稲田佐賀の合格発表が一番緊張しました。結果は合格をいただき、あとは東京

入試に向かって、油断せず残りの時間を頑張ってほしいと願っておりました。 

  

受験直前は早稲田実業と明大明治中学校の過去問を中心に行い、特に算数は

傾向を自分で調べて自分から苦手な箇所の単元の予習シリーズやプラスワンなど

の問題を中心に再度解きなおしていました。 

最後まで自学できたのは本当にシグマＴＥＣＨ、スクールＦＣ、花まるのおかげだと

思います。 

チャレンジ校の早稲田実業は募集人数が少ないので、チャレンジ精神で最後 

の最後まで諦めないで本番の試験に向かっていきました。 

 

本命校の明大明治中学校も同じように直前まで苦手箇所をやり直ししていまし

た。 

明大明治中学校の合格発表は娘の本命校だったため緊張しました。 
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この結果によって３日以降の受験先が決まるので、上手くいくことを祈るばかりで

した。 

結果は合格をいただき、３日は都立を受験することができ、これで受験を終了する

ことになりました。 

 

３日の午後が早実の発表で、本人は明大明治中学校に行くとほぼ考えていたの

で、早実の合格を見たときは、家族でびっくりしました。 

その喜びのあとには早実に行くか明大明治中学校に行くかの悩みが始まりまし

た。 

娘は受かると思っていなかった早実が目の前に現れて、答えが出せないと思い、Ｈ

先生に連絡して相談をお願いしました。 

 

娘には以前から最終的に行く学校は自分で決めなさいと夫婦で伝えていました

ので、私たち親はあまり口出ししませんでした。 

翌日、Ｈ先生にお時間をいただき、相談させていただき、Think!Think!でお世話

になったＫ先生もいらしたので、娘とＨ先生、Ｋ先生と 3 人だけでお話して、自分で

納得して最終的に早実に決めました。 

  

縁あって花まる学習会にお世話になって本当によかったと思いました。 

毎日コツコツやることが大事だということを身につけてくださり、読書ラリーで 

読書好きになり、おかげで国語はあまり苦労しなかったこと、「なぞぺー」で考える 

楽しさを教えていただいたこと。 

すべてが受験に良い結果をもたらしてくれたと思っております。 

 

お世話になったＭ先生には受験直前にご挨拶したら、快く応援してくださり、親子

とも気持ちが温かくなりました。 

 

Think!Think!でお世話になったＫ先生に相談させていただいたり、Ｈ先生にはい

つもいろいろと相談させていただいたり、スクールＦＣ、個別のオンラインの先生方に

は本当にお世話になりました。 

 

受験が終わって、娘にＴＥＣＨで学べて良かった？と聞きました。 

ＴＥＣＨで良かったと言っていました。 

成績によってしょっちゅうクラス替えがあったら、自分は潰れていたかもと言って 

いました。 

順位が出たりするのが、かえってプレッシャーになるようで、模試のたびに緊張 

していました。そのようなストレスがなく過ごせて勉強に集中できたのが良かったよ

うです。 

娘にはＴＥＣＨが合っていて、ＴＥＣＨで良かったなと思いました。 

 

受験における親として一番の願いは、４年生から３年間の貴重な小学校生活を、

受験勉強に費やした娘に成功体験をさせてあげたかったことです。 

 

努力の結果が実を結んでほしい、頑張れば報われるという経験をさせたかったの

で、親も一緒に併走してきました。 

時には親子でケンカをするなど、精神的につらいこともありましたが、一緒に目標に

向かって取り組むことも、中学生以降はほとんどなくなると思うと親にとっても本当

に貴重な体験だったと思います。 

 

大変だったけど受験が終わっていまは少し寂しい気持ちです。 

子どもに関わることが少なくなることと、年中から通った花まる学習会、そしてＴＥＣ

Ｈと、もう卒業かと思うと寂しいです。 

先生方、大変お世話になりました。 

花まる学習会、ＴＥＣＨに出会えて感謝申し上げます。 
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進学先：早稲田実業 

 

私は幼稚園の年中から花まるに入りました。３年生になり、塾を決めるとき、昼食

がお弁当の小学校に通っていたので、昼と夜がどちらもお弁当が嫌だなと思ってい

ました。塾を決めかねていたところ「夕ご飯をお家で食べる中学受験」という標語

のシグマＴＥＣＨがあることを知り、入塾テストをうけ、３年生の３学期にＴＥＣＨに入

ることとなりました。 

 

４年生のころは、志願校をまったくと言ってよいほど決めていなかったため、あまり

やる気がでず、シグマテストが結構ひどい点数でも、ほぼ気にしていませんでした。 

まだ、２年もあると思っていたからです。 

でも、その２年はあっという間にすぎます。その２年間のなかで一番辛かったのは、

５年生の初めです。 

この５年生の初めが辛かった理由は、２つあります。 

 

１つ目は、課題の量や質が上がったことです。 

これは、居残りなどをしたくないという思いから、がんばりました。 

それで、かろうじて終わらせられ、習得してから、次の単元にすすむことができたの

は、よかったと思います。 

 

２つ目は、４年生のころはＴＥＣＨ吉祥寺校がなかったため、お茶の水校に通ってい

て、吉祥寺校ができ、うつりました。そのとき知らない先生ばかりで緊張し、質問をし

たいけど行きにくいという状況がつづき、やっと途中から、緊張しながらも質問に行

けたことをよく覚えています。 

そして６年生になるとあまり課題の量が増えなかったため、逆に少なくなったと感じ

たほどでした。 

 

でも模試が増えたため、５年生では模試対策ができていたのに、急にできなくなり、

模試ではよけいに緊張するようになりました。 

１回目の模試は思ったよりよかったものの、２回目の模試では緊張しすぎて気持ち

悪くなってしまい、ちゃんと受けられなかったため、実力がわからないまま夏期講習

を迎えることとなったのですごく不安でした。 

 

けれどその心配を考えるヒマもなくなるほどいそがしく、すごく大変でした。夏期 

講習が終わると時間はあっという間にすぎて、入試の前受けが始まりました。 

私は早稲田実業を受けるため、早稲田佐賀を受けました。 

このときは、模試より緊張しませんでした。でも理科がすごく難しく、受かっていな

いと思いました。その次の日の佐久長聖を受けました。 

 

この前受けの時点で、２日連続の入試を経験できたのはよかったと思います。 

そして合格発表の時はすごく緊張しました。 

けれどどちらもご縁がありとてもうれしかったです。そしてこの発表が自信に 

つながりました。 

 

入試が終わった１月では、とにかく過去問をやりました。 

すると、１番最初は 40 点台だった早実の算数が、最後には 70 点台をとれるよう

になったため、これも自信につながりました。 

 

そしていよいよ本番がやってきました。この２月１日の早稲田実業は、前日に緊張

しすぎたことと、たぶん合格できないと思っていたため、緊張しませんでした。 

 Gさん「受けてよかった中学受験」 
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けれど２日目は、明大明治で、これで入試が３日で終わるかまだ続くかが決まるた

め、すごく緊張しました。 

結果は合格。 

本当に努力がむくわれたと思いうれしかったです。 

 

そして都立の受験を終え、家に帰り、早稲田実業の合格発表を見ました。 

このときは、試験で大問を算数で丸々１つ落としていることがわかっていたため、 

合格していないと思い緊張をしていませんでした。 

ところが結果は合格。なんでという思いもありましたが、メチャクチャ嬉しかったで

す。 

 

自分のことについてひとしきり書いたところで、勉強法について書こうと思います。 

私がよく使っていたのは、青コメノートです。 

これは、算数の勉強が多くなりつい国語の勉強がおろそかになってしまうときにも、

青コメノートで解き筋を自分のコトバにして書くことで、自分でも解答を見ただけで

は、わからなかったことがはっきりして、二重の学びができるからです。 

 

次は、受験直前の勉強法についてです。 

私は算数が苦手でしたので、算数の６年上・下をもう１周して、その後演習問題集

のなかの苦手なところにしぼってやり、その後プラスワンを１周しました。×解きでも

よいと思います。 

なぜなら、何周もやっているプラスワンをすることで、自信をつけられると思うから

です。 

 

最後にＴＥＣＨの良い点について、書きます。 

まず一つ目は、同じ仲間と切磋琢磨できることです。 

私は、特定の「友人」を作ることが、気をつかわなくていけないため嫌いで、ほぼ

話していませんでした。しかし、TECH では２年間同じ教室で学んだため、仲間意

識が芽生え、ＴＥＣＨで過ごしている時間はすごく楽しかったです。 

 

２つ目は、先生方が親身になって支えてくださることです。 

たとえば受験が終わった後進学先で悩んでいたとき、塾に行って相談をしたら、H

先生と K先生が答えてくださり無事進学先を決めることができました。 

あのときは、ありがとうございました。 

 

このように先生方は親身になって答えてくださいます。 

受験まで支えてくださった先生方、受験をさせてくださった親、 

本当にありがとうございました。 
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進学先：高輪 

 

「がんばるぞ！ エイエイオー！」 

受験日の朝、親子三人で円陣を組み手を重ね笑顔で家を出発、本当に家族みん

なでの受験だったと思います。もちろん一番頑張ったのは息子であることは言うま

でもないですが、おっとり＆マイペースな息子と親子三人四脚で歩んだ３年間だっ

たと、受験が終わったいま、その時間が宝物のように思い出されます。 

 

第一希望に不合格となり、翌日の第二希望も不合格・・・母親の私でさえ心が折

れかかっている状況のなか、息子は２月４日まで本気の５連戦を戦い続けることに

なりました。もちろんその間に連日連夜、合格や不合格の結果発表という、泣いて

笑っての一喜一憂が続きました。 

 

最後の戦いとなった２月４日の朝、「ほんとにほんとにこれが最後。一番過去問を

やってきた学校だから、先生達と一緒に解いてきた問題をよく思い出して、全力を

出しきろうね！」と声かけをしました。倍率７倍近くになっていたラスト戦・・・募集人

数４０人に対して校庭に入りきらない保護者の数・・・すべてに圧倒されてしまってい

た私ですが、息子は最後まで弱音を吐くことなく「最後に全力を出しきれたと思う

よ！」と、私の気づかぬうちにたくましく大きく成長している勇姿がありました。合格

発表はネットですが、掲示板で受験番号を見つける形式で、高い倍率のために抜

け抜けの番号が並ぶなか「あった・・・合格しているよ。よっしゃー！！！！！」と叫ぶ息子

の声、最後は笑顔で終わることができました。 

 

生活が一変した４年生、課題に追われ苦しかった５年生、苦手科目ととことん向き

合った６年生でした。苦手な国語で１点でも稼ぐため、毎晩親子三人で漢字大会

を行ったこと、読解問題は私も同じように解き、互いの答えと理由を会話し合ったこ

と等、息子一人が苦手科目で苦しまない工夫をしてきました。 

 

そんな３年間を経て、息子は厳しい中学受験を乗り切れるだけの、体だけではなく

心も、大きく成長していたことに気づかされた受験期でした。こんなにも濃厚な家族

の時間を笑顔で締めくくらせてくれた息子に、いまはただただ心からの感謝とお疲

れ様の気持ちでいっぱいです。 

 

最後に、弱気になっている私の涙と愚痴に何度も寄り添ってくださったＩ先生にも

感謝しかありません。一度も行きたくないと言わなかった３年間、親友に出会い、偏

差値だけでは計れない勉強の価値を知り、豊かな心を育むことができた花まる学

習会、シグマＴＥＣＨに通わせて良かったと心から思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Hさん保護者さま「息子に感謝」 
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進学先：高輪 

 

・シグマＴＥＣＨの授業はどんな授業？ 

そもそも先生がすごくおもしろいので、自然と授業もおもしろく楽しかったです。さ

らに、楽しみながら大事なことを学べるので、すごくためになる授業でもあったと思

います。 

 

・サマーチャレンジや入試直前特訓の思い出 

サマーチャレンジや入試直前特訓では、普段より確実に集中できたと思います。な

かでもサマーチャレンジでは、「本気は楽しい」を多く経験しました。 

 

・受験で辛かった期間 

５年生の９月から１２月、６年生の１０月から１２月でした。いずれも全然成績が伸

びず、偏差値も５０あたりでした。このときは弱点勉強をコツコツやったり、中学受験

の restart という授業動画を観て、成績を伸ばしました。 

 

・合格発表のとき 

合格した入試ではほとんど合格最低点を取れておらず、あまり期待していません

でした。合格したときは本当に嬉しかったです。 

 

・入学してからやりたいこと 

僕は鉄道がすごく好きで、中学受験をしたのも鉄道研究部が盛んな学校に行き

たいという理由でした。自分の将来の夢は車両デザイナーなので、入学してからは

鉄道研究部でたくさん活動したいです！ 

 

 

進学先：芝 

 

２０２１年２月、僕はシグマＴＥＣＨに入った。そのときの第一印象は「先生がおもし

ろい」ということだった。そのため塾に行くことがとても楽しかった。その頃から僕は、

朝早く（ ５時くらい）に起きて勉強するようになった。 

 

そして２０２２年の２月、僕は５年生になった。そして最初の月例テストで僕は、それ

なりに良い点を取れた。しかしそのあと成績は少しずつ落ちてしまった。そして僕は

ある日、Ｋ先生にこう言われた「今日からＴクラスです」僕は、この瞬間「やばい」と

思った。 

一気にギアが入った。いままでよりとても頑張って勉強した。それが功を奏し、僕は

その約１か月後 S クラスに戻ることができた。このとき、自分は少し変わったと思う。 

遂に僕は６年生になった。しかし僕は、なかなかギアが入らなかった。そして夏休み

前の第２回合不合判定テストでもいい点は取れず、芝は合格２０%判定だった。 

しかし夏期講習が始まると、僕は一気に気合を入れて勉強するようになった。特に

サマーチャレンジでは、いままでにないくらい集中して勉強に取り組んだ。そしてそ

の勉強習慣は、夏期講習が終わってもまったく崩れることはなかった。このとき僕は

本当に変わった。本気で勉強するようになった。 

僕は１１月の合不合判定テストで芝の８０ %判定を出すことができた。そのときは

本当に嬉しかった。しかし１２月の合不合判定テストの結果は、とても悪かった。芝

は何と３０ %判定だった。しかしよく考えてみれば、すごい成長があった。６年生の

最初の方では算数は９０点台取れれば良い方だと思っていたが、このとき取った点

は９０点でそれを低いと感じたのだ。また、理社は結果がとても良かった前回よりも

伸びている。このようなポジティブな考えをして僕は、そのときを乗り切った。 

 Hさん「夢のために」  Iさん「僕の本気」 
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そして１月１０日埼玉入試が始まった。僕は、その日栄東を受けたが手ごたえが非

常に悪かった。その予想は命中し、結果は不合格であった。 

しかし、僕はあきらめなかった。１６日の入試に向けてとても頑張って勉強した。そし

て１６日の栄東の試験の手ごたえは、とても良かった。そして合格することができた。

そして僕はこのタイミングで受験校を大幅に変えることとなった。 

僕はそれまで志望順位の高い順から芝、高輪、獨協、成城、栄東となっていたが、

栄東の合格が得られたことで芝の対策に専念するため芝だけ受けて芝がダメだっ

たら栄東とすることになった。 

 

そして受験前約１か月で僕はいままで苦手だった国語が得意になった。占いで

「これまで苦手だった分野も得意科目に変化。特に(中略)語学ね。」〈『２０２４年度

入試用重大ニュース時事問題に強くなる本』（Gakken）Ｐ９４より引用〉とあった

がまさにその通りだった。僕は体調不良で一切試験が受けられないということを絶

対に避けるために、無理して勉強をしすぎず、とにかく体調を優先した。これはどの

受験生も絶対に心がけてほしい。 

 

そして２月１日がやってきた。芝の入試の手ごたえはまあまあという感じだった。そ

して２０時合格発表の時間が来た。その結果は不合格。泣きに、泣きに、泣いた。Ｍ

先生にも泣きながら電話した。本当に苦しかった。でも気持ちを切り替え、２月４日

の２回目の試験に向けて２日間とても頑張って勉強した。 

 

そして２月４日の試験の手ごたえはとても良かった。合格したと思った。芝から家に

帰るときＴＥＣＨによってＭ先生と話した。そして２１時合格発表の時間となったとて

も緊張した。発表が２１時の１，２分後だったので、その間とても緊張していた。そして

結果が出てきた。「合格」それと同時に自然と涙が出てきた。思わず叫び、走り回っ

てしまった。すぐにＭ先生に電話をした。本当に嬉しかった。本気は楽しいとはまさに

このことだ。 

 

 

進学先：本郷 

 

受験前、11月になったばかりの頃、夫が朝食のときにかしこまって話を切り出し 

ました。 

「これから受験まで、どうしてもみんなイライラするから、母ちゃん（私）は怒らないよう

に、T くんは怒られることをしないように」そして、マンガ『二月の勝者 ―絶対合格の

教室―』（ビッグコミックス）10巻の 巻頭だけ読むように渡されました。 

そこには、黒木先生が 11月の保護者会で 

「ここからみなさんは女優になってください」 

「この時期の子どもとの衝突は百害あって一利なし」 

「いつもニコニコしている親を演じてください」というシーンでした。 

 

この時期の息子は、夏期講習でそれまでとは別人のように一気に受験生らしく 

勉強に取り組むようになっていたものの、朝は登校時間ギリギリまで寝ているし（これ

は受験まで克服できずに終わってしまいましたが）、早く起きたとしても 

折り紙を折り始めたり、相変わらず少しでも口を出そうものなら反発し、 

かと思えば、夜、布団に入ると「眠れない」と言って手を握ってきたり、不安な様子が

見てとれました。 

 

女優になれるのだろうか…まだまだ受験期に自分たちがどのような精神状態なのか

想像もつきませんでした。 

 

 

 
Jさん保護者さま「母、女優になる！？」 

 



35 
 

息子は、年長のときに花まる学習会に入って以来、担任の先生に導かれるままに

Think！Thinｋ！、Think！Think！３年生シグマコース、シグマＴＥＣＨという道を歩ん

できました。 

 

４年生くらいからはさすがに塾に通っているという意識があったようですが、 

通っている小学校の中学受験率が高いこともあり、受験に対して抵抗はなく、 

何よりも、息子は４年生になる直前からバレーボールチームに所属し、中学校では

バレーボール部に入りたいと思っていたものの地元の公立中に男子バレーボール

部が少なかったことから、中学受験を考えるきっかけにもなりました。 

 

バレーボールチームの練習日にあまり重ならないようにと、通塾日数の少ないＴＥ

ＣＨを選びましたが（夜ご飯を家で食べるというコンセプトや、日曜探究講座 

にも惹かれました）、さすがに５年生の時期は課題の量も増えて、学習時間の確保

に苦戦していました。 

受験間近に息子から聞いたところによれば、この頃は課題もいい加減にやって 

いたそうです。 

 

息子は課題のことや家庭のルールなどについて、親に口出しされることを嫌がり、

元々、私は課題提出のチェックくらいしかしていませんでしたし、よく話に聞くような、

親が子どもの勉強を見るというようなことは一切やらせてもらえませんでした。 

 

一度だけ、５年生の１月の志望校判定テストでビックリするくらい散々な結果を残

し、希望していたシグマ特訓の基準偏差値に届かず受講できないとわかったときに、

息子の要望もあり、夫が国語と算数と理科を中心に弱点を見出すべく 

総ざらいしようということになり、少しずつ一緒に勉強するようになりました。 

ただ、それは長くは続かず、やはり親子で勉強は無理だということになりました。 

 

我が家は受験期もそうでしたが、朝から晩まで、よく話をする家族だと思います。 

 

５年生の１年間は、少しずつ受験を意識する時期でもあり、親子の衝突が多かっ

たように思います。 

自分がやりたいように生きたい息子と、一定の理解は示すけれど不安からついつ

い「課題やったの？」などと言ってしまう私。 

できない自分とのギャップ、プレッシャー、あれもやりたい、これもやりたい、 

いろんな気持ちが押し寄せてきて、親子で話し合ううちに何度か爆発するような 

ことがありました。 

苦しそうに、絞り出すように泣く息子。 

そんなにつらいのであれば、受験やめたら？と夫も話をするのですが、それは 

平行線でした。 

 

６年生の夏前までそれは続き、ものすごいプレッシャーを抱えながら頑張っている

のかと思うと私も辛く、別に中学受験をしなくてもいいのではないかという気持ち

もありました。 

 

５年生の頃、コロナ禍での学校説明会への参加は、どこも抽選となり、難しいもの

でした。 

文化祭に続き、秋くらいから真剣にいくつかの学校説明会に行ってみましたが、ど

の学校も良く思えていました。 

共学・男子校も特にこだわりはなく、どの学校に通ったとしてもうまくやっていける

と感じており、本当に偏差値以外、手がかりがない状況でした。 

 

息子は、５年生の秋に文化祭で訪れたいくつかの学校のうち、駒場東邦中と本郷

中に行きたいと考えるようになっていました。 
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手がかりとなる偏差値ですら模試を受けても実際のところ、受験までにどうなるか

も予測できず、駒場東邦中や本郷中に行きたいと言っているけれど力は遠く及ば

ない 

ところにあるのではないか、先生も偏差値はこれから伸びるとおっしゃるけれど・・・

不安しかないなか、遂に受験生になってしまいました。 

 

受験生になる直前、５年生の１月に息子は大きな決断をしました。 

バレーボールチームを一時的にお休みすることにしたのです。 

せっかく新６年生中心のチーム構成となり、主力選手として公式試合でプレイ 

できるようになったばかりだというのに、最初で最後の公式試合に出場して 

休部しました。 

 

ただ、休部したからといって「さぁ頑張ろう」と受験生になったわけではありません

でした。 

バレーボールの練習がなくなった代わりに、YouTubeやテレビをよく見ていま 

した。 

逃げ出したい気持ちもわかるけれど、このままでは間に合わないかもしれないと夫

婦で焦る気持ちを抱え、折に触れて３人でいろいろ話をしました。 

受験に間に合わないかもしれない、という意味ではなく、受験までに自学が 

できるようになれるとは到底思えず、たとえ受験勉強が終わっても、大人になって

も学びは続くものであり、とにかく好奇心をもって欲しい、深く学ぼうとする気持ち

を持ってほしいと願っていました。 

 

また、受験生である前に、人間であって欲しいと思っていました。 

早寝早起き、家族揃って朝ごはんを食べ、会話を楽しみ、ご飯の後片付けくらいは

自分でする、ありがとうを言うことは、しつこく言い続けていました。 

自分が生きているのはたくさんの人たちの支えがあってこそ。当たり前のことを当

たり前と思わず、感謝の気持ちを持って生きていってもらいたいと思っていました。 

コロナ禍を脱した時期に受験生として過ごした 1 年間は、きっとここ 3 年間の受

験生たちが享受できなかった環境が当たり前のように用意された、恵まれた１年

間だったのではないかと思います。 

対面授業も対面の日曜探究講座、直前期の対面自学室も、すべてありがたく参

加させていただきました。 

 

息子は小さい頃から、よく話をしてくれる子でした。 

反抗期といわれる時期ではありましたが、切り替えも早く、学校や塾であったこと

など本当にいろいろ話をしてくれました。 

特に受験期前後はぐんと精神的に成長したのか、自分がいまどういう気持ちで 

いるのか、こんなことを考えている等、細かな話までするようになりましたし、 

最後まで明るい受験生でした。 

 

心残りなことは、もう少し早い段階で息子が「聞く耳を持つ」ことができるように、

親として誘導してあげることができなかったのだろうかということです。 

 

いくら親があれこれ頑張ってお膳立てしたとしても、自分で気づいて行動しない限

り、この先、中学高校に進んでもきっと成長はないと思っていました。 

待つというのは、本当に親にとって苦行でした。 

受験生になったばかりの頃まで、待てずに何度口出ししてしまったことかわかりま

せん。 

 

でも、少なくとも夏期講習以降の息子は、本当に受験生になり、自分で何をしたら

いいか考えスケジュールを組み立てて、コツコツ実践していました。 
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面倒くさいと言って避けていたバツ解きや言葉調べなども、受験生になりたての自

分に言ってやりたいと口にするほど、大事なことだと身に染みてわかったようでし

た。 

特に直前期の、1か月の鬼気迫る追い込みとも言える勉強の仕方には、本当に 

心を打たれ、何としても第一志望校に合格させてあげたいと願いました。 

 

冬期講習以降は、散歩がてら早朝のコンビニに過去問のコピーをしに行き、夜、自

学室から戻った息子と夕飯を食べながら、今日は何をしたか、何か困っている 

ことはないか、明日は何をしようと思っているのか聞き出し、マネージャーに徹し 

ました。 

 

１月は本人の希望もあり、学校をお休みしました。 

そうなると、塾の友達との帰り道のたわいもない話をする時間が唯一のフラットな

小学生らしい時間だったのではないかと思います。 

塾の授業の帰りはもちろん、自学室に行けば誰かがいて、帰りが遅いなと思って

いると「いま〇〇と□□と解散しました！」とチャットが届きました。 

一緒に過ごしてくれた塾の仲間たちには本当に感謝の気持ちでいっぱいです。 

 

1月の初戦、埼玉入試から始まり、千葉入試も 2校受けました。 

いずれも、通うことを想定しての受験でした。 

受験校選びの段階で、先ずはできる限り夫婦で学校説明会などに参加し、 

お互いの印象などをエクセルで表に整理して共有しました。 

 

我が家の場合は、中学・高校に行っても続けたいバレーボール部がある学校 

という条件を満たしていることが大前提でした。 

６年生の春と夏には、合同説明会に足を運んで、より広く情報収集をしました。 

合同説明会は一度にいろいろな学校の先生方とお話ができるので、だんだん楽

しくなり、３回ほど参加しました。 

ただ、志望校の最終確定をするまで、千葉・埼玉以外に新たに「通わせたい」と思

える学校が見つからず、結果的にはずいぶん攻めた併願パターンだったように思い

ます。 

 

埼玉も千葉も、普段まったく縁のない土地に朝から行くということで、去年の受験を

体験した友人からのアドバイスで、12 月には試験日の同じ曜日に合わせて、電車

に乗って学校まで行ってみました。 

普段の混雑状況や生徒の登校の様子なども見ることができました。 

当日の天候や、息子の好み（バスより徒歩が良いなど）、到着時間なども考慮して、

2〜3パターン用意して、直前にプリントアウトして持って行きました。 

それでも、朝早くて暗く、想定と違う出口から出てしまったため、駅とは反対方向に

向かって歩いていたことに息子が気づいてくれたりもしたことがありました。 

 

初戦はとにかく電車が遅れたり混雑で気分が悪くなったりしないよう、前もって 

想定している他のルートも確認しに行ったりもしましたが、それでも当日は不安で

不安で、緊張もして、どうにかなりそうでした。 

 

実は初戦の日を終えて、夫とケンカをしてしまいました。 

東京に戻って息子を自学室へ送り出し、一仕事終えて帰宅した私に、お疲れ様 

の一言もなく、東大宮駅で買ってきたお団子が自分の分がないことで 

「何で僕のことを少しも考えないのかな」などと言う夫にムッとしてしまい、いまま

で張り詰めていたものがプチッと切れ、「送迎とか出願とか、過去問の整理とか、 

私一人で全部って訳じゃないけど頑張っているのに、どうしてお疲れ様の一言もな

いの？」と言い放ってしまいました。 
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普段ケンカというケンカもしないのに、こんなときにお団子なんかでケンカ・・・中学

受験離婚っていう文字も浮かびました。 

自分にも十分起こり得る話なのかもと思いました。 

いま思うと、一番緊張して心が落ち着かなかったのは、初戦の埼玉入試のときだ

けでした。 

受験というものがどういうふうに進んでいくか、まったくわかっていなかったので、

いくらいろんな想定をして準備していても不安で不安で仕方ありませんでした。も

ちろん、 息子にそんなことは言えないので、必死でした。 

 

埼玉と千葉入試では、息子はいつも受験会場に向かう電車のなかで、毎日の計

算などに取り組んで到着するまでに頭の回転を良くするんだと工夫していました。 

１１月の保護者会では、あまり早くに会場入りしてしまうと緊張するので、集合 

時間の 40分前に到着をと言われていましたが、特に埼玉千葉入試は遠出を 

することもあり時間に余裕を持っていましたし、息子も早く会場入りして、いつもの

ルーティン勉強を試験会場で行う、ということを続けていました。 

 

埼玉入試から約 10日あいて千葉入試、また約 10日あいて東京本命入試。 

この１０日間隔の受験スケジュールが、気持ちを整える時間としてすごく良かったよ

うに思います。 

埼玉入試は「自信ないかも」と言っていたのでドキドキしながら合格発表を 

見ました。「東大クラス１年間特待合格です」という画面を見たとき、息子のそばで

叫んでしまいました。 

I 先生には秋の個人面談のときに、「特待は難しいかもしれないけれど」と言われ

たと記憶していたので、本当に驚きました。力がついてきているのかもしれない、 

そう思えました。 

 

市川中学の次の日の東邦大東邦中の入試の朝、息子を何度起こしても起きてき

ません。 

私は焦って大声で何度も起きるよう言いました。 

すると、ふてくされて、起きてきたのは出発 15分前でした。つい怒ってしまったけれ

ど、こっちも必死でした。 

その日は雪予報は外れたものの、朝から冷たい雨が降っており寒くて気を使い 

ました。 

でも、終了時間には雨も小降りになり、小学校の仲良しの同級生と校舎から 

出てきて安心しました。 

 

冬休み以降ずっと学校を休んでいたので、久しぶりの友達との再会、私も母同士、

久しぶりに少しゆっくり話ができて、ここまでのしんどい気持ちが一気にほぐれて

いくのを感じていました。 

 

１月受験校のなかで一番行きたかった市川中は、残念ながらご縁がありませんで

したが、その合格発表の次の日、東邦大東邦中の合格発表では合格をいただき

ました。 

当然本人は第一志望校のことしか頭になかったようですが、親としては２つも 

お守りをいただき、本当にありがたかったです。 

 

埼玉と千葉の入試が終わると、いよいよ第一志望校の入試が迫ってきました。 

でも、特にそれまでと変わったことをするわけではなく、気持ちが静まっていったの

を感じていました。 

本人はどうだったかはわかりませんが、黙々と毎日自分で決めたことを繰り返して

いたようでした。 
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2 月の東京入試がいよいよ近づいてきた頃、まだ志望校などこれっぽっちも決め

ていなかった時期に夫が買ってきた、さまざまな中学校の基本データが掲載され

ている冊子を息子が見ており、駒場東邦に合格したいなぁと口にしました。 

カタログショッピングのように、選んだ学校の合格が買えたらいいのにと言いまし

た。 

お金を出して買ってあげられるモノであるなら買ってあげたいけれど、合格は自分

の力で掴み取るしかないのだよ、と私は言いました。 

埼玉と千葉の合格は、息子がいろんな人の助けを借りながらも自分の力で掴み

取ったモノだと自信を持って欲しかったのです。 

 

東京入試の前日、とにかく健康な心と体で臨めることに感謝しました。 

あとは私が笑顔で送り出すだけ。そう思っていました。 

息子は「算数、どんな問題が出るかな」と楽しみにしている様子でした。 

 

２月１日。すっきり晴れて、駒場東邦中がある高台からは富士山がきれいに見えま

した。 

本当に私の心もスッキリ晴れ晴れとしたものでした。 

先生方が勢ぞろいした Zoom応援を受け、落ち着いて会場入りして教室に入る 

アナウンスがあるまで、息子は食堂でいつも通り、計算をしていました。 

 

入試は算数と理科が難しかったけれど、特に大好きな算数は難しいと感じた最後

の大問に時間を費やしたと言って、夜、解答速報を見ていました。 

すると、苦労して解いた最後の大問を正解していた！と部屋を駆け回り 

飛び上がって喜んでいました。 

夜遅くまで他の教科の解答速報を見ており、ダメかもしれないけど、もしかしたら

合格しているかもしれないと少しの希望をもって寝ました。 

 

2日目の本郷中は 1日の入試結果がわからないなかでの受験だったため、 

不安で本当に苦しそうでした。前の晩に入試速報などを見て大まかに採点をし、

ダメかもという気持ちだったのかもしれません。 

私も帰って一人で合格発表を見るのが怖く、歩いて自宅まで戻りました。 

結果は不合格でした。 

 

 

本郷中の入試を終えた息子に結果を伝え、昼ご飯をゆっくり食べて、次の日の早

稲田中の入試のためにも切り替えて、また自学室へ送り出しました。 

 

本郷中の合格発表は当日の夜でしたが、先生にも相談し、息子も私も結果を 

見ずに次の日の早稲田中の入試を迎えることにしました。 

息子は算数ができたので合格しているような気がすると言っていました。 

そのとおり、合格していたのです。 

 

１年前に志望校を何となく決めた頃には、第二志望校とはいいつつ、２日目の 

本郷中に合格する力などなかったと思います。 

本当に合格したのか、何かふんわり夢のような気持ちにもなりましたが、合格 

していました。息子の中学受験は終わりました。 

 

1月の冬期講習が終わり埼玉受験が始まった頃は、第一志望校へ少しでも 

近づくために、もう少し受験生でいさせてあげたいと思っていましたが、千葉入試

が終わっていよいよ 2 月という頃になると、ここまでよく頑張ってきた、きっと大丈

夫、よし、行こう！という清々しい気持ちに、そして、第一志望校の受験が終わり、2

日目になると、早く受験から解放してあげたいと思うようになりました。２月のたっ

た３日間でありましたが、本当に一日一日が長く感じました。 
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第一志望校だった駒場東邦。 

初志貫徹で、第一志望校を変えずに挑戦出来たこと、駒場東邦という最難関の

素晴らしい問題に立ち向かえる経験ができたことは、この先の息子の人生にとっ

て、決して無駄ではなかったと信じています。 

 

 

 

ＴＥＣＨの良いところは、沢山ありますが、個別指導もその一つだと思います。 

息子を乗せながらも悪い癖を見抜いて、上手に伝えてくださっていて、親だとこう

は行かないなと感心していました。 

T先生の授業前後の雑談での、 

「男の子はスロースターター。秋以降ぐんと伸びるから大丈夫」 

「君は本当に伸びている」 

「中学に行って数学に変わってもやっていける力がついてきている」 

という言葉に、私もずいぶん励まされました。 

 

６年生の夏期講習以降は特に、先生方がタイミングよく、息子の様子を見ながらア

ドバイスしていただいているようで、心強く感じていました。 

 

I 先生には、初めての面談以降、ざっくばらんにお話を聞いていただき、コミルでは

たくさんの質問を投げかけ、息子の取り組みが心配なとき、頑張っているなと感じ

たとき、いつでも共有させていただいており、本当に感謝しかありません。 

１０月のサピックスオープンの結果を見てからの学習計画の軌道修正には、心躍

りました。 

受験に向けて完全にギアが入った瞬間だったと思います。 

あそこから、私自身もまた頑張ろうという気持ちになれたことは確かです。 

本当にありがとうございました。 

 

T 先生には４年生のときから見ていただき、受験生になってからは授業中や自学

室で、息子がたくさん質問をしていたと聞きました。 

理科以外も質問したようですが、理科といったら T先生と頼りにしていたに違いあ

りません。 

他にも息子が信頼している先生はたくさんいました。 

ＴＥＣＨに入って以来、お世話になった先生方、花まるから数えても、本当にすべて

の先生やスタッフのみなさんのお力を借りながら、親も息子も最後まで進んでこれ

たと思っています。 

この場をお借りして深く御礼申し上げます。 

 

幸せな受験。スクールＦＣもＴＥＣＨもそう表現していますが、まさか自分がこんな幸

せな思いができるなんて、想像もしていませんでした。 

受験を通して、心身ともに成長していく息子の姿をそばで見ることができました。 

家族、支えになってくださる先生方とともに、タッグを組んで受験を終えられました。 

夫とはもちろんですが、息子と毎日たくさん話をして、より一層信頼しあえたような

気がしています。 

女優にはなれませんでしたが、母は本当に本当に幸せでした。 

中学受験をしてよかった、心からそう思っています。 

 

これからは、もっともっと広い世界があることを自ら発見し、羽ばたいて欲しいです。

きっとできる、と信じています。 

「誰にも負けないことをつくりたい」と、息子は再び前を向いて歩き始めています。 

ありがとうございました！ 
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進学先：本郷 

 

僕は、元々花まる学習会に通っていたことから、シグマＴＥＣＨに入りました。ＴＥＣＨ

の先生方は、フレンドリーに話してくれるので、質問がしやすかったです。 

また、ＴＥＣＨが開いている自学室は、家でやると集中できない僕には好都合だと

思ったので夏休み後は利用し、１２月からは毎日のように行っていました。 

 

そのなかで重要だったのが、QA ノートや言葉ノートなどです。 

４年生や５年生のときは、やる意味がわからず、また、面倒臭いと思った 

ので、課題に出ない限り、やっていませんでした。 

（課題にあってもやらなかったことも…） 

 

しかし、６年生になってから、（特に夏休み後）その重要性に気づきました。 

なぜなら、僕が同じ所で何回も引っかかっていることに気がついたからです。 

そして、QA ノートを書くようになってからは同じ所で間違えることは、ほとんど 

なくなりました。 

 

僕が受験勉強をしていくなかでつらかったのは、テストの結果が悪かったときも 

そうですが、理科、社会の成績がのび悩んだことなどの理由から、１１月あたり 

に大好きだった算数の勉強を控えるように言われたことです。 

（それによって、最後の模試では理科の偏差値が算数を超しました） 

 

また、スランプになってしまったら、泥臭いものをひたすらやり続けてください。 

 

例えば、音読や漢字、✕解き、再解き、〇✕チェックなどがあげられますが 

特にやった方が良いと思うものは、✕解きと〇✕チェックです。 

この２つは、やっているときは意味がわからなくても、後々その意味がわかって 

きます。 

 

受験勉強をしていて、一番悔しかったことは、千葉・埼玉入試が終わったあとの 

約１０日間、第一志望校だった駒場東邦中学校に合格することだけを考え、毎日 

何時間も必死で勉強していたのにも関わらず、２月１日、一回限りの入学試験で

不合格となったことです。 

 

僕が、本気で勉強するようになったのは、サマーチャレンジ１日目の夜、学校で 

一番仲の良い友達の第一志望校が渋谷教育学園渋谷中学校だということを知っ

たことで、 

「アイツもがんばっているのだから、僕も本気でがんばらないといけない」と思った

からです。 

それによって、それまでより、さらに勉強するようになりました。 

 

そうして勉強をするなかで、眠かったり、集中できなかったり、遊びたくなるときも 

ありました。 

そんなときには、「眠かったら寝る」「集中できなかったら放っておく（そのうち自然

と集中できるようになる）」 

「遊びたいなら算数をやる」という風に解決していました。 

 

そしてＴＥＣＨの教材として、課題表があげられますが、そのシートに書く１週間のス

ケジュールは、とにかくハードに立てた方が良いと思います。 

そうすることで、絶対達成してやるという気持ちになり、スケジュール通りに行かな

くても（達成することができなかったとしても）それなりの勉強量になるはずです。 

 Jさん「悔しさと…」 
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また、出されている課題をしっかりと終わらせるためのコツは、『自分だけの課題の

欄に好きな教科の勉強を書く』ことです。 

そのようにすることで、その好きな教科をやるために必死で課題をやり、結果的に

課題が終わります（自分だけの課題を先にやるのはナシです）。 

また、好きな教科がなかったら、オススメの教科は算数です。 

算数が得意になれば、配点が高いし、得点源にもなるからです。 

もし、不得意な科目があったら、基礎などの、非常に泥臭く、面倒臭く、辛い作業を

行いましょう。 

その努力はしっかりやると必ず報われるはずです。 

 

では、僕が実際にやっていた勉強法をお話しします。 

まず、算数は好きな科目だったので、他の科目と比べて勉強をしているという感じ

がしませんでしたが、その分、間違えたときにはすごく悔しくて、間違えてしまった 

問題があると、類題を探して（ない場合は作って）５問くらい解いていました。 

次に、社会は、主に夏休み後になりますが、過去問を解いていく際に、わからない

人物、建造物、単語が出てくると、その物（事柄）について知らなくても良い所まで

知ろうとしました。 

次に理科です。僕は理科という教科のなかでも、特に化学分野が好きで、そのな

かでも元素が好きだったので、（この方法は家でしか通用しませんが）理科に限ら

ず他の教科でも、少し頭が混乱してしまったら元素周期表を見てリラックスし、落ち

着いたらもう一度その問題を解いていました。僕が算数をやるなかで役に立った問

題集は、『中学受験[図形・場合の数]の合格点が面白いほどとれる本』（中経出

版）です。 

このテキストは、難関私立、国立中学の問題が数多くあり、予習シリーズなどのテ

キストと比べ、問題のレベルが少し高いので、オススメです。 

 

次に、理科を勉強するなかで役に立った問題は、『改訂版 理科コアプラス』（日

本入試センター）です。 

このテキストは、徹底的に基礎を固めることができ、僕の理科の偏差値を２か月く

らいで１０以上もあげることができたからオススメです。 

理科や社会の過去問をやるなかで大切なことは、声の教育社などが用意してく

れた詳しい解説を読み、わからないことがあったらすぐに QA ノート化すること 

です。 

そうすることで、知識の定着を図り、二度と間違えないぞという自信もつきます。 

また、算数の過去問で間違えてしまった問題があれば、その問題の解説を見て、

数字を言葉に置き換え、（それを覚えたうえで）自分で、数値だけを置き換えた類題

を作り、解き、その形式の問題が出ても二度と間違えないようにすると良いです。 

受験直前のラストスパートには、第一志望校か、そのとき解いている問題のことし

か考えないようにしましょう。 

邪念が入り込んでしまうと、集中の妨げになり、勉強している内容が、うまく頭に入

り込まなくなるので、気をつけましょう。 

 

また、僕が 2つの志望校を選んだ理由を紹介します。 

まず、駒場東邦中学校は制服の恰好良さもそうですが、数学部の「2024 年入学

試験予想問題」のような、その年の入試問題を予測した物を見て、すごく興味が湧

いたからです。 

 

次に、本郷中学校を選んだ理由は、「本数検」と呼ばれる算数の試験があり、 

定期的に算数だけの試験があるということが良いと思ったからです。 

 

入試当日、僕にある悲劇が起こりました。 

それは、１月１０日、初めての入試である栄東中学校を受験する前の道の途中、 

先生方の入試応援メッセージを受けようと、母と携帯電話で Zoomを開こうと 
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しているとき、前方不注意だったことから、目の前に立ちはだかる電柱の姿に 

気づかず、お察しの通り電柱にぶつかってしまったことです。 

みなさんは、そのようなことが起こることのないよう、「歩きスマホ」や、 

「ながらスマホ」などはしないようにしましょう。 

 

僕は、本郷中学校に入学したら、中学受験に出ることは絶対にないという理由 

から、覚えなくても良いと言われ、覚えられなかった、元素１１８個や、1000以下の

素数をすべて暗記し、言えるようにしたいです。 

また、受験勉強をやったことで、勉強が楽しいと思えるようになったことに加えて、

勉強を日常的にやるというとてもすばらしい習慣がついたので、漢字検定や数学

検定にも挑戦してみたいです。 

 

そして、何故自分はここまでやり切ることができたのかを考えてみました。 

それは、多分算数が大好きだったので、それをやる気にしてやることができたので

はないかと思いました。 

 

最後に、ＴＥＣＨに入って良かったことは、大きく２つあります。 

１つ目は、課題表という制度です。課題表があったことで、課題へのモチベーショ

ンが上がり、早く課題を終わらせてやるという気持ちが強まりました。 

僕は、この課題表という制度があったことで、課題を１つひとつ終わらせることに快

感を覚えて、勉強をするということが好きになりました。 

 

２つ目は、先生方です。４年生の頃の僕は、大変不真面目で遊んでばかりいまし

た。そんな僕をどんどん成長させ、真面目とまでは言えなくても、「不真面目では 

ない」となら自信を持って言えるぐらいになりました。 

僕は、ＴＥＣＨで培った経験を元に、中学校に行っても、がんばって生きていきたい

です。 

 

 

進学先：本郷 

 

花まる学習会に入ったのは１年生でした。 

小さい頃は、体験すると全部やりたい積極的な子で、野外体験、アルゴクラブ、

Think!Think!といろいろ体験しました。 

学校では落ち着きがなく、１年生は怒られてばかりで担任の先生から呼びだしも

あったりして、花まるは、勝負に勝ちたい気持ち、やりたくてウズウズするような気

持ちを肯定してもらえる場所になっていると、ありがたく思っていました。 

 

受験をしようと決めていたわけではない我が家でしたが、シグマＴＥＣＨという選択

があるよとお話をいただいたとき、受験のことはよくわからないけれど、週２日の通

塾、夕飯を家で食べるというスタイルに、他の習い事も続けつつ、無理のない受験

ができるかも！という思いから通うことに決めました。 

でもそうはいってもしんどかったー、というのが正直な気持ちです。無理がないって

何だろうとか、うちにとっての幸せな受験って何だろうか…と悩んだり、沼にはまっ

ているような気持ちになり、やりたいことをやりつつなので、メリハリが大事だけれ

ど、なかなかうまくいかずに息子にイライラしましたし笑、何故ー！と思うことも多く

て。その世界に入らないとわからないことが沢山あるのだな、と実感しました。 

 

終わったいまは我が家が最初に決めた、小学校生活を楽しみながら受験勉強す

る方針を貫けたのは、やっぱりＴＥＣＨだったから！と思っています。 

もちろんその方針が本当に正しいのかは問い続けていましたし、特に６年生は、全

部中途半端な気がして悩みました。コロナ期間を経てオンラインが普及して、ＴＥＣ

Ｈでもオンライン活用の恩恵を受けている反面、端末等の機器との闘いという感じ

 
K さん保護者さま「小学校生活を楽しみながら！を叶えられた中学受験」 
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でした。学校端末は、使い放題で制限が出来ません。YouTube も見られるし、検

索機能もあります。仕事で不在の両親なので、いくらでも使えてしまい…Switch

や iPad、家の PC にいくら制限機能があっても無駄です。すべては本人のやる気

次第でした。 

そのため、逆に習い事や友達と過ごす時間はいい区切りにもなりました。 

 

息子は最後まで、ＴＥＣＨと曜日が被るもの以外は、習い事を辞めませんでしたし、

直前期の１月にも１日も休まず登校しました。１１月に他の習い事の発表会に参加

したり、１２月の学校対抗ドッジボール大会にも友達と参加し、もちろんそれには練

習がありましたから、自学時間は限られ、それでも学校と給食が大好きで、学校の

卒業プロジェクト係も引き受け、本当にやりたいことを諦めない受験でした。 

 

終わったいま、Ｉ先生がおっしゃっていた、小学生時代の豊かさや幸せを諦めず中学

受験を通じて、子どもも家族もともに成長する！ということが我が家は経験できた！

と思っています。うちには学校生活も受験も習い事もどれも大切でした。家族も成

長したと思います。 

とはいえ、渦中には…課題等、９割できたことを無視して１割の出来ないことに怒っ

てしまったり、他の受験生情報が溢れているので、焦りを感じたり、これ言っちゃダメ

だと思っているのに、言ってしまって反省するのに、またきっかけがあると言ってしま

ったり。親の欲や心配や、夫婦の思いの違いや、中学受験生の親の経験する一通り

を、おそらく経験したと思います。 

 

不安から、コミルのお問い合わせを質問のつもりで作成し始めたのに、愚痴のよう

になってしまったこともあり、いま思うと恥ずかしいです。 

でも何が客観的になる自分の助けになったのかというと、あとから考えてみると通

勤途中等に読む小説で、受験を題材にした小説だったかなと思います。『翼の翼』

（光文社）、『息が詰まるようなこの場所で』（KADOKAWA）、『勇者達の中学受

験～わが子が本気になったとき、私の目が覚めたとき』（大和書房）等いろいろ読

みました。夫も読んでいたと思います。 

最難関校を目指していたり、うちとは違う部分も多くありますが笑、溢れる情報に飲

まれずに冷静になる助けだったように思います。漫画の『二月の勝者 ―絶対合格

の教室―』（ビッグコミックス）も全巻読んだことがありますが、直前期は、同じ時期

の巻を借りてきて読んでいました。息子も海斗くんとかまるみちゃんを話題にしなが

ら、親子で時期的なものを意識出来たと思います。それに、先生にいろいろ相談で

きたからというのも大きいと思います。最初、先生との距離感がわからなくて、でも

思い切って相談すると、息子の嘘がわかったり、自分の見えているもの以外がわか

ったというか…なるほど！そんな風に捉えるんだ！と思うこともありました。 

 

やはり中学受験、親は忍耐力が必要だな、と思うのですが、息子は息子で変わらな

いようでいて、少しずつ受験生になっていきました。毎年行っていた花まるのサマー

スクール、最後の年だけど、ＴＥＣＨのサマーチャレンジを自分で選びました。オンラ

インは、自分は怠けてしまうと気づいて対面を週２にしました。（YouTube などの動

画を見ながらも授業が受けられてしまうので。）朝夜ＴＥＣＨだけは絶対に入ろうと

約束しました。直前期の１月、学校は休まないけど、早退して、少しでも早く自学室

に行きたい！と言ったことや埼玉受験続けて不合格になり、このままではマズイとそ

こでスイッチが入り、下校後、両親不在でも自学していたと思います。見てないので

多分ですが… 

 

私は私で過去問のコピーでコンビニに行くのは、最初かなり不慣れでしたが、段々

と慣れてきて、仕事帰りに寄るスーパーで、コピーをするのが日課になり、みんな慌

ただしく買い物している時間、スーパーのコピー機は空いていたので穴場でした！ 

最後に、小さい頃からお世話になった先生たちが入試応援にかけつけてくれるん

だ！ということに親子で感動して嬉しいね〜と言いながら、２月１日、受験校の校庭

で息子を見送りました。 

  



45 
 

大変お世話になりました！ 

ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進学先：本郷 

 

僕は、３年生までの花まると Think！Think！でお世話になった先生に勧められて

シグマＴＥＣＨに入りました。通い始めた頃は火曜日と金曜日が楽しみでした。社

会のカルタが特に好きで 4度あったカルタ大会で 3度も優勝できました。 

 

勉強習慣を身につけるために、僕はゲーム好きだったので朝夜テック 1 時間入っ

たらゲームをして良いというルールで 6年生まで朝夜テックに入り続けることがで

きました。 

 

ＴＥＣＨの先生は明るくいつも元気で勉強のことだけではなく生活のアドバイスを

たくさん教えてくれました。 

僕は５年生の秋頃から６年生の夏頃まで少し怠けていたせいで全体的に成績が

下がってしまっていたけど、Ｉ先生に夏休み前に叱咤激励されたことで心が変わ

って、特に算数の四科のまとめを夏休みに鍛えました。 

それにより９月の模試の成績がかなり上がりました。でも、そこで油断してしまい 

１０月の模試の成績が下がってしまいました。 

そこでＩ先生に相談したら、『算数/プラスワン問題集』（東京出版）を鍛えることに

なりました。 

 

志望校は部活が盛んで、家からも近かったので選びました。 

３つ上の同じ小学校の先輩もいたので１０月頃に決定しました。 

 

夏休みのときよりも時間がなかったのでどうしたら時間をとれるか考えて、 

 Kさん「算数克服受験」 
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冬までになんとか終わらせました。 

夏が終わり、寒くなり始めると朝起きられなくなってきたので、５時３０分に起きて 

６時までゲームをして良いというルールを作って朝テックに入りました。 

 

冬からは本郷の過去問と一行問題をひたすら演習しました。 

夏からずっと自学時間の休憩時間をひたすら楽しみに取り組んでいました。 

帰りもみんなで一緒に帰ったりしていました。 

冬の講習、入試直前特訓を経て勉強を楽しいと思えるようになりました。 

 

１月になっても僕は学校に行き続けました。 

単に家にいても集中できないというのもあったけど、やっぱり友達と喋るとストレス

が溜まりにくかったので行き続けました。 

１月１０日の栄東、１月１２日の大宮開成は初めての受験ということで緊張しすぎ

て不合格になってしまいました。 

特に大宮開成は偏差値的にも余裕だったので結構ショックを受けました。 

でも、I先生にすぐに質問して間違えた理由などを徹底的に洗い出して、 

１月１４日の大宮開成、１月１６日の栄東の対策をしました。 

１４日は先生たちの入試応援で緊張を和ませることができて、無事合格しました。

１６日は駅をすぐ出たところにある喫茶店に入り、軽食をとってから学校へ向かい

ました。 

２月も喫茶店には入ったので、受験前に喫茶店などで軽食をとるのはオススメで

す。 

 

栄東を合格したあとは、ひたすら本郷の一行問題の過去問などをやり込みまし

た。 

２月１日本郷では喫茶店を出て、学校に向かっている途中に知り合いの先輩とも

会えてかなり緊張がほぐれた状態で入試に臨めました。 

最初の教科が始まってからは、１０秒間目を瞑って心を整えました。 

本当は、合格発表を城北のあとに見るはずだったけど、気になってしまい城北の前

に見ることになりました。元々手応えはあったので合格発表を聞かされた瞬間は、

嬉しさよりもホッとした気持ちのほうが強かったです。２日の城北も同じ感じで取り

組んで無事合格できました。 

 

僕はこの受験で嫌いな教科でも努力すれば克服することができるということと、勉

強が楽しいということを知ることができました。 

入試前の先生たちからの応援などが力になりました。 

僕は本郷で文武両道を目指して頑張っていきたいです。 

ゲームもテレビもあまり制限せず、１月も学校に行き続けても合格できたのは 

先生たちのアドバイスとフォローのおかげです。 

本当にありがとうございました！！ 
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進学先：お茶の水女子大附属 

 

「幸せな受験」。 

そんなことが本当に叶うのか。 

探究学習に興味津々、胸が高鳴る。門を叩く。 

晴れてシグマＴＥＣＨ吉祥寺校第一期生として入塾する。 

約２年前のことでした。 

 

そしていま、中学受験を終えて見えた景色がある。 

我が家にとって、「結果＝幸せな受験」だけではありませんでした。 

別の角度から切り取る。 

塾に向かう道中で見かけたツバメの巣、庭でアヒルを飼う家、満月の夜、 

花の香り、寒空に啜った温すぎるうどん…塾と自宅を結ぶそこには会話や景色、香

りが彩る。 

これから先の人生でもきっと思い出す「幸せな受験」の一部。 

きっと忘れられない記憶。 

 

莫大な学習量に面食らい、泣きごとを言いながらも喰らいつく日々。 

課題も出さず、受験勉強をやめるように突き放すことも。 

やらなければならないこともわかっている。 

 

弱音を吐きたいだけなのに感情をぶつけ合うことも多々。 

「何が幸せなんだろう」と戸惑う。 

このときはまだ、志望校も決まらず、ビジョンも見えていなかった。 

 

コロナ禍を理由に、５年生では学校見学に一度も行かず仕舞い。 

制約も多く予約は満席の文字が並ぶ。 

 

そこで６年生前半はアンテナを張り巡らし情報をキャッチ。 

説明会や学校見学、学園祭など一緒に出かけました。 

実際に足を運ぶとイメージしやすいようでした。 

人数や回数等制約もまだまだ多く一瞬で埋まる説明会も多数。 

今後は、だいぶ緩和されるのでしょう。 

 

夏休み中に探究学習の一環で私学相談会に参加（事前予約制）しました。 

息子からのたっての希望。 

さまざまな学校を調べて、質問ノートを作成。 

限られた時間内で、興味のある学校の先生へ拙いながらも自分から質問する 

ことができました。 

 

部活のこと、学校一番のアピールポイント、どんな生徒が多いか、どんな先生が 

いるか…など。 

話が弾み脱線する先生もいました。 

一度に多くの学校情報を自身で収集できたこと。直接先生と話せたこと。 

それは自分への挑戦でもあり、ひとつ壁を越えられた？！と感じた瞬間でも 

ありました。 

 

この相談会を通じ息子のやる気もアップ。 

 

その後は理科と社会の遅れも埋めるべく、自学室利用を増やしていき２学期 

からは国語補習講座も受講。これが息子にフィットし、苦手だった国語を克服 

 Lさん保護者さま「越えられる、か」 
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していくことができました。 

 

志望校はとても迷いました。 

学校を見学すればするほど迷い、家族で何度も話し合いました。 

しかし、家族の気持ちは固まっていました。 

息子の希望を最優先にし、広い視野を持ち、チャレンジの幅を広げ、環境を 

整えられることを考慮して決めていきました。 

 

成績が振るわないことも多かったのですが、志望校が決まってからは、まさに 

『本気は楽しい！』を体現していたように感じます。 

 

いよいよ受験シーズンが始まる冬期講習直前のこと。 

母が突然の入院。それまでの生活が一変。 

母の入院中は、不安も見せずに目の前のことに集中し努力していたようです。 

 

１月入試は、退院した母が帯同できました。 

その１月入試は、成功体験とチャレンジ体験ができる学校を、先生と相談し挑戦。

その後、入試を終えると、張り詰めていたモノが突然切れてしまった息子。 

母の入院中、自分を追い込み奮い立たせていたのでしょう。 

 

２月入試本番１０日前から学校を休み、午前中は家で過去問。 

お弁当を持参して昼は一緒に公園でリフレッシュ。 

午後から自学室へ行く生活。 

息子の目標も「自学室へ行って勉強すること」でした。 

「質問もすぐにできるし、集中できる」と。 

息子は入試直前期のルーティンを、全力で挑んでいました。 

この時期の学習は１月受験の結果を受けて気持ちはとても前向きでした。 

 

２月の出願は１日～３日まで。 

結果を受けて、その後の出願を考えて挑戦する予定でした。 

 

試験当日、会場付近で Zoomを ON。 

ガチガチに緊張している息子もＨ先生の顔を見た瞬間に笑顔。 

「大事なことを伝えます！笑」と声をかけられ、力をもらい、気合も入れてもらい。 

いつも通り楽しく冗談なんかも言いながら会場へ向かいました。 

 

笑顔だった息子の顔が校舎に入るときにピリっと引き締まりました。 

こちらを振り返ることはありませんでした。 

「いってらっしゃい」と心で見送りましたが、その後ろ姿はとても頼もしい姿でした。

母として合否関係なくこの瞬間に立ち会え、応援してこられて良かったと本当に思

いました。 

 

２月。１日目は午前・午後受験。帰宅後は疲れも見せずに、合格発表の時間を 

待ちました。 

そして発表時刻。 

その喜びを真っ先にＨ先生に伝えたく電話をかけました。 

とても嬉しい瞬間を先生と味わえました。 

その後２日目を終え、いよいよ本番の３日目です。 

 

 

試験会場付近で Zoomに入り「大事なことを伝えます！笑」といつも通り、力を 

もらい、気合を入れてもらい会場へ入りました。 

試験を終えて出てきた息子の顔は清々しく、やり終えたぞ、という満足気な表情 

でした。 
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発表の時刻 

ドキドキする 

ポチッ 

 

画面の桜色 

その瞬間涙が溢れました。 

 

中学受験を通じて頑張る息子を応援し、ともに学ぶ日々でした。 

大したサポートはできませんでしたが、合格を喜ぶ姿を見られて本当に嬉しかった

です。 

 

実は我が家は、姉の高校受験、兄の大学受験と子どもたち三人トリプル受験 

でした。 

もっといろいろと関われたのではないか、と振り返ってしまう母がいます。 

しかし子どもたちは、「受験」と言う経験を通じて、人生の修練をしているので 

しょう。 

 

中学受験を通じて、親子で関われた時間、子どもの成長を直に感じる瞬間、 

そこに立ち会え分かち合えたこと、それが「幸せな受験」に通じていたと感じます。 

 

息子にとって「いま何が重要か」を常に考え、悩み、対話し、挑む…これらを伴走

支援していただいた先生方と、そして、ともに学び挑み励まし笑い合えた仲間と出

逢えたことこそが、最大の「幸せな受験」で得られたことに違いありません。 

 

Ｈ先生、そして共に挑んだ塾生のみなさんには心からの感謝を申し上げます。 

ありがとうございました。 

 

「これからも自分の進むべき道を、自分の足でしっかりと踏みしめていってもらい

たい」 

母はそう願いながら、「幸せな時間」に戻れるあの道を、ひとりで通りすがるのだろ

う。 
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進学先：お茶の水女子大附属 

 

僕がＴＥＣＨに通い始めた頃は、すごく人見知りで、あまり発言もできず積極的で

もなかったし、発言も少なかった記憶があります。 

でも、少しずつ馴染んでいきました。 

 

自分のなかでもＴＥＣＨは特別なところだったな、と感じています。 

例えば、僕は、いろんな塾に通ったりしていました。そんな僕が感じたのは、 

「塾なのにこんなにワイワイしている」ことです。普通の塾だと、先生の話を聞く 

だけで終わってしまうけれど、みんな発言をしてみんな楽しんでできる、そういう 

ところがよかったです。 

 

僕は、ノートを綺麗に書くことがあまり得意ではなく、汚くなってしまって、いつも 

復習ができなくなっていました。 

しかし、先生にサポートしてもらいながら、書いてみると、すごく綺麗になって、 

半分諦めていた復習もちゃんとできるようになっていきました。 

 

僕は学校を偏差値で決めるのではなく、学校の良さや自分に合っているのか、 

というのを見極めて志望校を決めました。 

 

受験前、最後の模試のときに、思うような結果が得られませんでした。 

それが、すごくまずいと焦り始めて、何度も何度も自学室に行って、少しでも家に 

いる時間を減らそうと思いました。 

 

なぜなら、家にいるとゲームや YouTube などの欲望に気を取られてしまい、勉強

する時間がまったくとれないことが僕にもわかっていたからです。 

だから、自学室に行こうと決意しました。 

 

自学室に持っていく教材は、課題ではなく、基礎をトレーニングする問題(四科の 

まとめなど)を持っていき、わからない問題は先生に聞きにいき、わかったときは 

もう一度その問題を解いていき、学力が上がったという感触が得られました。 

家族にも自学室にいく時間を少しでも長くして、少しでも早く寝るように言われて、

生活習慣が整っていったと思います。 

 

入試当日、僕は心臓が飛び出すぐらい緊張していましたが、先生という特別な 

存在に励まされ、元気が溜まり、「頑張るぞ」という気持ちが湧き上がって入試に

臨みました。 

 

合格発表のときは、いままでで一番緊張したと思っています。 

そして、第一希望「合格」という文字が出て、嬉し泣きをしてしまったことをいまでも

覚えています。 

この感動を忘れないと心に誓っています。 

そして、それをＴＥＣＨの先生に電話で報告すると、ものすごく褒めてくれて、 

褒められることってこんなに嬉しいことなのだな!と思いました。 

 

僕は受験期を振り返ってみて感じられるのは、本当に家族や塾の先生たちに 

お世話になったなという感謝の気持ちで、それしか感じられません。 

よく頑張ったな〜という気持ちになることもありますが、とても周りの人に支えても

らったなという感謝の気持ちでいっぱいでした。 

 

だから、僕にとって、「幸せな受験だった」と思っています。 

 Lさん「感謝の気持ち」 
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進学先：成城 

 

中学受験という世界があると知ったのは、いまから約８年前のこと。 

息子は、幼い頃から興味関心の幅が広く読書も大好き、好きなことに対する 

集中力もあったため、さまざまな教科を通して成長する機会となるならば、その 

期間を親子共々楽しめるのではと、興味を持ったのがはじまりです。 

 

中高一貫校で学ぶ環境はとても良いと思った一方で、どのようなものか 

知れば知るほど、地方公立中出身の私は 

「小学時代にこの勉強量は本当に必要なことなのか？」 

「子どもから子ども時代を奪うものではないのか？」と疑問を持ちました。 

 

年長から花まるでお世話になっていたこともあり、スクールＦＣの中学受験に 

関する講演があれば、自分が息子にさせようと考えているものの正体を掴みたい

という変わった（？）思いで何度も参加していました。 

 

いまでも強く印象に残っているのは、はじめに『二月の勝者―絶対合格の教室―』

（ビッグコミックス）の「君たちが合格できたのは父親の経済力と、母親の狂気」と

いう言葉を紹介してくださったＩ先生と、ご自身で掘られた石器を見せてくださった

Ｋ先生です。 

Ｉ先生のお話は非常にセンセーショナルな始まりで、「都会怖すぎる！」と正直思い

ましたが、加熱し続ける中学受験の現状を、数々のデータや中受高受のメリット・

デメリットなどとともにわかりやすく説明してくださり、シンプルに「選択肢の一つ」

だとわかりました。 

Ｋ先生は、「受験に備えてより良い教育を！」というよりも、ご自身が何より楽しそう

に、石器や子どもたちとの関わりについてお話されるので、こんなに素敵な先生の

授業がおもしろくないわけない！と感じました。 

 

また、Ｉ先生、Ｋ先生だけでなく、スクールＦＣの先生方の講演会もそれぞれで、 

お言葉の節々に子どもを思っての優しさが感じられ、中学受験そのものとともに、

通塾への不安が払拭されたのを覚えています。 

「夕ご飯をお家で」というフレーズに惹かれ、中学受験をするならシグマＴＥＣＨ 

一択でした。 

 

年長〜小学２年生で花まる学習会、３年生でThink!Think!Σ、４〜６年生までＴＥ

ＣＨでお世話になりましたが、やはり中学受験の勉強となると、それまでのようには

いきませんでした。 

机に向かう習慣があったとしても、これまでとは質が違い、学年が上がるごとに 

量も増えます。 

やるべきことを迷わないようシステム化（親子で課題チェック、子どもが自分で 

取り組む内容を決め実行、親子で振り返り）したなかでやろうとしても、全然うまく

いきませんでした。 

好きな教科とそうでない教科への取り組み方が全然違い、できることを褒めようと

思っても、それを通り越してやっつけで終えられたノートに、どう反応してよいか 

わかりません。 

かと言って、隣で付きっきりで勉強を見るのはお互いに息が詰まる…。 

いろいろと試行錯誤しているうちに、4年生も終わる頃。担任のＴ先生よりお電話

をいただき、いまのままではＴＥＣＨで続けるのは厳しいと、再度進級テストを受け

ることになりました。 

当然の結果だな…とちょっと気晴らし（憂さ晴らし？）に本屋へ行ってみれば、 

 
Mさん保護者さま「君たちはどう生きるか〜中学受験入門編」 
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「〇〇力は家庭で育つ！」「△△力は母親次第」などなど、子どもができないこと

があれば、それは全部家庭（=母親）が原因と思えるようなタイトルばかり目に飛

び込む。 

私が息子に中学受験を勧めたにも関わらず、上手にサポートできないからだと、自

分を責めては不甲斐ない日々の連続でした。 

 

中学受験を終えて、いま思えば、もっと初期の頃から先生方を頼って、どんな小さ

なことでも相談すればよかったなと思います。 

でも、当時の私は、まずは息子が受験に向き合えるようにならないと、相談の土俵

に上がってしまっては、一生懸命教えてくださる先生方にも申し訳ないと思い、 

相談できていませんでした。 

 

そんな状態のまま5年生も過ぎ、6年生になったらさすがに本人も「本腰が入るだ

ろう」と見積もっていたものの、相変わらずの日々。 

何かを禁止したり、交換条件で勉強させることは嫌だったので、YouTubeや 

ゲームは付き合い方を話し合い、お友達と遊ぶ約束をしてくれば、どうやったら 

勉強をする時間が確保できるかを一緒に考えました。 

それでも徐々に時間の使い方が曖昧になってくるので、「なんのために受験勉強

をしてるんだっけ」と息子に問い、「なんで私は中学受験させたいと思ったのか」 

「親のエゴではないのか」「合否がすべてじゃないと言うわりに、私はなぜ息子に 

やらせようとしているのか」を自問自答し続け、とにかく事あるごとに、息子は、 

私は、「どうしたいのか」を話し合いながら過ごしました。 

 

６年生の１月。埼玉での入試、そして結果を受けて、ついに目の色が変わり始め、

入試まで残すところあと２週間という頃、完全に目の色が変わったように感じまし

た。それと同時に、あ、このタイミングだったのか、とも。 

私はこの目の色に変わったのを、６年生から、いやもっと前から見ていたかったの

かもしれません。 

そのような時期にちょうど発行された1月ＦＣだよりは、気分転換にも力強い支えに

もなりました。 

特にＭ先生の「受験当日まで伸びる」は、第一志望校の出題形式（算数）が 

今年から変更されることになっていた息子にとって、とても勇気づけられる内容で、

ワインエキスパートの資格取得までの道のりは、息子の味方になるような言葉 

ばかり。親子で何度も読み返しては、「当日まで伸びる」という言葉を心のなかで 

反芻しました。 

 

２月１日、私と息子は第一志望校へ。Zoom応援につなげると、ＴＥＣＨの先生方と 

ともに、年長時に見ていただいたＴ先生からの応援もあり、その温かい応援画面に

思わず涙が溢れてしまいました。 

息子に泣いていると知られて、変に緊張・動揺させてはならないと思い、反対を 

向いて会場入りする何人もの子どもたちを見ていました。 

子どもたち一人ひとりの表情を見ていたとき、合否はこれまでどれだけ頑張ったか

の努力の成果だけじゃないな、と感じました。  

 

たしかに、この日を迎えるまでの積み重ねは必要でした。 

しかし、みんながこの日までに並々ならぬ努力をし、誰もが合格を祈って試験を 

受けに来ていることが伝わったので、もう誰が受かってもおかしくない。 

受からなくても、誰も悪くない。「今日はお天気も良く、息子も私も元気にここに 

立てている。もうそれだけで万々歳。」と思えたのです。 

 

６校計７回の受験は、３回合格を頂き、４回は不合格でした。 

最初に「不合格」の三文字を見たときは、思わずはっと息を呑みました。 
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でも、隣にいた息子が（内面では反応していたと思いますが）「ふーん」程度 

だったため、親の方がショックを受けてはならない、ましてや息子の前で反応する

のは失礼だと思い、次からは無反応で労いの言葉だけ伝えようと思いました。 

 

しかし、やはり２回目の不合格も息を呑んでしまいました。 

あれだけ頑張ったから報われて欲しいと欲深くも思ってしまい、目に飛び込んで 

きた三文字に心が追いつきませんでした。 

次は頑張れとか、力を出し切ろうとかいう言葉は、なんだか私から息子にかけるの

にふさわしい言葉ではない気がして、言えませんでした。 

 

３回目の不合格を見たあと、第一志望校のリベンジを含めて残り2回の試験を控

えた息子に、咄嗟に出てきた言葉は「今しかない瞬間を楽しもう」でした。 

緊張や、同じ学校を目指す子どもたちのなかでの入試で、何が大丈夫なのかの

根拠もなく、心から楽しめるわけないよね…と親の立場で思いながらも、息子が 

中学受験できるのも今だけ、体調を崩せばそもそも受けられない、二度と取り戻せ

ない時間を過ごすのなら、いっそのことその時間を楽しんで欲しい！と、思ったので

す。翌日受けた第一志望校は合格。家族全員で泣きながらジャンプして抱き合い

ました。 

 

中学受験に挑戦しようと決めた４年前からいままでを振り返ると、幼い息子と中学

受験勉強に臨むときに、さまざまな負の感情に悩まされました。 

でも、受験勉強そのものは、私たちの生活を豊かにしてくれるものでした。 

家族で話せる話題が増え、旅先は歴史を学んだ場所から選び、散歩中にちょっと

した季節の変わり目に気づき、知識を持って祝日や行事を楽しめ、息子が私たち

にはできない問題を教えてくれ、過去問に出題された本を探しに本屋さんや図書

館へ行き、正方形に切ったお餅で断面図を学んでお雑煮にし…。中学受験をして

いなかったら、経験すらしていなかったことも多々ありました。 

課題がやりきれなかったり、わからないことがあったり、辛いこともあったはずです

が、ＴＥＣＨでの３年間、息子は毎回すべてにおいて「楽しかったよ」と言っていまし

た。 

 

６年生で、GWには無人島、夏休みにはサマースクール（サムライ合戦）と家族 

旅行にも行き、１２月までは欠かさずお友達とも遊び、1月にも美術館や博物館 

などへのお出かけもし、息子のやりたいと言ったことを、諦めない中学受験が 

できました。 

また、そのようななかで、改めて「息子の人生は息子のものである」と強く思い、子

どもであっても「あなたはどうしたいのか」を問い、人として尊重すること、ありのま

まの息子を丸ごと受け入れることの大切さを思い知りました。 

 

さまざまなことはありましたが、息子が最後まで目標に向かって諦めず、常に前を

向いて入試に臨め、一度は不合格だった第一志望校に合格できたのは、ＴＥＣＨ

の先生方が直前まで力強く支えてくださったからにほかなりません。 

４、５年生担任で6年生まで指導してくださったＴ先生をはじめ、6年生担任で入試

が終わる直前まで寄り添って指導してくださったＩ先生、質問しやすい環境を用意

してくださり、算数の安全基地だった個別指導のＹ先生、そして、過去問に丁寧に

コメントしてくださったり、知識を補うためのイラストやポイントをわかりやすくたくさ

ん書いてくださったりした各教科の先生方、朝夜テックで見守ってくださったたくさ

んの先生方には、感謝してもしきれません。 

とても温かく、幸せな中学受験生活を送らせていただきました。 

 

長い長い受験体験記の最後になりますが…中学受験に足を踏み入れる前に、 

Ｉ先生の講演会で自分が大切にしたいことをメモしたプリントが出てきましたので、

そのすべてを大切に試行錯誤しながら息子と会話し、成長し、喜怒哀楽とともに充

実した日々を過ごせたことをご報告して、この体験記を締めさせていただきます。 



54 
 

本当にありがとうございました。 
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進学先：日本工業大学 駒場 

あなたは素晴らしい。 

長男であり、尚かつ東京での中学受験。 

すべてが私たち家族にとって、初めての挑戦でした。 

終えたいま思うことは、そんな私たちをいつも右左、上下、斜め、ご指導ご支援くだ

さった先生方への多大な感謝の気持ちはもちろん、それ以上に、毎日毎日ただ

黙々と、逃げ出すことなく、最後の最後まで続け抜いた、そして終えて笑ってくれた、

そんなあなたの頑張りを何よりも讃えたいと、とても誇らしく思います。 

私たちが同じ小学生だったら到底できないレベルの、できる限り精一杯の頑張り

を、本当に最後までよくやり切りましたね。 

なんら後悔や反省は無いと言い切れます。 

あんなに小さかったのに、か弱かったのに、受験という難しい相手にむしろ食らい

ついて、たくましく大きく成長してくれたあなたに、心から感謝と、おめでとうを贈り

ます。 

息つく暇もなく、弟の挑戦が始まりますね。 

私たちも学ぶことができました。 

あなたが培ってくれたものを財産に、弟の挑戦に引き継いで行きますね。 

・塾でしっかり学んでるか  課題をしっかりできているか  つまずいていないか

しっかり息子を見る、応援する、  本人だけじゃなく親もみんなで頑張ることの強さ 

・迷ったら即先生に相談  できれば１か月単位でやることと順番を明確にして、

日々の勉強計画に落とし込む  計画的な勉強スケジュールが味方になること 

・復習ノート、模試の復習  繰り返すことがやがて大きな階段を登る力になること

これからも苦しいときがあると思います。そんなときはこれまで越えてきた景色を、

塾の友達や先生、私たちから浴びてきたいっぱいの応援を思い出してください。 

それらを糧に、胸に、あなたは自分が思う以上に、素晴らしく、大きくなっています。 

自信持ってください。 

大丈夫です。 

あなたは素晴らしい。 

そしてこの先も。 

おめでとう。

Nさん保護者さま「息子へ」 





東京都内の私立中高一貫女子高出身。花まる学習会 教室長で、過去には花ま

るグループ進学塾部門スクールＦＣで小～中学生の英語も教えていた。子ど

もが産まれてからは事務方まわりの仕事を多くしている。怒りの沸点は、夫

より高いと思いたい。

地方の公立高校出身。もともとは中受に批判的だったが、「学校の授業がつま

らない」という長男の言葉を真に受け、じゃあ中学受験に挑戦するかと決意

した子煩悩な父。在宅勤務が多くなり、以前にも増して子育てに全力投球中。

4 歳から花まる学習会に通い始めた、マイペースな小学 5 年生。サマースクール・

雪国スクールはともに皆勤、生粋の花まるっ子。現在は中学受験を決意し、ス

クールＦＣ（シグマＴＥＣＨ）で学ぶ日々。自宅から歩いて通える中高一貫男

子校がいったんの第一志望校。理由はいつも通っている習い事の近くだから。

保育園児。外面がよい甘えん坊。夫婦喧嘩の次の日、机をバンバン叩きなが

ら兄に喧嘩を売っていたのは、きっとご愛敬…。

私

夫

長男 S

次男 Y

　
「
だ
か
ら
、
や
る
べ
き
こ
と
を
や
ら
な
い
な
ら
怒
っ

て
い
い
け
ど
、
S
（
長
男
）
が
理
解
で
き
な
い
こ
と

に
対
し
て
、
い
ち
い
ち
怒
ら
な
い
で
よ
！
S
が
勉
強

を
嫌
い
に
な
っ
た
ら
、
ど
う
し
て
く
れ
る
の
！
」

　

久
し
ぶ
り
に
感
情
を
抑
え
き
れ
ず
、
食
卓
を
バ
ン

バ
ン
叩
き
な
が
ら
、
激
高
し
て
夫
に
怒
鳴
る
私
。

「
は
ぁ
？
何
も
や
ら
な
い
な
ら
、
口
を
出
す
な
！
」

　

夫
も
私
に
怒
鳴
り
返
し
ま
す
。

「
あ
ぁ
、
そ
う
で
す
か
、
わ
か
り
ま
し
た
。
じ
ゃ
あ
受

験
す
る
と
決
ま
っ
た
か
ら
に
は
、
口
も
手
も
出
す
か

ら
！
だ
い
た
い
ね
、
多
く
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
割

合
や
速
さ
の
抽
象
概
念
は
、
生
活
で
の
経
験
値
に
結

び
つ
か
な
い
と
難
し
い
の
！
つ
ま
ず
き
や
す
い
範
囲

な
の
！
私
だ
っ
て
小
6
の
と
き
、“
こ
の
量
を
①
と

し
た
と
き
の
ほ
に
ゃ
ら
ら
”
っ
て
問
題
に
、„
①
っ
て

な
ん
な
の
、
も
と
に
し
た
場
合
っ
て
な
ん
な
の
、
本

当
は
ち
ゃ
ん
と
物
量
あ
る
で
し
ょ
！
き
ち
ん
と
書
い

て
”
っ
て
毎
回
キ
レ
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い
た
よ
！
」

　

止
ま
ら
な
い
夫
婦
喧げ

ん
か嘩

に
、
そ
っ
と
向
こ
う
の
部

屋
に
消
え
る
子
ど
も
た
ち
。
そ
れ
を
目
の
端
に
捉
え

な
が
ら
も
、
ま
す
ま
す
口
汚
く
お
互
い
を
罵の

の
し

る
夫
婦

…
。

　

た
ま
っ
て
い
た
鬱う

っ
ぷ
ん憤

を
一
通
り
ぶ
つ
け
合
い
、
夫

婦
が
ボ
ソ
ボ
ソ
話
す
段
に
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が

「
終
わ
っ
た
ー
？
」

と
見
計
ら
っ
た
よ
う
に
、
現
れ
ま
し
た
。
そ
の
屈く

っ
た
く託

の
な
さ
に
苦
笑
し
つ
つ
、

「
ご
め
ん
、ご
め
ん
、ち
ょ
っ
と
フ
ィ
ー
バ
ー
し
ち
ゃ
っ

た
」

と
小
声
で
謝
り
ま
す
。
す
る
と
長
男
が

「
も
う
ホ
ン
ト
だ
よ
〜
」

と
さ
ら
っ
と
し
た
一
言
を
返
し
て
き
ま
し
た
。
内
心
、

あ
れ
、
い
つ
の
間
に
か
だ
い
ぶ
心
も
成
長
し
た
な
ぁ

と
驚
き
ま
す
。
3
年
生
ま
で
は
本
当
に
幼
く
て
、
夫

婦
喧げ

ん
か嘩

を
す
る
た
び
に
傷
つ
い
た
顔
を
し
て
い
た
の

に
。
こ
の
感
じ
だ
と
6
年
生
の
頃
に
は
ギ
リ
ギ
リ
大

人
度
（
自
他
を
客
観
視
で
き
る
度
合
い
）
も
高
ま
る

か
…
。
夫
へ
の
怒
り
を
ま
だ
く
す
ぶ
ら
せ
つ
つ
、
意

識
の
片
隅
で
考
え
ま
す
。

　

子
ど
も
の
成
長
は
本
当
に
早
い
も
の
で
、
10
歳
以

降
は
あ
っ
と
い
う
間
に
精
神
的
に
成
長
し
、
親
の
手

元
か
ら
飛
び
立
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
中
学
受
験
は
そ

ん
な
わ
が
子
と
同
じ
方
向
を
向
い
て
ど
っ
ぷ
り
か
か

わ
れ
る
最
後
の
機
会
、
と
言
う
方
も
い
ま
す
。
ま
さ

に
わ
が
家
も
同
じ
で
す
。
思
春
期
の
空
へ
ぽ
わ
ぽ
わ

飛
び
立
と
う
と
し
て
い
る
わ
が
子
の
目
線
を
進
路
に

誘
導
し
て
、
も
う
ち
ょ
っ
と
だ
け
一
緒
に
遊
ん
で
よ
、

と
ワ
ン
チ
ー
ム
の
ス
ク
ラ
ム
を
組
む
感
じ
か
な
、
と

イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
す
。

　

そ
し
て
、
冒
頭
の
夫
婦
喧げ

ん
か嘩

に
戻
れ
ば
…
言
う
ま

で
も
な
く
、
長
男
の
受
験
は
、“
子
は
か
す
が
い
”
と

ば
か
り
に
、
い
ま
ま
で
目
を
そ
む
け
が
ち
だ
っ
た
夫

婦
の
関
係
性
の
、
試
金
石
と
な
る
予
感
に
満
ち
満
ち

て
い
ま
す
。
次
の
日
、
さ
っ
そ
く
夫
が
『
二
月
の
勝

者
―
絶
対
合
格
の
教
室
―
』（
ビ
ッ
ク
コ
ミ
ッ
ク
ス
）

を
大
人
買
い
し
て
き
ま
し
た
。“
狂
気
に
ガ
ク
ブ
ル
…
”

と
笑
い
飛
ば
し
な
が
ら
も
、
あ
る
程
度
の
結
果
を
求

め
る
な
ら
ば
、
い
ま
ま
で
の
夫
婦
の
あ
り
方
と
は
明

ら
か
に
モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
が
必
要
な
気
持
ち
に
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
未
知
の
領
域
に
多
少
お
じ
け
る
気
持
ち

を
認
め
つ
つ
、“
受
か
ら
な
く
て
も
死
ぬ
わ
け
で
な
し
”

と
夫
婦
と
家
族
の
第
二
章
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
楽
し
み
に

思
う
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
る
私
。

　

さ
て
さ
て
、
夫
婦
関
係
や
親
子
関
係
は
今
後
ど
う

な
る
の
か
。
家
族
が
ワ
ン
チ
ー
ム
に
な
れ
た
と
し
て
、

七
転
び
八
起
き
、
た
ど
り
着
く
先
に
ど
ん
な
「
幸
せ

な
受
験
」
が
あ
る
の
か
。
そ
も
そ
も
わ
が
家
に
と
っ

て
の
「
幸
せ
な
受
験
」
と
は
…
！？
花
ま
る
の
教
室
長

と
い
え
ど
も
、
理
想
通
り
に
は
到
底
い
か
な
い
、
と

あ
る
家
庭
の
リ
ア
ル
中
受
奮
闘
記
を
お
届
け
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
　

�

花
ま
る
学
習
会　

川
波 

朋
子

夫婦喧
げ ん か

嘩から幕開け―（新 5 年生 1 月）

とある花まるの先生が、
わが子の中学受験に直面した

その 1

家族構成



保育園児。外面がよい甘えん坊。最近のはやりは「おしり」。毎日 100

回以上言っては、このうえなく幸せそうに笑っている（50 回を超えると

私は遠い目）。
次男 Y

　
「
え
っ
、
毎
日
こ
ん
な
に
夏
期
講
習
が
あ
る
の
！？
」

「
そ
う
だ
よ
。
で
も
、
お
母
さ
ん
は
5
年
生
の
と
き
、

も
っ
と
通
っ
て
い
た
覚
え
が
あ
る
よ
」

「
う
っ
そ
、
せ
っ
か
く
の
夏
休
み
が
…
」

「
何
を
言
っ
て
い
る
の
、
受
験
生
！　

夏
の
間
に
4
年

生
で
や
っ
て
な
か
っ
た
国
語
と
社
会
の
問
題
集
も
や
る

よ
！
」

「
ム
ー
リ
ー
！
」

「
無
理
じ
ゃ
な
い
！
（
ク
ワ
ッ
）」

　

…
私
か
ら
す
る
と
、自
分
で
受
験
す
る
と
決
め
た
じ
ゃ

な
い
、
5
年
の
夏
な
の
だ
か
ら
当
た
り
前
、
と
思
う
が
、

マ
イ
ペ
ー
ス
長
男
の
Ｓ
は
、
受
験
生
で
も
夏
休
み
な
の

だ
か
ら
、
け
っ
こ
う
遊
べ
る
と
思
っ
て
い
た
ら
し
い
。

甘
い
、
砂
糖
の
よ
う
に
甘
い
…
！　

大
リ
ー
グ
ボ
ー
ル

養
成
ギ
プ
ス
を
は
め
る
か
！？　

と
つ
っ
こ
み
た
く
な
る

が
、
こ
こ
で
そ
う
い
え
ば
、
と
思
い
出
す
。
中
学
受
験

を
経
験
し
た
私
だ
が
、
通
っ
て
い
た
塾
の
先
生
に
、

「
あ
な
た
は
本
番
１
か
月
前
に
や
っ
と
本
気
を
出
し
た

も
の
ね
～
」

と
受
験
後
に
言
わ
れ
た
黒
歴
史
を
。
私
自
身
も
そ
の
当

時
、
相
当
な
ぼ
ん
や
り
受
験
生
だ
っ
た
の
だ
。
結
局
は

似
た
者
親
子
か
、
と
少
し
口
調
を
柔
ら
か
く
す
る
私
。

　

確
か
に
、よ
っ
ぽ
ど
上
位
層
の
負
け
ず
嫌
い
の
子
か
、

夢
や
目
標
が
が
っ
ち
り
固
ま
っ
て
い
る
子
か
、
い
ま
ま

で
に
似
た
よ
う
な
努
力
経
験
が
あ
る
子
で
な
い
限
り
、

小
学
生
の
子
ど
も
が
、
は
じ
め
て
の
受
験
に
到
達
点
の

見
通
し
を
立
て
て
、
現
状
に
危
機
感
を
抱
き
つ
つ
、
自

ら
足
り
な
い
領
域
を
自
覚
し
て
コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組
む

な
ん
て
…
ま
ぁ
お
お
か
た
は
夢
物
語
で
あ
る
。

　

だ
が
、
ひ
た
す
ら
ブ
ー
ブ
ー
文
句
を
言
い
続
け
る
長

男
Ｓ
と
話
し
て
い
る
と
、
イ
ラ
イ
ラ
が
込
み
上
げ
て
く

る
。だ
ん
だ
ん
口
調
が
尖
っ
て
く
る
私
を
横
目
で
見
て
、

夫
が
ナ
イ
ス
フ
ォ
ロ
ー
。

「
Ｓ
は
4
年
生
の
と
き
は
算
数
と
理
科
だ
け
で
、
国
語

と
社
会
は
塾
に
通
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
。
夏
の
間
に

遅
れ
を
取
り
戻
さ
な
い
と
な
る
と
、
い
つ
や
る
ん
だ
？

学
校
が
あ
る
期
間
に
自
分
で
計
画
し
て
で
き
る
の
か
？

お
母
さ
ん
は
Ｓ
の
目
標
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
ん
だ

ぞ
」

 　

教
室
で
子
ど
も
た
ち
に
「
ム
ー
リ
ー
」
と
い
く
ら

言
わ
れ
て
も
、
そ
う
だ
よ
ね
、
と
受
容
し
て
対
話
で
き

る
が
、
日
々
一
緒
に
い
る
わ
が
子
だ
と
つ
い
感
情
が

波
立
っ
て
„
か
わ
い
さ
余
っ
て
憎
さ
1
0
0
倍
”
状

態
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
そ
う
、
こ
う
や
っ
て
片

方
が
キ
ー
ッ
と
な
り
そ
う
な
と
き
は
、
冷
静
な
ほ
う
が

フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
る
と
、だ
い
ぶ
助
か
る
ん
だ
よ
ね
、

と
久
し
ぶ
り
に
夫
に
感
謝
す
る
。
い
ま
ま
で
の
子
育
て

の
な
か
で
、「
両
親
が
二
人
し
て
子
ど
も
を
責
め
な
い
・

子
ど
も
の
逃
げ
場
が
ま
っ
た
く
な
い
状
態
に
し
な
い
」

を
、
夫
婦
の
共
通
見
解
に
し
て
い
て
よ
か
っ
た
…
と
思

う
今
日
こ
の
頃
。

　

さ
て
、
Ｓ
の
社
会
の
力
を
強
化
す
る
た
め
に
、
夏
の

間
の
週
末
は
、
社
会
カ
ル
タ
大
会
（
歴
史
人
物
や
都
道

府
県
の
カ
ル
タ
）
を
家
族
で
開
催
し
た
。
は
じ
め
は
私

が
優
位
だ
っ
た
の
に
、
だ
ん
だ
ん
と
夫
と
Ｓ
の
実
力
が

追
い
つ
い
て
き
て
、接
戦
に
。
そ
し
て
、夏
の
サ
マ
チ
ャ

レ
（
テ
ー
マ
別
集
中
夏
期
講
習
）
で
都
道
府
県
カ
ル
タ

が
扱
わ
れ
て
か
ら
は
、
つ
い
に
Ｓ
の
圧
勝
と
い
う
展
開

に
…
。
や
っ
ぱ
り
、
場
の
力
学
と
い
う
か
、
集
団
授
業

の
切
磋
琢
磨
の
雰
囲
気
の
な
か
で
生
ま
れ
る
子
ど
も
の

集
中
力
に
は
敵
わ
な
い
な
～
と
悔
し
く
思
い
つ
つ
、
問

題
集
も
な
ん
と
か
夏
休
み
最
終
日
に
終
え
、
あ
っ
と
い

う
間
に
5
年
生
の
夏
は
過
ぎ
て
い
っ
た
。
果
た
し
て
こ

の
夏
の
努
力
は
、
秋
か
ら
は
じ
ま
る
外
部
模
試
の
結
果

に
反
映
さ
れ
る
の
か
。
ド
キ
ド
キ
す
る
の
は
親
ば
か
り
。

　
　

�

花
ま
る
学
習
会　

川
波 

朋
子

夏、足りないピースは埋められたか…!?
（5 年生 9 月）

とある花まるの先生が、
わが子の中学受験に直面した

その2

都内の私立中高出身。過去にはスクールＦＣで小中学生の英語も教えて

いた、花まるの先生。子どもが生まれてからは事務方まわりの仕事を多

くしている。そろそろアンガーマネジメントを学ぼうかと思っている。
私

地方の公立中高出身。息子たちの成長が喜びで、Ｓが持ち帰るテストを

解いては「まだ俺もいける」「直観では、もう敵わなくなってきたよ」と

一喜一憂する子煩悩パパ。
夫

4 歳から生粋の花まるっ子として過ごす。今年の夏（5 年生）のサマースクー

ルでは「火おこしの国」に参加。「○○中学合格」と願いごとを焚火にく

べたらしいが、なんと「合格」の「格」を間違えて書いたという…まさか、

受からないフラグ！？（涙）

長男 S

家族構成



保育園児。外面がよい甘えん坊。まだまだ下ネタが流行り。ヨシ
タケシンスケさんの『おしっこ ちょっぴり もれたろう』を 3 か月
以上、母に毎晩読み聞かせをせがむ。何がそんなにおもしろいの
かまったく理解できないが、ケタケタ笑って毎晩幸せそう。

次男 Y

　

久
々
に
カ
ー
ッ
と
頭
に
血
が
の
ぼ
っ
た
。

「
な
ん
で
そ
ん
な
、
ま
っ
た
く
自
分
の
た
め
に
な
ら
な
い

ウ
ソ
つ
く
の
、
あ
り
え
な
い
…
…

！！！
」

子
ど
も
か
ら
あ
ら
ま
し
を
聞
き
取
っ
た
あ
と
、
大
声
で

怒
鳴
り
散
ら
し

「
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
よ
！
」

と
夫
へ
、
事
の
次
第
を
伝
え
る
。

「
S
が
な
ん
と
3
か
月
近
く
も
、
毎
日
の
計
算
と
漢
字

を
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
な
か
っ
た
っ
て
…
…
！　

見
て

よ
、
こ
の
穴
あ
き
テ
キ
ス
ト

！！！
」

目
が
つ
り
上
が
っ
た
般は

ん
に
ゃ若

の
面
の
ご
と
き
形
相
で
、
頭

に
は
角
が
生
え
て
い
た
だ
ろ
う
。
背
景
は
雷
と
暴
風
雨

だ
。

　

発
端
は
、
S
が
シ
グ
マ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
の
授
業
後
に
、
先

生
に
残
さ
れ
て
ガ
ッ
ツ
リ
叱
ら
れ
て
い
た
こ
と
。

「
ほ
か
に
や
っ
て
い
な
い
の
は
？
」

「
…
…
〇
〇
で
す
」

「
ど
う
し
て
や
ら
な
い
の
？
」

「
…
…
夏
休
み
が
終
わ
っ
て
…
…
な
ん
だ
か
毎
日
や
る
リ

ズ
ム
が
戻
せ
な
く
て
…
…
。
模
試
の
成
績
は
落
ち
て
な

い
し
…
や
ら
な
く
て
も
大
丈
夫
か
な
っ
て
…
…
」

長
い
長
い
沈
黙
の
あ
と
、
泣
き
な
が
ら
白
状
す
る
S
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
耳
半
分
で
聞
い
て
い
た
私
は
、
S

の
告
白
に
驚
愕
の
あ
ま
り
、ポ
カ
ン
と
口
が
開
く
。毎
朝
、

計
算
と
漢
字
の
時
間
は
と
っ
て
い
て

「
今
日
は
終
わ
っ
て
い
る
？
」

「
終
わ
っ
て
い
る
よ
」

と
や
り
と
り
を
し
て
い
た
の
だ
。
S
と
先
生
の
話
が
終

わ
っ
た
あ
と
に
、
該
当
の
テ
キ
ス
ト
を
一
緒
に
見
返
す
。

見
事
な
穴
あ
き
状
態
。
や
っ
て
い
る
日
も
あ
れ
ば
、
1

週
間
く
ら
い
真
っ
白
な
部
分
も
あ
る
。
中
途
半
端
に
途

中
で
終
わ
ら
せ
て
い
る
日
も
あ
る
。
ク
ッ
キ
ー
を
こ
っ

そ
り
親
に
だ
ま
っ
て
食
べ
て
「
食
べ
て
な
い
よ
」
と
ウ

ソ
を
つ
き
つ
つ
、
口
元
に
か
け
ら
を
残
し
て
笑
っ
て
い

た
2
歳
の
頃
の
か
わ
い
い
か
わ
い
い
S
が
頭
を
よ
ぎ
る
。

も
し
魔
法
が
使
え
た
な
ら
き
っ
と
「
時
間
よ
、
巻
き
戻

れ
！
」
と
大
声
で
叫
ん
で
い
た
だ
ろ
う
。

「
信
頼
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず
、な
ん
だ
よ
。
も
う
当
分
、

信
頼
し
な
い
。
全
部
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
」

夫
に
も
ガ
ッ
ツ
リ
叱
ら
れ
た
S
は
、
就
寝
ま
で
終
始
、

涙
目
だ
っ
た
。

　

さ
て
…
…
数
日
す
る
と
、
少
し
は
冷
静
に
物
事
を
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
教
室
の
子

だ
っ
て
ウ
ソ
は
つ
く
。
そ
れ
は
「
ウ
ソ
を
つ
い
て
い
る
」

と
い
う
自
覚
が
な
い
場
合
も
あ
り
、
深
く
考
え
ず
に
そ

の
時
々
の
都
合
の
悪
い
状
況
を
、
な
ん
と
か
く
ぐ
り
ぬ

け
よ
う
と
し
て
い
る
だ
け
、
と
い
う
と
き
も
。
そ
し
て

ウ
ソ
が
暴
か
れ
て
、「
こ
の
ま
ま
で
は
目
の
前
の
人
の
信

頼
を
失
っ
て
し
ま
う
な
」「
自
分
の
た
め
に
な
ら
な
い
な
」

と
感
じ
る
経
験
を
何
回
か
し
て
、
行
動
が
変
わ
っ
て
い

く
。
わ
が
子
だ
け
は
例
外
、
な
ん
て
こ
と
が
あ
る
わ
け

な
い
の
だ
な
…
と
自
分
の
親
バ
カ
っ
ぷ
り
と
期
待
の
高

さ
を
反
省
す
る
ば
か
り
だ
。

 　

ち
な
み
に
後
日
、
大
学
時
代
の
友
人
は

「
私
も
中
学
受
験
時
代
、
何
の
た
め
に
勉
強
す
る
の
か
わ

か
ら
な
く
て
、
宿
題
は
答
え
を
丸
写
し
し
て
い
た
よ
。

し
か
も
、
丸
写
し
と
バ
レ
な
い
よ
う
な
技
を
開
発
し
て
、

い
か
に
ご
ま
か
す
か
に
命
を
燃
や
し
て
い
た
か
ら
ね
」

と
得
意
げ
に
言
っ
て
い
た
。
彼
女
は
親
が
必
死
に
受
験

対
策
し
た
中
高
一
貫
校
に
な
ん
と
か
入
学
し
た
そ
う
だ

が
、
そ
の
後
の
大
学
受
験
ま
で
の
間
に
は
、
コ
ツ
コ
ツ

真
面
目
派
に
転
向
し
、
推
薦
入
試
で
大
学
に
入
学
し
た
。

い
ま
で
は
、
優
秀
な
国
家
公
務
員
と
し
て
バ
リ
バ
リ
働

い
て
い
る
。

　

経
験
値
が
足
り
な
く
て
先
を
見
通
せ
な
か
っ
た
り「
何

の
た
め
の
勉
強
か
」
を
明
確
に
で
き
な
か
っ
た
り
す
る

段
階
の
小
学
生
は
、
ウ
ソ
や
ご
ま
か
し
が
発
生
し
や
す

い
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。「
ウ
ソ
や
ご
ま
か
し
は
誰
も

が
通
る
道
」
だ
と
思
う
と
、
5
年
生
の
こ
の
時
期
に
発

覚
し
て
ガ
ッ
ツ
リ
叱
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、S
に
と
っ

て
よ
か
っ
た
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
あ
と
受
験
ま
で
1
年

余
り
…
…
親
子
の
奮
闘
は
き
っ
と
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
…
…
。

�

花
ま
る
学
習
会　

川
波 

朋
子

般
はんにゃ

若登場
（5 年生 11 月）　

とある花まるの先生が、
わが子の中学受験に直面した

その3

都内の私立中高出身。過去にはスクールＦＣで小中学生の英語も
教えていた、花まるの先生。最近買ったボードゲームの名作「カ
タン」は家族の中で勝ち越し中。まだまだ息子には負けたくない
……！と内心思っている。

私

地方の公立中高出身。少しでも寒くなると真っ先に「こたつを出
そう」と言ってくる。怒るときはけっこう怒るが、基本は子煩悩
パパ。

夫

4 歳から生粋の花まるっ子として過ごす。久々にガッツリ全員に叱
られた今回。さてさていつまでその殊勝さは続くか……。長男 S

家族構成



小学校の先生が面談で絶句⁉
（5 年生 12 月）　

とある花まるの先生が、
わが子の中学受験に直面した

その4

東京都内の私立中高一貫女子高出身。過去にはスクールＦＣで小中学
生の英語も教えていた、花まるの先生。子どもが生まれてからは事
務方まわりの仕事を多くしている。長男の身長が自分に迫ってきて、
ついつい「ちょっと並んで」と鏡の前でまだ抜かされていないこと
を何回も確かめてしまう。靴の大きさはすでに抜かされた。

私

地方の公立高校出身。数独や MENSAクイズ好き。S の低学年時代
は持ち帰ってくるレインボータイムに一緒に取り組み、「ウソだろ、
レベル 99 解けない！」「オレ解けたぜ！」と、Ｓと一喜一憂して
いた子煩悩パパ。

夫

保育園児。外面がよい甘えん坊。腕の皮ふに唇をつけて息を出す
と、おならのような音を出せることを教えてしまったら……「ねぇ
ママ、どっちが汚いおなら（のような音）を出せるか勝負しよう」
とニヤニヤしながら日に何度も言ってくる。

次男 Y

4 歳から生粋の花まるっ子として過ごす。夏に声変わりがはじまり、
秋にかけて、だんだん声が低くなってきた。身長も毎年 10cm 近く
伸びている。身体はひょろデカい、のんびり屋。

長男 S

「
先
生
、
ち
ょ
っ
と
ご
相
談
が
あ
る
の
で
す
が
」

「
は
い
、
も
ち
ろ
ん
で
す
」

「
あ
の
ー
、
塾
の
先
生
に
薦
め
ら
れ
て
、
都
立
中
学
の
受

検
も
考
え
て
い
る
の
で
す
が
…
…
」

「
え
っ
、
都
立
で
す
か
…
…
！？　

そ
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
」

「
今
さ
ら
な
感
じ
も
す
る
の
で
す
が
、
学
校
の
成
績
を
、

こ
こ
か
ら
上
げ
る
た
め
に
何
を
す
れ
ば
い
い
か
、
相
談
に

乗
っ
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
」

「
は
い
っ
っ
！ 　

え
ー
ー
ー
ー
ー
ー
と
…
…
で
は
ま
ず

…
…
」

　

5
年
の
秋
冬
は
だ
ん
だ
ん
受
験
モ
ー
ド
が
強
ま
り
、
模

試
で
も
志
望
校
を
書
い
て
、
順
位
や
判
定
が
出
る
時
期
。

だ
が
コ
ロ
ナ
禍
で
ほ
と
ん
ど
学
校
見
学
も
で
き
て
お
ら

ず
、
な
か
な
か
第
一
志
望
の
学
校
以
外
の
選
択
肢
を
広
げ

ら
れ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
な
か
、
Ｆ
Ｃ
の
先
生
に
薦
め
ら

れ
た
都
立
（
公
立
中
高
一
貫
校
）
の
学
校
も
い
っ
た
ん
、

志
望
校
と
し
て
意
識
し
、
小
学
校
の
先
生
に
も
相
談
し
て

み
た
の
だ
が
…
…
。

　

あ
れ
、
先
生
、
絶
句
し
ま
し
た
よ
ね
、
い
ま
。
そ
う
い

え
ば
、
5
年
生
の
春
の
面
談
は
、
夫
に
行
っ
て
も
ら
っ
た

の
だ
が
、

「
授
業
中
に
、
Ｓ
く
ん
は
う
と
う
と
し
て
い
て
、
眠
い
み

た
い
で
す
」

と
指
摘
さ
れ
た
ん
だ
っ
け
、
と
思
い
出
す
。
す
っ
か
り
忘

れ
て
い
た
厚
顔
無
恥
な
私
。
だ
が
、今
年
か
ら
担
任
に
な
っ

た
若
い
Ａ
先
生
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
中
学
受
験
に
も

理
解
が
あ
る
と
マ
マ
友
か
ら
聞
い
て
い
る
。
ま
ぁ
授
業
中

に
寝
て
い
る
子
が
内
申
点
を
取
れ
る
わ
け
が
な
い
よ
ね
、

と
内
心
恥
ず
か
し
く
思
い
な
が
ら
も
、
カ
エ
ル
の
面
に
水

の
ご
と
く
、何
食
わ
ぬ
顔
を
し
て
、
話
を
進
め
る
。
す
る
と

「
ま
ず
は
記
述
の
量
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
」

と
、
泣
け
る
ほ
ど
具
体
的
で
ご
も
っ
と
も
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
く
。

「
急
に
記
述
の
質
を
上
げ
る
の
は
難
し
い
と
思
う
の
で
、

ま
ず
は
こ
ん
な
ふ
う
に
、
ノ
ー
ト
に
書
く
自
分
の
考
え
や

感
想
を
、
3
行
か
ら
5
行
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
で
努
力

を
判
断
し
ま
す
。
お
い
お
い
質
も
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」

手
を
抜
い
て
3
行
で
い
つ
も
終
わ
ら
せ
て
い
る
Ｓ
に
溜
息

を
つ
き
つ
つ
、
な
ん
て
親
切
で
誠
実
な
先
生
な
の
だ
と
、

一
気
に
信
頼
度
が
爆
上
が
り
す
る
。

　

帰
宅
し
て
夫
に

「
も
う
、
だ
い
ぶ
恥
ず
か
し
か
っ
た
～
、
一
瞬
、
絶
句
さ

れ
ち
ゃ
っ
た
よ
！
」

と
報
告
す
る
と

「
ま
ぁ
、
い
ま
ま
で
ま
っ
た
く
都
立
は
考
え
て
い
な
か
っ

た
し
、
学
校
の
成
績
も
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
し
な
ぁ
」

と
な
ぜ
か
慰
め
モ
ー
ド
。
い
や
、
あ
な
た
の
息
子
で
も
あ

る
ん
で
す
け
ど
ね
…
…
。
Ｓ
に
も
「
ま
ず
は
記
述
の
量
を

増
や
す
」
方
針
を
言
う
と
、「
げ
ぇ
ぇ
、
ウ
ソ
で
し
ょ
」

と
ま
っ
た
く
前
向
き
で
は
な
い
。
夫
に
も
加
勢
し
て
も
ら

い
、「
Ｆ
Ｃ
の
先
生
も
お
薦
め
し
て
く
れ
た
し
、
学
校
の

Ａ
先
生
も
親
切
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
か
ら
、
ま
ず

は
言
わ
れ
た
通
り
、
や
っ
て
み
よ
う
」
と
説
得
し
、
Ｓ
も

し
ぶ
し
ぶ
了
承
。
ふ
ぅ
、
な
ん
だ
か
な
ぁ
。
早
め
に
学
校

見
学
へ
連
れ
て
行
か
ね
ば
。

　

公
立
中
高
一
貫
の
受
検
は
、
私
立
中
学
受
験
と
出
題
の

形
式
が
異
な
り
、
必
要
な
力
も
や
や
異
な
る
。
お
そ
ら
く

社
会
や
漢
字
な
ど
、
知
識
や
暗
記
を
求
め
ら
れ
る
問
題

で
点
数
が
取
れ
ず
、「
考
え
て
書
く
問
題
の
ほ
う
が
好
き

～
（
で
き
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
）」
と
言
う
Ｓ
に
合

わ
せ
て
、
Ｆ
Ｃ
の
先
生
が
薦
め
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
ろ
う

が
…
…
。
な
に
し
ろ
狭
い
募
集
枠
の
厳
し
い
戦
い
な
の
で
、

そ
も
そ
も
内
申
点
が
取
れ
な
い
だ
ろ
う
Ｓ
は
圏
外
と
な
る

可
能
性
の
ほ
う
が
高
い
。
だ
が
、
学
費
の
こ
と
や
進
学
後

の
授
業
内
容
を
考
え
る
と
、
親
か
ら
見
て
も
公
立
中
高
一

貫
の
受
検
は
確
か
に
魅
力
的
で
は
あ
る
。
適
切
な
2
月
3

日
の
志
望
校
を
、
ほ
か
に
設
定
で
き
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
の
で
、
あ
わ
よ
く
ば
、
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
校
と
し
て
い
っ

た
ん
そ
の
ま
ま
突
き
進
む
こ
と
に
し
た
。
さ
て
、
親
の
こ

の
時
期
の
こ
の
判
断
は
、
は
た
し
て
吉
と
出
る
の
か
凶
と

出
る
の
か
…
…
ま
だ
誰
も
知
ら
な
い
。
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2
月
2
日
の
夜
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ゴ
ミ
置
き
場
か
ら

戻
っ
て
き
た
夫
が
あ
る
報
告
を
し
て
く
る
。

「
あ
の
さ
、
古
紙
回
収
の
場
所
に
、
中
学
受
験
の
テ
キ
ス

ト
プ
リ
ン
ト
一
式
が
、
紐
で
し
ば
っ
て
山
の
よ
う
に
出
さ

れ
て
い
て
さ
。
た
ぶ
ん
、
お
隣
の
Ｒ
く
ん
の
と
こ
ろ
だ
と

思
う
ん
だ
け
ど
…
」

「
え
っ
…
」

二
人
で
し
ば
し
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。
隣
の
Ｒ
く
ん
は
小

学
6
年
生
で
、
今
年
、
受
験
生
だ
。

「
…
山
！？  

ま
さ
か
も
う
受
験
終
了
っ
て
こ
と
？  

き
っ
と

2
月
1
日
の
第
一
志
望
校
に
受
か
っ
た
っ
て
こ
と
だ
よ
ね

…
そ
し
て
、
結
果
が
出
て
す
ぐ
、
テ
キ
ス
ト
プ
リ
ン
ト
類

を
全
部
ゴ
ミ
出
し
！？  

ひ
ょ
え
～
…
」

「
っ
て
こ
と
は
、
し
ば
ら
く
学
校
を
休
む
っ
て
言
っ
て
い

た
け
れ
ど
、
Ｓ
は
明
日
か
ら
ま
た
Ｒ
く
ん
と
登
校
で
き
る

か
。
2
月
1
日
か
ら
の
一
週
間
は
、
親
も
送
迎
や
ら
な
ん

や
ら
で
仕
事
を
や
り
く
り
す
る
っ
て
職
場
の
先
輩
が
言
っ

て
い
た
け
ど
な
ぁ
…
す
げ
え
な
ぁ
」

明
け
て
3
日
の
朝
、
息
子
と
一
緒
に
学
校
へ
向
か
う
Ｒ
く

ん
に

「
お
は
よ
う
！  

受
験
終
了
？
」

と
聞
く
と
、

「
そ
う
。
今
日
か
ら
ま
た
学
校
に
行
け
る
～
」

と
あ
っ
さ
り
答
え
て
く
れ
た
。
や
は
り
2
月
1
日
の
第
一

志
望
校
に
受
か
っ
た
と
い
う
。

「
わ
ぁ
、
お
め
で
と
う
！  

す
ご
い
、
さ
す
が
だ
ね
！
」

と
心
か
ら
祝
い
つ
つ
、
来
年
の
今
頃
に
思
い
を
馳
せ
る
。　
　
　

は
た
し
て
わ
が
家
は
こ
ん
な
に
も
晴
れ
や
か
に
受
験
終
了

を
迎
え
ら
れ
る
の
か
、
そ
う
で
は
な
い
の
か
。

　

い
つ
も
お
っ
と
り
と
優
雅
に
話
す
Ｒ
く
ん
の
マ
マ
だ

が
、
そ
の
あ
ま
り
の
潔
さ
と
仕
事
の
速
さ
に
脱
帽
す
る
ば

か
り
。
さ
す
が
で
ご
ざ
い
ま
す
、
と
拝
ん
で
い
ろ
い
ろ
と

あ
や
か
り
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
Ｒ
く
ん
の
ご
家

庭
は
お
姉
さ
ん
も
い
て
、
4
年
前
に
中
学
受
験
を
経
験
し

て
い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
私
だ
っ
た
ら

き
っ
と
、
名
残
を
惜
し
ん
で
そ
ん
な
に
さ
っ
ぱ
り
す
っ
き

り
切
り
替
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
な
ぁ
…
。

 　

さ
て
さ
て
、
受
験
ま
で
正
味
一
年
だ
が
、
ス
ク
ー
ル
Ｆ

Ｃ
の
シ
グ
マ
T
E
C
H
部
門
で
は
、「
夕
ご
飯
を
お
う
ち

で
食
べ
る
中
学
受
験
」
を
掲
げ
て
い
る
。
5
年
生
ま
で
は
、

週
末
は
リ
ア
ル
授
業
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
な
が

ら
も
、
平
日
は
通
塾
の
必
要
が
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す

べ
て
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
通
塾
時
間
の
大
幅

な
短
縮
だ
。
下
の
子
も
ま
だ
手
が
か
か
る
し
、
塾
弁
当
を

用
意
で
き
る
自
信
が
カ
ケ
ラ
も
な
か
っ
た
私
に
も
非
常
に

優
し
い
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

　

取
り
組
む
べ
き
学
習
範
囲
も
明
確
で
、
一
週
間
の
課
題

を
、
自
分
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
に
落
と
し
込
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
5
年
生
の
初
期
こ
そ
フ
ォ
ロ
ー

が
必
要
だ
っ
た
が
、
慣
れ
て
く
れ
ば
、
一
人
で
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
集
団
授
業
は
週
2
日
だ
し
、
必
要
な
学
習

部
分
を
厳
選
し
て
く
れ
る
お
か
げ
で
、
課
題
の
量
も
そ
こ

ま
で
多
く
は
な
い
。
本
人
が
続
け
た
が
っ
た
サ
ッ
カ
ー
や

テ
ニ
ス
、
ピ
ア
ノ
な
ど
の
習
い
事
も
、
曜
日
を
や
り
く
り

し
て
、
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
し
て
わ
が
息
子
な
が
ら
、
時
間
の
や
り
く
り
が
う
ま

く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
も
思
う
。
朝
に
早
起
き
し
た
ら
、

好
き
な
こ
と
を
し
て
い
て
い
い
よ
、
と
言
っ
て
い
た
ら
、

こ
の
一
年
は
、
朝
6
時
過
ぎ
に
は
自
然
に
目
を
覚
ま
し
、

好
き
な
ゲ
ー
ム
や
動
画
を
見
る
よ
う
に
。
ゲ
ー
ム
パ
ワ
ー

で
の
早
起
き
は
い
か
が
な
も
の
か
と
も
思
う
が
、
朝
の
7

時
に
計
算
・
漢
字
だ
け
は
マ
ス
ト
で
や
っ
て
い
る
の
で
、

ま
ず
は
早
起
き
の
習
慣
が
大
事
、
と
黙
認
中
。

　

ち
な
み
に
模
試
の
偏
差
値
は
、
乱
気
流
の
よ
う
に
安
定

せ
ず
、
回
に
よ
っ
て
激
し
く
上
下
し
て
い
る
。
昨
年
の
夏

に
多
少
テ
コ
入
れ
し
た
つ
も
り
の
社
会
は
、
い
ま
だ
に
点

数
が
取
れ
な
い
…
。
た
だ
し
、
よ
い
と
き
の
偏
差
値
を
信

じ
れ
ば
、
Ｓ
が
こ
こ
に
行
き
た
い
な
、
と
言
っ
て
い
る
第

一
志
望
校
は
、
合
格
圏
内
で
は
あ
る
。
最
難
関
校
を
目
指

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
…
と
、
結
局
は
親
も
子
も
ど

こ
か
ま
だ
の
ん
び
り
し
て
い
る
、
5
年
生
の
冬
。
中
学

受
験
で
の
第
一
志
望
校
合
格
率
は
約
3
割
と
言
わ
れ
て
い

て
、
未
来
は
ま
っ
た
く
見
通
せ
な
い
。
だ
が
、
で
き
う
る

な
ら
ば
、
来
年
の
今
頃
、
お
隣
さ
ん
ち
の
よ
う
に
な
れ
ま

す
よ
う
に
と
切
に
祈
る
2
月
初
旬
で
あ
っ
た
。
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お隣さんちにあやかりたい！
（5 年生 2 月）　

とある花まるの先生が、
わが子の中学受験に直面した

その5

東京都内の私立中高一貫女子高出身。過去にはスクールＦＣで小
〜中学生の英語も教えていた、花まるの先生。子どもが生まれて
からは事務方まわりの仕事を多くしている。夫と協力体制で、受
験も子どもの思春期も乗り切れたなら、子どもが巣立ったあとも、
よき関係を築けそうな気がする今日この頃。

私

地方の公立高校出身。もともとは「なんでそんなところにお金か
けるの、東京って変じゃない？」と中受否定派だった。近くの公
立中学校に、スポーツ系部活の選択肢がほぼないことがわかり、「中
学生男子は身体を動かしたほうがよい」という信念に基づき、俄然、
中受に前向きになった。

夫

保育園児。外面がよい甘えん坊。なんだかんだ遊んでくれる兄が
大好きで、なんでもまねっこする。ちょっかいを出しては、返り
討ちにあい、よく泣きわめいている。

次男 Y

4 歳から生粋の花まるっ子として過ごす。最近は、真冬でも半そ
で半ズボンを押し通すという、よくわからないこだわりを発揮す
る。大昔の同級生にもこういう子っていたよなぁ……昭和か！  と
母は突っ込みたくなる。

長男 S

家族構成



あと半年もない…！
（6 年生 9 月）　

とある花まるの先生が、
わが子の中学受験に直面した

その6

東京都内の私立中高一貫女子高出身。過去にはスクールＦＣで小
中学生の英語も教えていた、花まるの先生。子どもが生まれてか
らは事務方周りの仕事を多くしている。夏、ついにＳに身長を越
され、悔しいような嬉しいような寂しいような眩しいような……
不思議な気持ち。

私

地方出身の子煩悩パパ。Ｓが持ち帰る「スーパー算数」の問題群
を一番楽しんでいる。「すげえな、これ解ける小学生いるの！？」
とＳと解法を確かめながら、得意な分野をつまみ食い。

夫

保育園児。ある日の朝食時、ニュースを見て時事ネタを話してい
たら、突然「ウクライナ情勢はさ～」とまるで解説するかのよう
な声を上げたＹ。家族みんなで顔を見合わせて、大爆笑。聞きか
じりの単語で、なんとか自分に注目を集めようとするお調子者。

次男 Y

4 歳から生粋の花まるっ子として過ごす。毎年行っていたサマー
スクールも最後ということで、かねてから希望していた「無人島
サバイバル」コースへ。魚が釣れずに醤油メシ……はなんとか回
避できた模様。「楽しかった！」と輝く笑顔で帰ってきた。これで
きっと満足して受験まで頑張れるはず……！

長男 S

　

あ
っ
と
い
う
間
に
、
6
年
生
の
夏
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
…
…
。
な
ぜ
だ
か
不
安
が
込
み
上
げ
て
く
る
。
と
い
う

の
も
、
思
い
っ
き
り
夏
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
（
死
語
？
）
し
て

し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
夏
期
講
習
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
1
泊

で
は
あ
る
が
家
族
で
の
キ
ャ
ン
プ
も
楽
し
ん
だ
し
、
Ｓ
を

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
も
行
か
せ
て
し
ま
っ
た
。
親
も
子
も

受
験
本
気
モ
ー
ド
に
な
り
き
れ
て
い
な
い
ま
ま
、
夏
の
天

王
山
を
迂
回
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な

い
。

　

い
や
い
や
そ
れ
で
も
、
決
し
て
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ

て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
6
年
生
に
な
り
、
平
日
の
授

業
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
な
く
、
通
塾
ス
タ
イ
ル
に
な
っ

た
こ
と
で
、
い
い
意
味
で
Ｓ
の
ス
イ
ッ
チ
も
少
し
切
り
替

わ
っ
た
し
、
さ
ら
に
増
え
た
課
題
量
も
こ
な
し
て
は
い
る
。

朝
の
計
算
・
漢
字
も
継
続
し
て
で
き
て
い
る
。
夏
休
み
も

ほ
ぼ
毎
日
の
夏
期
講
習
に
通
い
、
朝
か
ら
晩
ま
で
の
サ
マ

チ
ャ
レ
（
集
中
特
訓
講
座
）
で
学
習
体
力
も
つ
い
て
き
た

よ
う
だ
。
た
ま
り
に
た
ま
っ
た
小
学
生
新
聞
も
、
夏
の
間

に
切
り
抜
き
だ
け
は
終
わ
っ
た
。
家
で
や
っ
た
都
道
府
県

カ
ル
タ
大
会
で
は
、
親
は
も
は
や
惨
敗
だ
っ
た
。
気
を
つ

か
わ
れ
て
、「
次
は
オ
レ
が
札
を
読
み
上
げ
る
か
ら
、
父

ち
ゃ
ん
と
母
ち
ゃ
ん
で
競
え
ば
？
」
と
Ｓ
に
言
わ
れ
た
と

き
に
は
が
っ
く
り
と
き
た
。
そ
う
、
ほ
か
の
子
の
成
長
も

著
し
い
だ
ろ
う
が
、
Ｓ
も
成
長
し
て
い
る
…
…
の
だ
。

　

4
月
か
ら
の
変
化
で
は
、
Ｓ
は
「
ス
ー
パ
ー
算
数
」
の

講
座
へ
も
月
2
回
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
親
と
し
て

は
、
習
熟
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
主
眼
を
置
き
が
ち
な
受
験
算

数
に
と
ど
ま
ら
ず
、
算
数
や
数
学
と
い
う
学
問
の
お
も
し

ろ
さ
も
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
で
、
送
り
出
し
て

い
る
。
各
校
舎
か
ら
算
数
好
き
が
集
ま
っ
て
く
る
の
で
、

「
す
げ
ー
頭
が
い
い
奴
ら
が
い
っ
ぱ
い
い
る
」
と
、
周
囲

に
圧
倒
さ
れ
る
場
面
も
多
い
よ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
「
今

日
は
な
ん
と
か
戦
え
た
」
と
い
う
日
も
あ
り
、
Ｓ
に
と
っ

て
大
い
に
刺
激
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

親
も
や
っ
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ト
で
の
学
校
説
明
会

申
し
込
み
の
コ
ツ
が
わ
か
っ
て
き
て
、
5
年
生
の
と
き
は

負
け
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
予
約
を
勝
ち
取
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
し
込
み
が
で
き
る
の
は
あ
り
が
た

い
が
、
先
着
順
な
の
は
い
か
が
な
も
の
か
、
と
正
直
思
う
。

申
し
込
み
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
タ
イ
マ
ー
を
か
け
、
懐
か

し
の
時
報
を
聞
き
な
が
ら
、
オ
ン
タ
イ
ム
で
サ
イ
ト
の
更

新
ボ
タ
ン
を
押
し
、
申
し
込
み
情
報
を
必
死
で
コ
ピ
ペ
し

て
い
く
。
E
n
t
e
r
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、「
よ
し
取
れ

た
！
」
と
い
う
日
も
あ
れ
ば
、「
う
わ
、
も
う
い
っ
ぱ
い
」

と
す
ご
す
ご
引
き
下
が
る
日
も
あ
る
が
、
や
っ
と
勝
率
が

上
が
っ
て
き
た
の
だ
。
人
気
ア
イ
ド
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
チ

ケ
ッ
ト
か
と
疑
う
ほ
ど
の
、
1
分
1
秒
を
争
う
こ
の
激
闘
、

受
験
生
の
親
の
み
な
さ
ん
が
や
っ
て
い
る
か
と
思
う
と
、

本
当
に
頭
が
下
が
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
人
数
も
限
ら
れ
る

人
気
校
の
予
約
が
ま
っ
た
く
取
れ
ず
、
学
校
見
学
も
体
験

授
業
も
行
け
て
い
な
い
ま
ま
だ
っ
た
が
、
夏
終
わ
り
ま

で
に
何
校
か
め
ぐ
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
っ
と
早
く
に
め

ぐ
っ
て
お
き
た
か
っ
た
…
…
と
思
わ
な
く
も
な
い
が
、
滑

り
込
み
セ
ー
フ
と
考
え
よ
う
。
実
際
に
行
っ
て
み
る
こ
と

で
、
子
ど
も
と
学
校
の
相
性
も
肌
感
覚
で
見
極
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

さ
て
、
9
月
の
こ
こ
か
ら
は
も
う
待
っ
た
な
し
。
い
ま

ま
で
の
通
塾
に
プ
ラ
ス
し
て
、
週
末
の
特
訓
講
座
の
開
始
、

過
去
問
の
開
始
、
毎
月
の
模
試
と
振
り
返
り
、
文
化
祭
見

学
、
保
護
者
会
＆
面
談
、
受
験
校
の
最
終
決
定
…
…
と
や

る
こ
と
は
目
白
押
し
だ
。
子
ど
も
も
忙
し
い
が
、
親
の
タ

ス
ク
も
さ
ら
に
増
え
る
。
親
か
ら
見
る
と
、
相
変
わ
ら
ず

マ
イ
ペ
ー
ス
な
Ｓ
。
模
試
の
成
績
も
上
が
っ
た
り
下
が
っ

た
り
と
変
わ
ら
ず
忙
し
い
。
い
ろ
い
ろ
な
不
安
は
つ
き
な

い
が
、
あ
ま
り
心
配
し
す
ぎ
て
も
仕
方
が
な
い
。
習
い
事

も
す
べ
て
辞
め
る
か
お
休
み
し
、
受
験
モ
ー
ド
に
入
る
準

備
は
整
っ
た
。
最
後
ま
で
一
緒
に
走
り
抜
け
る
覚
悟
を
決

め
る
、
9
月
初
旬
。

�

花
ま
る
学
習
会　

川
波 

朋
子

家族構成



下がる偏差値とパンドラの箱
（6 年生 11 月）　

とある花まるの先生が、
わが子の中学受験に直面した

その7

東京都内の私立中高一貫女子高出身。過去にはスクールＦＣで小中学
生の英語も教えていた、花まるの先生。アンガーマネジメントの「イ
ラっときたら 6 秒間数える」を実施してみてはいるが、毎回うまく
いくわけではないのが困ったところ……。

私

子煩悩パパ。算数は東京出版の『中学への算数』なども買い込み、
ペラペラめくっては、解けそうな問題を一人で楽しんでいる。点
数が取れるかどうかは別として、S がまだ算数好きでいられるのは、
夫の影響かもしれない。

夫

お調子者の保育園児。なくて七癖。寝る前は母のひじをコネコネ
コネコネ……ひたすら触っている。きっとあともう少しと思い続
けて、はや 4 年。終わりは唐突に訪れそうな予感。

次男 Y

4 歳から生粋の花まるっ子として過ごす。志望校は、部活・家から
の近さ・本人の希望・学校理念の魅力・偏差値の 5 点で最終決定。
変わらず 22 時就寝、6 時起床で身長がグングン伸び続けている。

長男 S

　

秋
は
怒
涛
の
模
試
シ
ー
ズ
ン
。
オ
ー
プ
ン
模
試
の
結
果

を
見
て
み
る
と
、
な
ん
と
、
9
月
、
10
月
、
11
月
と
偏
差

値
が
5
ず
つ
下
が
っ
て
い
る
…
…
。
い
ま
ま
で
は
乱
気
流

だ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
下
が
り
続
け
る
と
は
、
な
に
か

の
ホ
ラ
ー
だ
ろ
う
か
⁉  

サ
メ
映
画
の
効
果
音
を
思
い
浮

か
べ
て
、
し
ば
ら
く
現
実
逃
避
し
て
み
る
。
一
息
つ
い
た

の
ち
、
志
望
校
も
考
え
直
し
か
な
ぁ
と
、
さ
っ
そ
く
担
当

の
T
先
生
に
面
談
を
申
し
込
む
こ
と
に
。

す
る
と
、
T
先
生
は
開
口
一
番
、

「
や
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
ね
～
S
く
ん
」

と
穏
や
か
な
顔
で
ほ
ほ
笑
ん
だ
。
え
、
そ
ん
な
楽
観
視
で

き
る
状
態
で
す
か
、
こ
れ
⁉

「
い
つ
も
は
取
れ
て
い
る
問
題
で
す
け
れ
ど
ね
～
」

ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
な
T
先
生
の
い
い
声
に
、
さ
さ
く
れ

だ
っ
た
心
が
少
し
ず
つ
癒
さ
れ
て
い
く
。
確
か
に
オ
ー
プ

ン
模
試
は
散
々
だ
が
、
学
校
別
の
模
試
で
は
、
60
％
合
格

率
が
出
て
い
る
と
き
も
あ
る
。
そ
し
て
9
月
、
10
月
の
段

階
で
は
、
ま
っ
た
く
合
格
圏
内
に
ひ
っ
か
か
ら
な
か
っ
た

過
去
問
演
習
も
、
11
月
に
入
り
、
よ
う
や
く
合
格
最
低
点

を
超
え
る
年
度
も
出
て
き
た
。
相
変
わ
ら
ず
過
去
問
解
き

な
お
し
の
コ
メ
ン
ト
は
、「
国
語
の
論
文
を
頑
張
る
」
な

ど
と
的
外
れ
で
、「
い
つ
ま
で
に
、
何
を
、
ど
う
、
頑
張

る
の
さ
！
」
と
力
い
っ
ぱ
い
突
っ
込
み
た
く
な
る
状
態
だ

が
。
面
談
の
結
果
、
迷
い
つ
つ
も
、
い
っ
た
ん
志
望
校
群

は
こ
の
ま
ま
変
え
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

　

面
談
後
、
し
ば
し
考
え
る
私
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
と

体
調
管
理
に
専
念
し
て
き
た
が
、
今
後
も
勉
強
の
中
身
に

は
手
を
触
れ
な
い
べ
き
か
、
少
し
は
手
を
出
す
べ
き
か

…
…
。
一
度
で
も
、
で
き
て
い
な
い
中
身
ま
で
見
ち
ゃ
っ

た
ら
、
ど
う
し
て
も
手
や
口
を
出
し
た
く
な
る
よ
な
ぁ
と
。

　

ふ
と
、
N
ち
ゃ
ん
親
子
の
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
る
。
保
育

園
の
頃
か
ら
仲
良
し
の
N
ち
ゃ
ん
は
、
S
に
と
っ
て
は
幼

馴
染
の
女
の
子
で
あ
る
。
ま
っ
す
ぐ
素
直
で
、
特
訓
が
大

好
き
で
、
い
つ
で
も
全
力
投
球
。
N
ち
ゃ
ん
の
マ
マ
と
は
、

母
た
ち
の
息
抜
き
と
し
て
、
先
日
お
し
ゃ
べ
り
し
た
ば
か

り
。

　

志
望
校
の
決
め
方
は
、
ご
家
庭
の
方
針
で
本
当
に
さ
ま

ざ
ま
だ
が
、
N
ち
ゃ
ん
の
お
う
ち
は
、
4
年
の
頃
か
ら
い

く
つ
も
の
学
校
を
め
ぐ
っ
た
結
果
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
女

子
中
高
は
合
わ
な
い
と
思
っ
た
よ
う
で
、
共
学
＆
大
学
付

属
校
に
志
望
校
群
を
定
め
て
い
た
。
そ
ん
な
N
マ
マ
い
わ

く
、「
中
学
受
験
は
、
後
ろ
に
い
る
、
大
人
の
勝
負
で
も

あ
る
わ
よ
！
」
と
。
確
か
に
中
学
受
験
に
は
そ
う
い
う
一

面
も
あ
る
。
夏
ま
で
は
ス
イ
ミ
ン
グ
の
全
国
大
会
参
加
と

受
験
勉
強
を
両
立
し
て
き
た
、
頭
の
よ
い
N
ち
ゃ
ん
だ
が
、

「
応
仁
の
乱
」
の
漢
字
を
な
ぜ
か
先
日
も
間
違
え
た
と
い

う
。
暗
記
科
目
は
特
に
、
ス
キ
マ
時
間
を
使
っ
て
繰
り
返

し
一
問
一
答
が
で
き
る
よ
う
に
、
派
生
分
野
も
含
め
て
、

母
が
取
捨
選
択
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
似
た
者
タ
イ
プ
で

努
力
家
の
N
ち
ゃ
ん
親
子
な
ら
、
こ
の
ま
ま
受
験
終
了
ま

で
き
っ
と
二
人
三
脚
で
突
っ
走
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
「
焦
っ
た
親
が
急
に
い
ら
ん
こ
と
を
は
じ
め
る
」
と
は

よ
く
言
わ
れ
る
が
、
さ
て
わ
が
家
は
ど
う
す
る
か
。
あ
と

か
ら
後
悔
す
る
よ
り
は
と
考
え
た
挙
句
、
恐
る
恐
る
過
去

問
演
習
の
S
の
回
答
を
見
る
こ
と
に
し
た
。
結
果
、
も
う

す
ぐ
12
月
な
の
に
、
こ
の
レ
ベ
ル
！？  

と
愕
然
と
す
る
こ

と
に
。
や
は
り
と
い
う
べ
き
か
、
パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
開
け

て
し
ま
っ
た
気
分
だ
。
た
と
え
ば
、
社
会
の
回
答
の
一
文

が
長
す
ぎ
る
。
二
百
文
字
を
句
読
点
な
し
で
書
く
な
ん
て

ウ
ソ
で
し
ょ
！？  

め
ま
い
が
す
る
…
…
。

「
え
っ
と
こ
れ
さ
、
主
語
と
述
語
が
一
致
し
な
く
な
る
し
、

短
い
文
に
区
切
っ
て
書
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
」

ち
ょ
う
ど
塾
か
ら
帰
っ
て
き
て
ご
は
ん
を
食
べ
る
S
に
話

し
か
け
る
。
が
、
疲
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

「
え
、
な
ん
で
」

と
話
を
聞
こ
う
と
し
な
い
。

「
い
や
、
だ
か
ら
さ
…
…
」

押
し
問
答
に
な
り
か
け
、
し
ま
い
に
S
は

「
オ
レ
は
こ
れ
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
の
！
」

と
声
を
荒
ら
げ
は
じ
め
る
。
つ
い
私
も
イ
ラ
っ
と
し
て
、

「
こ
ん
な
ん
じ
ゃ
受
か
ら
な
い
よ
！
」
と
、
禁
句
が
の
ど

元
ま
で
せ
り
上
が
っ
て
く
る
。
が
、
ど
う
に
か
こ
う
に
か
、

我
慢
・
が
ま
ん
・
ガ
マ
ン
…
…
。

　

一
呼
吸
お
い
て
、
お
互
い
が
疲
れ
て
い
る
夜
に
話
す
事

柄
で
は
な
い
な
、
と
反
省
。
マ
イ
ペ
ー
ス
な
S
と
い
え
ど

も
、
思
春
期
に
入
り
か
け
。
親
に
上
か
ら
言
わ
れ
る
と
、

つ
い
反
発
し
た
く
も
な
る
だ
ろ
う
。
私
だ
っ
て
そ
う
だ
っ

た
。
あ
ー
、失
敗
、失
敗
。
こ
の
件
は
、私
か
ら
で
は
な
く
、

Ｆ
Ｃ
の
先
生
か
ら
言
っ
て
も
ら
っ
て
解
決
し
て
も
ら
う
こ

と
に
し
た
。

　

さ
て
、
ガ
ッ
ツ
リ
入
り
込
む
ほ
ど
、
親
目
線
で
は
焦
り

が
つ
の
っ
て
く
る
こ
の
季
節
。
つ
い
つ
い
、
足
り
て
い
な

さ
そ
う
な
分
野
の
問
題
集
を
ネ
ッ
ト
検
索
し
て
は
ポ
チ
り

た
く
な
る
衝
動
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
。
手
元
に
あ
る
問

題
集
を
繰
り
返
し
た
ほ
う
が
効
果
的
だ
ろ
う
か
ら
、
実
際

に
取
り
組
め
る
か
は
別
だ
け
れ
ど
、
と
言
い
訳
し
つ
つ
、

検
索
の
手
を
止
め
ら
れ
な
い
ま
ま
、
11
月
の
暗
夜
は
更
け

て
い
く
…
…
。
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もしや受験撤退！？
（6 年生 12 月）　

とある花まるの先生が、
わが子の中学受験に直面した

その8

東京都内の私立中高一貫女子高出身。過去にはスクールＦＣで小中学
生の英語も教えていた、花まるの先生。ふと、ニュースを見て家族
で「これってこういうことだよね」と話せるようになったのも、S が
中学受験の勉強をしたおかげだな、と気づく。佳境のこの時期、勉
強面はどうしても気になっちゃったときだけ、ほんのり口を出すよ
うにしている（加減が難しい…）。

私

子煩悩パパ。たまに S と一緒にお風呂に入って、男同士のバカ話
をしている模様。S が物語文の内容に共感できず、まったく点が
とれないのを見ても、「小学生男子に、女子の間のいざこざや感情
なんて、読み取れるわけないじゃん」とあっさりしたもの。本番
で女の子が主人公の物語文が出ませんように…と切に祈る。

夫

次男 Y
お調子者の保育園児。夕飯時は「納豆いやー」とわめくが、「一緒
にお兄ちゃんを応援しよう。ネバネバは身体にいいの！」と主張
する私に、ムリヤリ食べさせられている。

4 歳から生粋の花まるっ子として過ごす。国語の過去問を解いてい
て、時折「この論説文、おもしろいんだよ」と教えてくれるように
なったことも、成長の一端。物事の新たな見方や知識をインストー
ルする「学び」が「おもしろい」と思える感性が、S のなかに育っ
ていることが喜ばしい。

長男 S

　
12
月
頭
の
あ
る
夜
、
運
動
不
足
解
消
の
た
め
に
、

家
族
4
人
で
近
所
の
公
園
へ
走
り
に
い
っ
た
。
ポ
ツ

ポ
ツ
と
し
た
蛍
光
灯
だ
け
が
、
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
照
ら
す
。
し
ば
ら
く
走
っ
て
い
た
Ｓ
が
、
ペ
ー
ス

ダ
ウ
ン
し
始
め
、
す
で
に
歩
い
て
い
た
私
に
追
い
つ

く
。
寒
い
ね
～
な
ん
て
話
題
の
あ
と

「
い
よ
い
よ
受
験
が
近
づ
い
て
き
た
ね
～
」

と
水
を
向
け
る
と
、
S
が
ボ
ソ
ッ
と
言
葉
を
吐
く
。

「
…
も
う
受
験
さ
、
い
つ
辞
め
て
も
い
い
ん
だ
け
ど
」

「
え
っ
！？
」

「
な
ん
か
も
う
疲
れ
た
」

「
え
！？  
え
え
ー
！？  

だ
っ
て
…
え
っ
、
だ
っ
て
…
5

年
に
な
る
と
き
に
、
S
が
や
る
っ
て
決
断
し
た
か
ら

…
み
ん
な
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
こ
こ
ま
で
来
た
ん

だ
け
ど
…
」

「
だ
っ
て
、
こ
ん
な
に
大
変
だ
と
思
わ
な
か
っ
た
ん

だ
…
な
ぞ
ぺ
ー
の
延
長
の
算
数
だ
け
か
と
思
っ
て
た

ん
だ
よ
。
四
科
目
も
あ
る
な
ん
て
大
変
す
ぎ
る
。
H

（
仲
の
良
い
友
人
）
も
公
立
中
だ
し
…
」

「
え
え
え
え
え
、
ウ
ソ
で
し
ょ
」（
絶
句
）

　
心
の
中
で
は
、（
い
ま
さ
ら
、
何
を
言
っ
て
い

る
の
ー
！  

課
題
も
倍
々
に
な
る
っ
て
説
明
し
た

よ
ー
ー
ー
！
）
と
言
葉
が
溢
れ
つ
つ
、
い
つ
に
な
く

ボ
ソ
ボ
ソ
し
ゃ
べ
り
の
S
の
言
葉
に
動
揺
し
て
、

「
そ
っ
か
ぁ
…
そ
う
な
の
か
ぁ
…
ち
ょ
っ
と
…
パ
パ

に
も
相
談
し
て
み
る
よ
…
」

と
し
か
言
葉
を
返
せ
な
い
私
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る

う
ち
に
、
次
男
の
Y
が
割
り
込
ん
で
き
て
、
そ
の
日

は
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
も
な
く
、
帰
宅
。
ぐ
る
ぐ
る

し
た
ま
ま
子
ど
も
た
ち
は
就
寝
時
間
に
。

　
夜
、
夫
に
相
談
す
る
と
、
あ
っ
さ
り
返
答
が
。

「
少
し
前
か
ら
よ
く
言
っ
て
い
た
よ
、
風
呂
で
」

「
え
ー
、早
く
教
え
て
よ
！  

な
ん
て
返
し
て
い
た
の
？
」

「
大
変
に
な
っ
て
き
た
か
ら
な
、
そ
の
気
持
ち
は
わ

か
る
け
れ
ど
、
こ
こ
ま
で
来
た
ら
も
う
ち
ょ
っ
と
だ

か
ら
、
頑
張
ろ
う
っ
て
」

「
な
、
な
る
ほ
ど
…
S
の
反
応
は
？
」

「
ま
ぁ
、
そ
う
だ
け
ど
さ
～
み
た
い
な
感
じ
」

 

　
…
こ
こ
で
選
択
肢
は
2
つ
。

①
「
家
族
会
議
を
開
く
」

S
の
言
い
分
を
聞
き
、
今
後
の
方
向
性
を
決
め
て
い

く
。
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
中
学
受
験
続
行
か
、
も

し
く
は
勇
気
あ
る
撤
退
（
高
校
受
験
へ
回
る
）
か
…
。

②
「
お
お
ご
と
に
し
な
い
」

気
持
ち
を
受
け
止
め
つ
つ
、
お
お
ご
と
に
は
せ
ず
、

応
援
し
続
け
る
。
子
ど
も
だ
っ
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
上
が
り
下
が
り
す
る
。
ま
し
て
や
S
に
と
っ
て
、

は
じ
め
て
の
試
練
と
い
っ
て
も
い
い
場
面
。
課
題
や

過
去
問
な
ど
、
毎
日
や
る
べ
き
タ
ス
ク
に
追
わ
れ
て
、

朝
か
ら
晩
ま
で
自
由
時
間
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
泣
き

言
を
言
い
た
く
な
る
状
況
な
の
は
確
か
。

　
夫
と
話
し
た
結
果
、
よ
く
も
わ
る
く
も
ま
だ
精
神

的
に
幼
い
S
の
内
面
を
考
慮
し
、
我
々
の
希
望
も
加

味
し
て
、
②
「
お
お
ご
と
に
し
な
い
」
路
線
で
行
こ

う
と
な
っ
た
。
な
ん
だ
か
ん
だ
「
や
ろ
う
」
と
言
う

と
、「
え
～
」
と
か
言
い
な
が
ら
も
素
直
に
机
に
向

か
っ
て
い
る
し
、
我
々
は
引
き
続
き
応
援
す
る
ス
タ

ン
ス
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
。
一
緒
に
最
後
ま

で
頑
張
っ
た
結
果
、「
終
わ
り
よ
け
れ
ば
す
べ
て
よ

し
」
に
な
る
可
能
性
を
信
じ
て
。

 

　
さ
て
、
引
き
続
き
頑
張
っ
て
い
る
S
に
、
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
た
結
果
、
S
の
集
中

力
が
上
が
る
よ
う
な
食
べ
物
を
！  

と
い
う
こ
と
で
、

向
か
っ
た
方
向
は
、
食
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
主
食
の

炭
水
化
物
の
ほ
か
、タ
ン
パ
ク
質
、脂
質
、ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
分
を
で
き
る
だ
け
3

食
全
部
で
提
供
、
と
い
う
の
が
基
本
路
線
。
そ
し
て

血
糖
値
を
下
げ
な
い
た
め
に
、
補
食
も
準
備
。
料
理

下
手
な
自
分
に
は
正
直
き
つ
い
が
、
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
。
振
り
切
れ
た
私
に
つ
き
あ
わ
さ
れ
て
い
る
S

は
、
毎
晩
の
納
豆
に
渋
い
顔
…
。

　
1
月
校
の
受
験
ま
で
、あ
と
正
味
1
か
月
。
受
か
っ

て
も
落
ち
て
も
、
S
の
た
め
の
よ
い
時
間
に
し
た
い
、

と
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
が
湧
き
上
が
る
12
月
。
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心まで乱気流
（6 年生 1 月）　

とある花まるの先生が、
わが子の中学受験に直面した

その9

東京都内の私立中高一貫女子高出身。過去にはスクールＦＣで小中
学生の英語も教えていた、花まるの先生。わが家に神棚はないので、
合格祈願のお札をよさそうなところへ飾ったが、固定が甘く何度も
落ちる…。自分の揺れる心は、いくつかの中学受験小説を読んで慰
める日々。

私

地方の公立校出身。コロナを経ておうち時間が増え、家事も育児
もこなせるようになってきた子煩悩パパ。1 月、2 月は有給を使っ
て、私と交代で息子を全力サポ―ト。

夫

次男 Y
お調子者の保育園児。1 月 31 日の夜「お兄ちゃんは明日すっごく
頑張る日だから、食後のイチゴはお兄ちゃんに多めにあげて応援
しようね」と言ったが…寝る直前まで、なんでお兄ちゃんだけ…
と不満たらたらの甘えん坊。

のんびりマイペース長男。1 月末の大寒波。ベランダのバケツに張っ
た氷に、せっせと水を足しながら育てていた。透明度の高い氷が分
厚くできて、小学生新聞に載っていたあれだ！ と嬉しそう（冷凍庫
に比べて、ゆっくりと凍るから、空気などの不純物が含まれず白く
濁らない）。

長男 S

　

年
が
明
け
た
。
年
末
年
始
は
怒
涛
の
冬
期
講
習
や
正
月

特
訓
。
S
も
よ
う
や
く
受
験
生
に
な
っ
て
き
た
の
か
、
年

越
し
テ
レ
ビ
を
見
た
い
と
言
う
こ
と
も
な
く
、
机
に
向
か

う
普
通
の
日
と
し
て
年
末
年
始
を
迎
え
た
。

　

私
は
急
に
思
い
立
っ
て
、
1
月
入
試
が
始
ま
る
直
前
に
、

学
問
の
神
様
が
い
る
天
満
宮
に
、
S
を
連
れ
て
合
格
祈
願

へ
。
お
参
り
で
に
ぎ
わ
う
境
内
は
、
紅
白
の
梅
も
す
で
に

咲
い
て
い
て
、
よ
い
香
り
。
祈
祷
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
志

望
校
が
S
と
か
ぶ
っ
て
い
る
男
の
子
も
い
た
が
、
気
に
し

な
い
、
気
に
し
な
い
。

　

昔
、
自
分
も
手
に
し
て
い
た
学
業
成
就
の
鉛
筆
の
格
言

は
、「
あ
せ
ら
ず 

た
ゆ
ま
ず 

お
こ
た
ら
ず
」「
一
歩 

一
歩 

進
め
」
な
ど
変
わ
ら
な
い
。
い
ま
も
同
じ
よ
う
に
受
験
生

を
励
ま
し
て
い
る
な
ん
て
、
と
感
慨
深
く
思
っ
て
い
た
ら
、

目
を
離
し
た
す
き
に
、
夫
と
子
ど
も
た
ち
が
お
み
く
じ
を

引
い
て
い
た
。
心
臓
に
悪
す
ぎ
る
。
S
は
大
吉
だ
っ
た
と

ニ
コ
ニ
コ
。
Y
は
小
吉
だ
っ
た
と
涙
目
。
一
喜
一
憂
し
た

ら
、
何
か
の
フ
ラ
グ
が
立
ち
そ
う
だ
か
ら
、
も
は
や
何
も

言
う
ま
い
と
、
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ス
マ
イ
ル
で
お
み
く
じ
を

結
ぶ
様
を
見
守
る
小
心
者
の
私
。

　

さ
て
、
1
月
最
初
の
受
験
校
は
、
夫
に
送
り
迎
え
を
頼

ん
だ
が

「
ま
っ
た
く
緊
張
し
な
か
っ
た
。
模
試
の
ほ
う
が
緊
張
し

た
か
も
～
」

と
さ
わ
や
か
に
帰
っ
て
き
た
S
。
緊
張
で
ガ
チ
ガ
チ
は
困

る
が
、
ま
っ
た
く
肩
に
力
が
入
ら
な
い
の
も
ど
う
な
ん
だ

ろ
う
と
首
を
か
し
げ
た
く
な
る
。
川
沿
い
で
、
な
ん
か
の

ん
び
り
し
て
い
て
い
い
ん
だ
よ
ね
～
と
、
夫
も
S
も
気
に

入
っ
て
、
第
4
志
望
に
設
定
し
た
学
校
だ
。

　

結
果
は
、
無
事
に
合
格
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
ま
ず

は
ほ
っ
と
一
息
。
W
E
B
で
ポ
チ
っ
と
す
る
と
、
い
き
な

り
合
格
不
合
格
が
出
る
、
い
ま
ど
き
の
発
表
形
式
に
ド
キ

ド
キ
し
た
が
、
幸
先
の
よ
い
ス
タ
ー
ト
。

　

1
月
の
2
校
目
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
校
。
遠
く
て
実
際
は

通
え
な
い
が
、
お
試
し
受
験
に
落
ち
る
こ
と
で
、
S
に
危

機
感
を
抱
か
せ
て
奮
起
さ
せ
る
た
め
に
受
け
る
。
事
前
に

Ｆ
Ｃ
の
先
生
と
「
1
月
は
1
勝
1
敗
で
行
き
ま
し
ょ
う
」

と
作
戦
を
相
談
し
て
の
こ
と
だ
。

　

大
き
な
会
場
で
大
勢
の
親
た
ち
と
と
も
に
、
子
ど
も
を

ひ
た
す
ら
待
つ
時
間
は
何
と
も
言
え
ず
…
親
子
の
数
だ
け

い
ろ
い
ろ
な
ド
ラ
マ
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
、
と
せ
つ
な

い
よ
う
な
気
持
ち
で
ま
わ
り
を
見
渡
す
。
あ
ま
り
に
も
待

ち
時
間
が
長
か
っ
た
た
め
か
、
試
験
を
終
え
て
列
に
な
っ

て
出
て
く
る
S
を
迎
え
る
頃
に
は
、
あ
ぁ
、
う
ち
の
子
と

同
じ
よ
う
な
、
半
そ
で
半
ズ
ボ
ン
族
は
、
令
和
の
時
代
に

も
ま
だ
生
き
残
っ
て
い
る
ん
だ
な
、
と
見
当
違
い
の
感
想

を
抱
く
。
出
て
く
る
男
の
子
の
う
ち
、
50
人
に
1
人
く
ら

い
は
、
半
そ
で
半
ズ
ボ
ン
。
1
月
の
こ
の
寒
さ
で
、
よ
く

も
ま
ぁ
。

　

結
果
は
、
目
論
見
ど
お
り
、
不
合
格
。
す
っ
か
り
声
変

わ
り
も
完
了
し
た
低
い
声
で
、
Ｆ
Ｃ
の
先
生
に
不
合
格
を

報
告
す
る
電
話
の
声
は
、
場
違
い
に
明
る
く
軽
い
。

　

1
月
後
半
、
こ
こ
か
ら
、
S
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ダ

ウ
ン
し
て
い
っ
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
も
流
行
っ
て
い
た
の
で
、
迷
っ
た
末
に
学
校
は
休
ま
せ

た
の
が
、
S
に
は
凶
と
出
た
よ
う
だ
。
毎
日
、
家
と
塾
の

往
復
。
息
が
詰
ま
る
よ
う
で
、「
あ
と
ち
ょ
っ
と
だ
か
ら
」

と
持
ち
あ
げ
る
と
、
立
て
た
予
定
は
な
ん
と
か
消
化
す
る

が
、
ふ
と
し
た
瞬
間
に
、
後
ろ
向
き
な
言
葉
を
毎
日
の
よ

う
に
こ
ぼ
す
。
し
ま
い
に
は

「
も
う
1
こ
受
か
っ
た
し
、
受
験
終
わ
り
で
よ
く
な
い
？
」

と
言
い
出
す
。
も
と
も
と
あ
ま
り
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
マ
イ
ペ
ー
ス
な
と
こ
ろ
が
長
所
と
も
言
え
る
が
…
こ

れ
に
は
私
も
が
っ
く
り
し
た
。

　

た
ま
た
ま
電
話
で
話
し
た
友
人
に
、
衝
撃
を
こ
ぼ
し
た
ら

「
ゴ
ー
ル
の
共
有
が
S
と
で
き
て
い
な
か
っ
た
ん
だ
ね
」

と
ぐ
う
の
音
も
出
な
い
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
。
昔
の
少
女

マ
ン
ガ
だ
っ
た
ら
、
大
き
な
ギ
ザ
ギ
ザ
の
矢
が
胸
に
刺
さ

り
、
ガ
ガ
ー
ン
と
、
顔
半
分
に
思
い
っ
き
り
斜
線
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
子
ど
も
に
つ
ら
れ
て
親
の
気
持
ち

も
乱
気
流
の
よ
う
に
上
下
し
て
い
る
い
ま
、
正
論
は
威
力

が
あ
り
す
ぎ
る
。
家
庭
の
な
か
で
ゴ
ー
ル
を
共
有
し
続
け

る
っ
て
、
な
か
な
か
に
難
し
い
…
家
族
会
議
を
定
例
に
す

る
の
が
よ
か
っ
た
の
か
な
ぁ
…
と
つ
い
泣
き
言
が
浮
か

ぶ
。
あ
ぁ
せ
め
て
子
ど
も
に
は
、
こ
の
動
揺
を
見
せ
ま
い
。

　

さ
て
、
困
っ
た
と
き
は
塾
へ
。
先
生
に
相
談
し
て
、
自

習
室
に
S
を
誘
っ
て
も
ら
い
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ

て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
お
か
げ
で
や
や
持
ち
直
し
た
が
、

こ
ん
な
調
子
で
、本
命
（
の
は
ず
）
の
2
月
の
受
験
は
い
っ

た
い
ど
う
な
る
…
！？
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最後まで夫婦喧嘩…
（6 年生 2 月）　

とある花まるの先生が、
わが子の中学受験に直面した

その10

東京都内の私立中高一貫女子高出身。2 日の夜のお風呂あがり、私が
ニコニコしているように見えたらしく、あぁ受かったのかなと S は
思ったとのこと。女優にはなりきれなかった残念な母。

私

地方の公立校出身。2 日は落ちたり受かったり、アドレナリンが
出すぎたからか、その夜はあまり寝られなかったとのこと。意外
と繊細！？

夫

次男 Y
お調子者の保育園児。新年のお願いごとは、「6 年生になりますよ
うに」。いますぐ、S に身長も中身も追いつきたいよう。「Y が 6 年
生になる頃には、S はもう大人かな…」とコメントすると、「うそだぁ
…」と涙目。

のんびりマイペース。2 月受験校は、最後までどのプランにするか
親は揺れたが、「やらないで後悔するより、やったほうがいいじゃん」
という S 自身の言葉で、全落ちの可能性もありつつ、上位プランに
挑戦することになった。

長男 S

　

2
月
1
日
朝
、
4
時
半
に
目
が
覚
め
て
寝
ら
れ
な
く
な

る
。
夢
見
が
悪
い
。
海
外
旅
行
を
す
る
の
に
、
パ
ス
ポ
ー

ト
と
財
布
は
あ
る
も
の
の
、
洋
服
を
入
れ
た
カ
バ
ン
が
な

く
、
空
港
の
税
関
で
冷
や
汗
を
か
い
て
右
往
左
往
す
る
と

い
う
夢
。
な
ん
て
こ
っ
た
。
熱
い
紅
茶
を
飲
ん
で
、
夢
の

残
滓
を
振
り
払
う
。

　

い
つ
も
通
り
起
き
て
き
た
S
は
計
算
と
漢
字
の
ル
ー

テ
ィ
ン
を
こ
な
し
、
い
つ
も
通
り
朝
ご
は
ん
を
食
べ
た
。

早
め
に
2
人
で
家
を
出
る
。
も
う
私
の
背
丈
は
越
し
た
く

せ
に
、
駅
ま
で
の
道
す
が
ら
、
縁
石
に
乗
っ
て
少
し
で
も

高
い
と
こ
ろ
を
歩
こ
う
と
す
る
S
。
低
学
年
の
と
き
か
ら

変
わ
ら
な
い
姿
に
気
が
抜
け
る
。

　

最
寄
り
駅
で
電
車
に
乗
ろ
う
と
す
る
と
、
小
学
校
の
担

任
の
先
生
に
ば
っ
た
り
出
会
う
。
な
ん
と
い
う
偶
然
。「
頑

張
っ
て
な
」
と
い
う
声
に
見
送
ら
れ
て
、
電
車
に
乗
り
込

む
。
都
内
の
2
月
1
日
の
朝
、
確
か
に
親
子
連
れ
が
多
い
。

受
験
校
の
敷
地
に
入
る
前
に
、
Ｆ
Ｃ
の
先
生
方
の
入
試
応

援
Z
o
o
m
に
つ
な
ぎ
、
声
を
か
け
て
も
ら
う
。

「
Ｆ
Ｃ
の
先
生
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
サ
マ
ー
で
会
っ
た
先

生
も
声
を
か
け
て
く
れ
た
よ
」

と
S
は
嬉
し
そ
う
。
帰
り
に
は
、
豚
骨
魚
介
ラ
ー
メ
ン
を

食
べ
、
士
気
を
上
げ
る
。
1
月
校
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
に

1
つ
受
か
っ
た
の
で
、
2
月
1
日
の
午
後
入
試
は
パ
ス
。

明
日
に
備
え
て
、
寝
る
直
前
ま
で
社
会
な
ど
の
暗
記
項
目

を
見
直
す
。

 　

2
月
2
日
朝
、
持
ち
物
を
再
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
と
き

に
、
不
穏
な
末
尾
「
7
9
4
」
の
受
験
票
の
、
文
字
が
や

や
か
す
れ
て
い
る
の
が
気
に
な
っ
た
。
夫
に

「
こ
れ
、
も
う
一
度
プ
リ
ン
タ
ー
で
出
さ
な
い
？
」

と
言
っ
た
と
た
ん

「
オ
レ
は
こ
れ
で
い
い
と
思
っ
て
い
る
！
」

と
喧
嘩
腰
。
そ
の
後
、
売
り
言
葉
に
買
い
言
葉
が
止
ま
ら

な
い
。
な
ん
で
2
日
の
朝
に
こ
ん
な
喧
嘩
に
な
る
の
…
。

我
々
、
親
と
し
て
最
低
で
は
、
と
冷
静
な
自
分
は
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
が
、
吹
き
出
て
く
る
感
情
に
引
き
ず
ら
れ
て

し
ば
し
、
小
競
り
合
い
。
受
験
票
の
件
は
読
め
な
い
ほ
ど

で
は
な
い
の
で
、
し
ぶ
し
ぶ
自
分
の
主
張
を
抑
え
る
こ
と

に
し
た
。
こ
の
影
響
で
2
日
の
結
果
が
よ
く
な
か
っ
た
ら
、

と
落
ち
込
む
…
。

　

2
日
の
受
験
校
に
S
を
送
り
届
け
、
今
日
も
カ
フ
ェ
で

仕
事
。
さ
て
集
中
し
て
い
た
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
、
1
日

受
験
校
の
合
否
が
出
る
時
間
に
。
結
果
は
…
不
合
格
。
信

じ
ら
れ
な
い
思
い
で
、
何
度
も
Ｉ
Ｄ
／
P
a
s
s
を
打
ち

込
み
、
合
否
を
確
か
め
て
し
ま
う
…
。
夫
か
ら
は
「
残
念

で
し
た
、
次
に
期
待
」
と
短
い
L
I
N
E
が
。「
そ
う
だ

ね
」
と
返
し
つ
つ
、「
も
う
少
し
あ
の
単
元
を
や
っ
て
い

れ
ば
…
」
と
い
ま
さ
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
た
ら
れ
ば

や
、
合
格
し
て
い
た
ら
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
未
来
を
グ

ル
グ
ル
考
え
て
し
ま
う
。
思
い
の
ほ
か
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

て
い
る
自
分
に
シ
ョ
ッ
ク
だ
。
迎
え
の
時
間
ま
で
、
仕
事

に
逃
避
す
る
。

　

S
に
は
事
前
に
、
3
日
ま
で
の
受
験
が
全
部
終
わ
っ
て

か
ら
、
1
日
と
2
日
の
結
果
を
伝
え
て
4
日
以
降
の
動
き

を
考
え
よ
う
ね
、
と
伝
え
て
い
た
。
本
人
は
、
Ｆ
Ｃ
の
先

生
に
最
後
に
も
ら
っ
た
歴
史
の
一
問
一
答
か
ら
め
っ
ち
ゃ

出
題
さ
れ
た
、
と
興
奮
し
て
帰
っ
て
き
た
。
暗
い
顔
は
見

せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

　

夜
、
2
日
の
受
験
校
の
合
否
発
表
を
見
る
。
夫
は
ダ
メ

だ
っ
た
ら
態
度
に
出
ち
ゃ
い
そ
う
と
の
こ
と
だ
っ
た
の

で
、
一
人
で
ポ
チ
る
。
番
号
を
一
覧
表
か
ら
探
す
形
式
で
、

あ
れ
、
見
当
た
ら
な
い
…
。
え
、
ま
さ
か
…
。
も
う
一
度
、

深
呼
吸
を
し
て
見
直
す
。
末
尾
「
7
9
4
」
の
受
験
番
号

が
…
あ
、
あ
っ
た
…
！  

う
れ
し
涙
の
ほ
う
に
な
っ
て
よ

か
っ
た
ぁ
…
。
問
題
を
解
い
て
い
る
S
を
横
目
に
、
一
人

で
ゆ
っ
く
り
お
風
呂
に
入
っ
て
脱
力
。
第
一
希
望
群
の
学

校
に
受
か
っ
た
喜
び
と
安
心
が
じ
わ
じ
わ
込
み
上
げ
て
く

る
。

 　

2
月
3
日
、
都
立
入
試
の
日
。
あ
わ
よ
く
ば
の
記
念
受

験
の
気
持
ち
で
S
と
夫
を
見
送
る
。
お
昼
ご
は
ん
は
S
の

大
好
き
な
ピ
ザ
。
1
日
・
2
日
の
結
果
を
伝
え
る
と
、

「
も
う
受
け
な
く
て
い
い
ん
だ
、
終
わ
っ
た
―
―
―
―
！
」

と
雄
た
け
び
。
Ｆ
Ｃ
の
先
生
に
結
果
報
告
を
し
て
ね
ぎ
ら

い
を
も
ら
う
や
い
な
や
、
半
年
ほ
ど
我
慢
し
て
い
た
新
作

ゲ
ー
ム
に
飛
び
つ
く
S
。
ハ
イ
ハ
イ
、
も
う
好
き
な
だ
け

や
る
と
い
い
さ
。

 　

都
立
の
発
表
は
1
週
間
ほ
ど
先
な
の
で
、
こ
れ
に
て
受

験
終
了
。
夫
婦
喧
嘩
で
は
じ
ま
り
、
夫
婦
喧
嘩
で
終
わ
っ

た
気
が
す
る
わ
が
家
の
中
学
受
験
…
。
な
ん
と
も
し
ょ
っ

ぱ
い
気
持
ち
に
な
る
が
、
こ
れ
は
も
う
、
流
行
り
の
（
？
）

ケ
ン
カ
ッ
プ
ル
で
す
と
宣
言
す
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
か

…
。
張
り
つ
め
て
い
た
糸
が
ゆ
る
や
か
に
と
け
て
い
っ
た
、

わ
が
子
の
中
学
受
験
最
終
日
。
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プチ振り返り …
（6 年生 2 月）　

とある花まるの先生が、
わが子の中学受験に直面した

その11

東京都内の私立中高一貫女子高出身。ぐんぐん育ちゆく長男と甘え
ん坊次男に振り回される日々。子どもたちが巣立ったあとの夫婦関
係に、一抹の不安を感じている……。最近は「喧嘩するほど仲がいい」
と開き直るしかないのかなと思っている。

私

地方の公立校出身。結局 Sが受験したのは全部で 5 校。どの学校も
それぞれに特色がある、ステキな学校だった。S の 2 月1日校が残
念だったことに納得がいかないようで、受かると思ってたんだけ
どな～と、こっそり“たられば”を私にこぼす。

夫

次男 Y
保育園児。2 月のバタバタのなかで、同級生の女の子から手作りチョ
コレートをもらう。「わ、1 か月後のお返しどうしよう !?」と頭が
いっぱいの母を横目に、ひとりじめして瞬時にチョコを食べつく
す、スイーツ男子。

中受の受験率は 7 割、進学率は 5 割程度の地域に住んでいるが、
お友達が進学する学校の情報を何一つ正確に持ち帰ってきてはくれ
ない、のんびりマイペース屋。たまに聞いてきたと思いきや、学校
名が違っている……。私のママ友情報網は狭いんだから、本当にお
願いしますよ、もう……。

長男 S

　

受
験
終
了
日
翌
日
は
晴
れ
。

「
あ
ー
、
全
部
片
づ
け
た
い
！
」

と
私
の
欲
望
が
爆
発
。
家
の
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
て
い

る
山
の
よ
う
な
参
考
書
や
プ
リ
ン
ト
を
、

「
受
験
が
終
わ
っ
た
ら
、
焚
火
で
す
べ
て
燃
や
そ
う
！
（
わ

が
家
の
）
お
焚
き
上
げ
じ
ゃ
ー
！
」

と
息
巻
い
て
い
た
の
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と
調
べ
て
み
た
ら
、

野
焼
き
は
法
律
違
反
…
…
。
た
し
か
に
煙
や
舞
い
上
が
る

灰
が
迷
惑
か
…
…
。
が
っ
く
り
な
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
、

ゲ
ー
ム
に
か
じ
り
つ
く
S
の
お
尻
を
け
り
上
げ
て
（
比

喩
）、
参
考
書
や
ら
プ
リ
ン
ト
や
ら
を
す
べ
て
縛
り
上
げ
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
古
紙
回
収
置
き
場
へ
往
復
さ
せ
る
。

　　

そ
し
て
、
河
川
敷
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
エ
リ
ア
で
焚
火
を

し
た
。
炎
の
揺
ら
め
き
を
無
心
で
眺
め
て
い
る
と
、
こ
こ

最
近
の
緊
張
や
疲
れ
が
じ
わ
じ
わ
と
ほ
ど
け
て
い
く
よ
う

だ
。
2
月
に
し
て
は
暖
か
い
日
差
し
と
川
の
流
れ
の
き
ら

め
き
、
青
い
空
に
、
つ
い
目
を
細
め
て
し
ま
う
。
ぼ
け
ー
っ

と
デ
ト
ッ
ク
ス
を
味
わ
う
。
子
ど
も
た
ち
は
サ
ッ
カ
ー
を

し
た
り
、
周
囲
を
探
検
し
た
り
、
焚
火
の
た
め
の
流
木
を

集
め
た
り
と
せ
わ
し
な
い
が
、
私
は
い
つ
も
の
よ
う
に
焚

火
の
前
を
陣
取
り
、
動
か
な
い
。
火
の
番
人
は
ゆ
ず
れ
な

い
の
だ
、
完
璧
な
焼
き
イ
モ
の
た
め
に
も
。

　

で
き
上
が
っ
た
焼
き
イ
モ
は
自
分
史
上
最
高
の
ウ
マ

さ
。
石
焼
き
イ
モ
に
も
負
け
な
い
、
ね
っ
と
り
と
し
た
甘

み
。
ド
ヤ
顔
で
、
S
に
振
る
舞
い
な
が
ら
、
合
間
に
プ
チ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
。

「
S
に
と
っ
て
、
ど
う
だ
っ
た
、
受
験
？　

な
ん
だ
か
ん

だ
最
後
ま
で
や
っ
た
け
ど
」

「
え
ー
…
だ
る
か
っ
た
」

「
は
い
！？
」

「
え
ー
…
だ
っ
て
さ
、
復
習
と
か
さ
ぁ
。
復
習
と
か
が
な

け
れ
ば
楽
し
い
よ
。
新
し
い
こ
と
を
習
う
の
は
楽
し
い
か

ら
さ
。
で
も
過
去
問
も
そ
う
だ
け
ど
、
何
回
も
同
じ
こ
と

や
る
の
は
…
…
」

（
い
や
い
や
、
受
験
は
完
成
度
を
上
げ
る
の
が
大
事
な
の

よ
。
最
後
ま
で
こ
の
マ
イ
ペ
ー
ス
っ
ぷ
り
と
、
精
神
的
な

幼
さ
は
影
響
し
た
な
ぁ
。
で
も
ま
ぁ
、
学
び
を
嫌
い
に
な

ら
な
か
っ
た
の
な
ら
結
果
オ
ー
ラ
イ
か
。）

「
受
験
し
て
、
成
長
し
た
な
ぁ
と
思
う
と
こ
ろ
は
あ
る
？
」

「
う
ー
ん
…
…
考
え
な
し
に
ぼ
ー
っ
と
す
る
こ
と
が
な
く

な
っ
た
か
な
」

「
う
ん
？　

ど
う
い
う
意
味
？
」

「
考
え
た
う
え
で
ぼ
ー
っ
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
や

る
べ
き
こ
と
が
終
わ
っ
て
か
ら
ぼ
ー
っ
と
す
る
よ
う
に

な
っ
た
り
し
た
。
あ
と
字
が
少
し
き
れ
い
に
な
っ
た
」

「
そ
う
な
ん
だ
」

（
自
分
な
り
に
時
間
を
決
め
て
動
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
か
な
。
子
ど
も
が
ぼ
ー
っ
と
す
る
時
間
も
創
造

性
に
と
っ
て
大
事
だ
と
言
う
し
。
も
っ
と
ほ
か
に
成
長
点

は
な
い
の
か
と
言
い
た
い
が
…
…
。）

「
自
分
の
な
か
で
、
勉
強
へ
の
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ

た
の
は
い
つ
？
」

「
夏
ぐ
ら
い
か
な
」

「
え
、
う
っ
そ
、
ま
っ
た
く
気
が
つ
か
な
か
っ
た
…
…
」

「
い
や
、
そ
れ
ま
で
よ
り
は
ち
ゃ
ん
と
や
る
よ
う
に
な
っ

た
よ
。
量
も
増
え
た
し
」

（
う
ー
ん
、
そ
う
か
。
復
習
ノ
ー
ト
を
自
主
的
に
や
り
は

じ
め
た
１
月
末
か
と
思
っ
た
け
ど
、
本
人
に
と
っ
て
は
違

う
の
か
…
…
。）

　

さ
て
、
2
月
9
日
の
都
立
発
表
は
残
念
な
結
果
だ
っ
た

が
、
記
念
受
験
な
の
で
想
定
通
り
。
夫
と
S
と
話
し
て
、

進
学
は
最
初
に
受
験
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
ご
縁
の

あ
る
学
校
に
決
め
た
。
S
と
の
相
性
と
、
家
か
ら
の
近
さ

を
考
え
て
。
そ
こ
か
ら
2
～
3
月
は
止
ま
っ
て
い
た
時
間

が
動
き
出
す
か
の
よ
う
に
、
休
日
に
予
定
が
入
り
ま
く
る
。

諸
々
の
学
校
の
手
続
き
、
入
学
説
明
会
、
仲
の
い
い
友
達

と
の
受
験
お
疲
れ
さ
ま
会
、
祖
父
母
×
2
と
の
受
験
お
疲

れ
さ
ま
会
、
早
め
の
謝
恩
会
、
お
礼
参
り
、
次
男
Y
待
望

の
家
族
の
お
出
か
け
×
2
、
卒
業
式
、
卒
業
旅
行
、
最
後

の
雪
国
ス
ク
ー
ル
、
入
学
準
備
…
…
。

　

タ
ス
ク
が
山
積
み
で
、
ゆ
っ
く
り
振
り
返
る
ヒ
マ
も
な

い
く
ら
い
慌
た
だ
し
い
が
、
直
前
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
か

ら
は
、
2
月
校
全
落
ち
も
覚
悟
し
て
い
た
の
で
、
母
の
奥

底
の
本
音
は
、
た
だ
一
つ
。「
朝
か
ら
夫
婦
喧
嘩
し
ち
ゃ
っ

た
日
に
受
か
っ
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
…
…
。

S
、
よ
く
頑
張
っ
た
！
」

�

花
ま
る
学
習
会　

川
波 

朋
子

家族構成




